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ヒマ ラヤ諸語 の分布 と分 類 (上)

西 義 郎*

The Distribution and Classification of Himalayan Languages 

                 (Part I)

Yoshio  Nism

   This paper first presents a short introduction to the distri-
bution and classification of "Himalayan languages", a group 
of non-Tibetan Tibeto-Burman languages, most of which are 
still found only to the west of Bhutan and Assam, as defined by 
S. Konow (Linguistic survey of India, Vol., Pt. I). In the first 
two sections (Part I) the distribution and the state of the art of 
their studies will be dealt with. In the rest of this paper (Part II), 
the subgroupings of these languages and some of their phono-
logical and grammatical features, typological and areal, which 
have recently aroused considerable interest of TB scholars will 
be discussed in detail.
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0.本 稿 の 目 的

ヒマ ラ ヤ地 域 の チ ベ ッ ト ・ビル マ 諸 語 の研 究 は,い まだ十 分 と い うに は ほど遠 い現
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状であるが,そ れでもここ4半 世紀 ほどにおける進展状況をそれ以前と比べれば,隔

世の感があるといえる。また,こ の地域で1960年 代後半以降に発見された言語 も多い。

このような事実を踏まえて,こ の論文では,ブ ータン及びインドのアッサム地方以西

のチベット・ビルマ語系言語,通 称 ヒマラヤ諸語の分布状況,研 究現状,系 統的分類

及び現在この地域の研究者の関心が寄せられている幾つかの間題等の紹介を目的とし

ている。

　なお,本 稿は,1986年 度の 『国立民族学博物館研究報告』　 (11巻4号)に 掲載され

た 「現代チベット語方言の分類」の続編というべきものである。いずれは,ブ ータン

とアッサム地方のチベ ット・ビルマ語系言語についてはやはりその分類を論文にまと

め,ヒ マ ラヤ地域全体のチベット・ビルマ語系言語の分布状況を多少とも明らかにし

たいと考えている。又,上 掲論文には多少補筆ないし訂正すべき箇所があり,そ れら

は本稿の注及び付記に記 してある。

1.ヒ マ ラヤ諸 語 の範 囲

　 こ こで い う ヒマ ラヤ諸 語 は,チ ベ ッ ト語 方 言 を 除 き,中 国 以 南,ア ッサ ム以 西 の,

ネバ ール と その 以 西 の 北西 イ ン ドを 含 む ヒマ ラヤ 地 域で 話 され て い るチ ベ ッ ト ・ビル

マ語 系 の諸 言 語 の 包括 的名 称 で あ り,1903年(第H部),1904年(第IH部)と1909年(第

1部)に 出版 され た 『イ ン ドの 言 語 調 査』(Lingui∫tic　surve2　of　lndia)(以 下 第1部 を

五∬ と略称)の 第 皿巻 の大 部 分 の実 際 の編 纂 者 で あ ったS.Konowが 用 い た意 味 で

の用 語 で あ る。 しか し,ネ パ ー ル の東 の言 語 と して は,ト ト語 と東 ネ パ ー ル に も そ の

話 者 が い る レ プチ ャ語 を 除 け ば,す べて ネパ ー ル とそ の以 西 の言 語 で あ る(後 で 述

べ るよ うに,多 くの ネパ ール の少 数 民族 が 当時 も既 に イ ン ド北 東 部 に 住ん で いた)。

L∬ 以 降,H.　 Maspero[1952]がKonowの 「ヒマ ラヤ諸 語 」 と同 じ範 囲 の諸 言 語

を``groupe　 himalayen"と 呼 ん で お り,西 田龍 雄[1970]の 「ヒマ ラヤ 語 系 」 も

Konowの ヒマ ラヤ諸 語 に ほぼ相 当 す る もの と 思わ れ る(た だ し,西 田[1987]の チ

ベ ッ ト ・ビル マ語 族 の分 類 で は,「 ヒマ ラヤ語 系 」 は使 用 され て いな い)。　 この``Hi-

malayan"は,　 C.　F.　Vogelin＆F.　 M.　 Voegelin[1977]で は,ア ッサ ム地 方 の チ ベ

ッ ト ・ビル マ語 系 言 語 も含 め た,一 層 包括 的 な 名 称 と して 使 用 され て い る。

　 これ と類 似 の 用法 や用 語 を 挙 げ る と,KonOW以 前 に,言 語 を始 あ,さ ま ざ ま な分 野

で の ヒマ ラヤ 研究 の先 駆 者 とい え るB・H・Hodgson[1928等]が 主 に ネ パ ー ル の チ

ベ ッ ト ・ビル マ語 系 言 語 を 話 す 民族 及 び 言 語 を指 す 名 称 と して"Himalayan",``sub-
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Himalayan"等 の 呼弥 を 使 用 して い る。 ま た,初 め て チ ベ ッ ト ・ビル マ諸 語 の分 類

を試 みた とさ れ るM・MUIIer[1861]も,こ の 地 域 の チ ベ ッ ト ・ビル マ語 系 言 語 を

``sub -Himalayan"と 呼称 して い る。 更 に,∬1以 後 に,　R.　Shafer[1950等]が ネ

パ ール 以 西 の ヒマ ラヤ南 面 の 多 くの チ ベ ッ ト・ビル マ 語系 下位 語 群 に,``Himalayish"

(「ヒマ ラヤ語 系 」)を 使 用 す るが,こ の 用 語 は,そ の後Shaferの それ と同 じか そ れ

に 準 ず る意 味 でR・A・Miller[1969ユ(た だ し,"Himalayish"を"Himalayan"と

い い換 え る)やW.W.　 Glover[1974]等 に使 用 され て い る。 一 方,　P。　K.　Benedict

[1972]は,こ の``Himalayish"を イ ン ド北 西部 で 話 され て い るチ ベ ッ ト ・ビル マ語

系 の言 語 群 に 限 定 して使 用 して お り,S.　 Egerod[1973-74]も 彼 の用 法 に 従 っ て い る。

　 以 下 に述 べ る と ころ か ら明 らか な よ うに,現 在 で はKonowの 使 用 した 範 囲 の言 語

全 体 を指 す ヒマ ラヤ諸 語 の名 称 は,系 統 的分 類 や類 型 的分 類 の 観 点 か らは必 ず しも妥

当 な 名称 で はな い が,地 域 的分 類 の 名称 と して,ま た は,チ ベ ッ ト ・ビル マ 語 派 の系

統 的分 類 に,特 に 下位 語 群 と上 位語 群 と の関 係 に完 全 な合 意 が み られ な い現 状 を反 映

す る もの と して,十 分 正 当化 で き ると い え よ う。 加 え て,言 語 学 以 外 の分 野 の人 々 に

と って はか な り馴 染 み のあ る名 称 で あ る と も いえ る。

2.ヒ マ ラヤ諸 語 の分 布

2.1.概 説

　 上 述 の よ うに,ヒ マ ラヤ 諸 語 の定 義 をKonowに 従 って,中 国 国 外 で,ア ッサ ム以

西(実 質 的 に は ネ パ ール 以 西)の ヒマ ラ ヤ地 域 で話 され て い るチ ベ ッ ト語 方 言 以 外 の

チ ベ ッ ト ・ビル マ語 系 言 語 と した 場合,現 時 点 で ど の よ うな言 語(language)が そ こ

に含 ま れ るか を ま ず示 して お く必 要 が あ る。Konowは,方 言(dialect)の 意 味 を通

時 的な 意 味 で言 語(daughter　 language)を 指 す の に使 用 した り,共 時 的 な 意 味で 地

域 方 言 を 指 す の に使 用 した り して い る。 その 上,後 者 の 意 味 で 用 い た場 合 も,そ れ ほ

ど厳 密 に 言語 と方 言 を 区 別 して い な いの で,LS1に ヒマ ラヤ諸 語 と して 挙 げ られて い

る正 確 な言 語 数 は は っき り とい え な い ので あ る。 厳 密 さ を無 視 して,項 目数 の み を 問

題 にす れ ば,44種 とな るが,そ の うち ク ス ンダ 語(Kusunda)は 実 際 に は 未だ 系 統 の

確定 して い ない言 語(死 語;『 エス ノ ロ ー グ(Ethnologue)』(1984)で も チ ベ ッ ト ・

ビル マ語 派 の 言語 とされ て い るが ,チ ベ ッ ト ・ビル マ語 派 の言 語 で はな く,系 統 不 明

で あ る)で あ り,カ ンブ語(Khambu　 ・=　LSI)と ラ ィ語(Rai;LSI　 Rai)は,個 別 言

語 名 とい うよ り民族 全 体 また はそ の 民 族 の 言 語 全 体 を 指 す 名 称 で あ り,た また ま
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KonOWの もとに 送 られ て来 た 言 語 資料 に冠 せ られ て い た 名称 に過 ぎな い(た だ し,

Shaferが これ を 個 別言 語 名 と して その分 類 に記 載 して以 来,1970年 代 初期 まで 多 くの

分 類 で 同 じよ うに取 り扱 わ れ て い る)。 従 って,こ の3種 を除 き,LSIの ヒマ ラ ヤ諸

語 に は41種 の 言語 ・方 言 が含 ま れ て い る と いえ よ う。

　 L∬ 以 降,特 に1970年 代 以 降,こ の ヒマ ラ ヤ地 域 の言 語 調 査 が進 展 す る と共 に,多

くの チ ベ ッ ト ・ビル マ語 系 言 語 が 発 見 され た が,現 在 も言 語 と方 言 の 区 別 の曖 昧 さが

尾 を 引 いて お り,あ る変 種(variety)が ○ ○ 語 と呼 ば れ て いて も,　XX語 と呼 ば れ る

それ と近 い 関係 に あ る別 の変 種 と同 じ言 語 の方 言 とす べ きか それ と も別 の言 語 とす べ

きかが 十 分 に検 討 され て い な か った り,ま た そ れ を行 うだ けの 資 料 が提 供 され て いな

いの が 実情 で あ る。 例 外 的 に,こ こで 従 ったG.Hanssonに よ る ライ ・リン ブ 語 系

(Rai-Limbu)【=キ ラ ン ト語 系(Kiranti)】 の 分 類 で は,言 語 学 的基 準 に基 づ いて 言

語 と方 言 が区 別 され て い る と され て い る(た だ し,具 体 的 に ど の よ うな 基準 が適 用 さ

れ た の か は不 明 で あ る)。 ラ ィ ・リンブ語 系 の 場 合 は,同 一 語 群 の多 くの言 語 の分布

が錯 綜 して お り,言 語 同 士 の 関係 も複 雑 で,他 の ネパ ール のチ ベ ッ ト ・ビル マ 語 系言

語 の 場合 に しば しば み られ る よ うに,一 般 に言 語 名 と して 通 用 して い る部 族 名 や 下位

部 族 名 を そ の ま ま受 け入 れ る こ と がで き る ほど 単純 で な い。 そ こで,ハ ンソ ンの 試 み

た よ うに,ま ず なん らか の 明確 な言 語 学 的 基 準 に基 づ いた 区分 が 必要 で あ り,し か も,

た また ま 広範 な言 語 資 料 が 利 用 で きた ので それ が 可 能 と な った とい え よ う。 しか し,

これ も暫 定 的 な結 論 で あ り,今 後 多 くの 異 論 が あ り得 る。 一 方,言 語 と方 言 の 区 別 に

は,言 語 学 的基 準 の みを 適 用 す る ので な く,社 会 的,文 化 的な 背 景 も考 慮 す べ きで あ

る とす る立 場 もあ り得 る。 従 って,こ こ に挙 げ る 「言 語 」 と は,そ の すべ て が 厳 密 に

同一 基 準 が適 用 され た 結 果分 別 され た もの で は な い。 ライ ・リン ブ語 系 以外 の,言 語

の場 合 は,ネ ワル 語(Newar)(ド ラ カDolakha「 方 言 」 は ネ ワル 語 の方 言 か別 の言

語 か)や タ マ ン語(東 部 「方言 」 と西 部 「方 言 」 は方 言 か別 の 言語 か)の 例 の よ うに,

む しろ慣 用 に 基づ いて い る場 合 が 普 通で あ る。

　 ヒマ ラ ヤ諸 語 は,西 は イ ン ドの ヒマ チ ャル ・プ ラ デ シ ュ州(Himachal　 Pradesh)

か ら東 は ネパ ーノレを 経 て イ ン ドの 西 ベ ン ガル 州(Wdst　 Bengal)ま で ヒマ ラヤ 山 脈 沿

い に分 布 して い る(ヒ マ ラヤ諸語 分 布 概 念 図(1)と(2)を 参照)1)。

1)ヒ マ ラヤ諸語の言語名は,一 般に,-i～-e1-ya!-iya～-li～-1e等 の形容詞派生接尾辞 を付 し

たネパール語名またはネパール語化 した名称や ヒンディー語名または ヒンデ ィー語化 した名称

で知 られているが,こ こでは,東 ネパールの ヒマ ラヤ諸語を除いて,原 則 として,そ の慣用的

なローマ字転写形か ら派生接尾辞を取 り去 り,更 に補助記号を省いた語幹形を標準的言語名と

　してあ る。 例えば,12ダ ルマ語L(Darma;LSI　 Darmiya)は,こ れまでの邦文文献では常にダ

ル ミヤ語とされていたが,こ の名称 は,こ の言語が話されている地域名ダルマ(Darma)に 派/
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　 ま ず,イ ン ド北 西 部 の ヒマ チ ャル ・プ ラデ シュ州 で は,ラ ホ ール ・ス ピテ ィ地 方

(Lahaul-Spiti　 district)に は1ブ ナ ン語L(Bunan;LSI　 Bunan)【=ガ ル語(Gar;LSI

Gahri)】,チ ャ ンバ ・ラ ホ ー ル 語L(Chamba　 Lahaul;LSI　 Chamba　 Lahuli),

2マ ンチ ャ ト語L(Manchad;LS1　 Manchati)【 ニパ タ ン 語(Patan;LSI　 Pa奮ni)】
,

3テ ィ ナ ン語L(Tinan=LS1)
,4ラ ン ロ語(Ranglo;LS1　 Rang16i)カs話 され て い る。

チ ャンバ ・ラホ ール 語 は通 常 マ ンチ ャ ト語 の方 言 と され る。 ま た,テ ィナ ン語 と ラ ン

ロ語 も 同一言 語 の方 言 とみ な せ るが,土 地 の人 々 は区 別 す る とい う。LS1で は,テ ィ

]ン 語,ラ ン ロ語 とゴ ン ドラ語(Gondhla;LS1　 G6ndla)を 同一 言 語 の 異 名 と して い

るが,ゴ ン ドラは テ ィナ ン語 域 の一 村 落 名 で あ る。

　 ヒマ チ ャル ・プ ラデ シュ州 の ヒマ ラ ヤ諸語 の分 布 は,ラ ホ ール ・ス ピテ ィ地 方 と キ

ナ ウル 地 方(Kinnaur　 district)に 集 中 して い るが,唯 一 の例 外 が,ク ル地 方(Kullu

district)の5カ ナ シ ュ語L(Kanash;LSI　 Kanashi)で あ る。

　 ヒマ チ ャル ・プ ラデ シュ州 の 西 端 に 位 置 し,南 は ウ ッタル ・プ ラデ シ ュ州(Uttar

Pradesh)に 接 す る キナ ウル 地 方,か つ て の カ ナ ウル(Kanaur;LSI　 Kanawar)地

方 に は,6カ ナ ウル 語L(Kanaur;五 ∬Kanawar1)【 ・ミル チ ャン語(Milchang;ム ∬

Milchang1Milchanang)】,?テ ボ ール語(Thebor;Ls1　 Tibarskad)と8チ トカル語

(Chhitkal)の3言 語 が分 布 して い る。

　 一 方,ウ ッタル ・プ ラデ シ ュ州 北 西 部 の チ ベ ッ ト ・ビル マ語 系言 語 と して は,ま ず

チ ャモ リ(Chamoli)地 方 の9ラ ンパ語(RangPa)が あ り,そ の西 側 で 話 され て い る

言 語 と して,LSIは10ラ ンカス語L(Rangkas=L∬),11ダ ル マ語L(Darma;・ 乙31

Darmiya),12乏 ヤウダ ンス語L(Chaudans;LSI　 Chaudangsi),13ビ ヤ ンス 語L(Byans;

LSI　Byangsi)の4言 語 を 挙 げ て お り,当 時 の この地 域 の 行 政 区分 名 を取 り,ア ル モ

ラ方 言(Almora　 dialects)と 呼 ん で い る。 現 在 で は,こ の地 域 は ピ トラガル(Pitho-

ragarh)地 方 に入 る。 『エ ス ノ ロ ーグ(Ethnologue)』(1984)で は,こ れ らの 言 語 は,

い ずれ もウ ッタ ル ・プ ラデ シュ州 と接 す るネ パ ー ル の極 西 部 の マ ハ ー カ リ県(Maha-

kali　zone)の 言語 とさ れて い るだ けで な く,イ ン ド側 の 資料 で あ る主 に1961年 の 国

＼生 接尾辞一iya)が 付せ られた ものである。ただ し,ネ パール研究者の間で広 く知 られたタカ リ

　 族(Thakali)の 言語はタク(Thak)語 とせず にタカ リ語 と してお く。 東ネパ ールの諸 言語 の呼

　 称は,主 にHansson[1988]に 従 い,例 えば,ム ガ リ語(Mugali)の よ うに,地 名 ムガ(Muga)

　 に派生接尾辞が付加 されている例でも,そ のまま言語名と してある。

　　 言語 名のカタカナ表記 は,原 名の発音 にこだわ らず,こ の標準的言語名 に基づき,慣 用 も考

　 慮に入 れた表記である。同一言語に複数の名称があ る場合,標 準的と思われる方 を選 び,異 名

　 は標準名の次に 【 】にいれて示 してある。 なお,6カ ナウル語Lの ように,ヒ マ ラヤ諸語の言

　 語 名には前に通 し番号を付 け,LSIの 項 目とな っている言語 ・方言名には後ろに(L)を 付けて

　 示 した。
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勢 調 査 の 結 果 に 基づ いて 作 成 され た 『国勢 調 査 に お け る 母 語 に 基 づ く言 語 の 手 引

(Langerage　Handboo.k　 on　Mother　 Tongues　 in　Ce2ZSt　cs)』(1972)に も記 載 され て い な い。

しか し,ラ ンカ ス語 につ いて は不 明 で あ るが,こ れ らの 言語 は現 在 も確 か に イ ン ドの

そ の地 域 で も話 され て い る。 この 地 域 は,L∬ 以 降 調 査 の 空 白地 帯 で あ り,こ れ 以 外

の ヒマ ラヤ諸 語 に 入 る言語 が存 在 す る可 能性 があ る と もい われ て い る。

　 な お,ビ ャンス 語 以 外 の言 語 が ネパ ール で話 され て い る とす る 『エ ス ノ ロー グ』 の

記 述 は疑 わ しい。

　 ヒマ ラヤ諸 語 と してLSIに 記 載 され て い る イ ン ド北西 部 の い ま ひ とつ の言 語 は,ジ

ャ ンガル 語L(Janggal;L31　 Janggah)で あ るが,現 在 この言 語 は,西 ネ パ ール の狩

猟 採 集 民 の``Raute"ま た は``Rautiya"の 言 語14ラ ウ ト語(Raut)【=ラ ジ語(Raji)】

と同一 言 語 と考 え られ て い る。

　 ネパ ー ル の チ ベ ッ ト・ビルマ 語 系 言 語 の分 布 は,18世 紀 中葉 以 降 の ゴ ル カ(Gorkha)

王朝 【=シ ャハ(Shah)王 朝 】 に よ る ネパ ール 統 一 以 来 あ るい は それ 以前 か ら絶 えず

諸 民 族,諸 部族 の 西 か ら東 へ,近 年 に は東 と南 へ の 移 住 が 行 われ,大 き く変 化 して 来

て い る。 そ の結 果,山 間 僻地 を 除 く,ほ とん ど全 土 に わ た って さ ま ざま な 民族 ・部 族

が 混 住 して い る。 更 に,シ ッキム(Sikkim)州,西 ベ ンガ ル 州(West　 Bengal),ア ッ

サ ム(Assam)地 方 や そ の 他 の ネパ ール 周 辺地 域,ブ ー タ ン(Bhutan)等 に も 早 くか

ら移 住 した者 も多 い 。 ま た,ネ パ ール 中部 の 山岳 ・丘 陵地 帯 の多 くの有 力 民族 は,グ

ル カ兵 と して海 外 に 住 む者 もい る。 従 って,以 下 に 述 べ る諸 言語 の分 布 は,そ の故 地

を 中心 に示 す もの で あ り,そ の一 部 は歴 史 的 な分 布 とい え る もの で あ る。

　 リン ブ族 出身 の 言 語 学者S.Subba[1984]は,「 東 部 開発 地 域 」 の メ チ県(Mechi

zone)の ジ ャパ(Jhapa)と モ ラ ン(Morang)の 両 郡 に お け る 「ネパ ール の 言 語 調

査」(1981～1983)(次 節 参 照)で は,グ ル ン語 と タ カ リ語 を 母語 とす る者 が 全 く記 録

され て い な い に もか か わ らず,国 勢 調 査(!981)で は この 両 郡 で この両 言語 の話 者 が

記 録 されて い る と述 べ て い る2)。 この こ と は,国 勢 調 査 の結 果 に基 づ いて,少 な くと

も幾 つ か の言語 の分 布 や母 語 人 口を 決定 す る こ とがで きな い こ とを示 して い る。

2)S.Subbaに よれば,ラ イ族,リ ンブ族,タ マン族,マ ガル族や ネワル族等 は,故 郷か ら別の

土地へ移住 して も,容 易 に自分 の母語を捨てた りしないが,こ れは,自 民族集団 に対する連帯

感が母語に対する忠誠心で象徴 され るか らであ り,対 照的に,タ カ リ族や グル ン族 は,自 民族

集団を強 く支持 しているにもかかわ らず,故 郷を離れ るや否や,母 語 に対する忠誠心を示 さな

いとい う。 ライ族 出身の言語学老Rai[1985]は,ラ イ族の人 々は,故 郷を離れて他の 【ライ系

部族(?)の 】土地に移住 した場合,自 分達の素性(出 身下位部族)は 変わ らないが,移 住先の

ライ語系言語を母語 とす るよ うになるのが普通であると述 べ て い る。 ライ自身 もチャム リン

(・ライ)部 族であるが,母 語はバ ンタ ワ(・ライ)語 である。 この ライの陳述は,S・Subbaの

主張す る民族による母語 に対する忠誠心の違い も程度の差に過 ぎないことを示唆 している。
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　 ネパ ー ル の カ トマ ンズ(Kathmandu>盆 地 以西 の極 西 部 及 び 西 部 丘 陵地 帯 【ネパ ー

ル全 体 か らみれ ば,む しろ 中央 部 に 当た る】 と中央 内 タ ライ(Central　 Inner　 Tarai)

の一 部 を 含 む 地 域 の ヒマ ラ ヤ諸語 と して は,15カ ム語(Kham),16カ イケ語(Kaike),

17チ ャ ン テル語(Chantel>
,18マ ガ ル語L(Magar;LβZ　 Magar1,　 Magar,　 Mangar),

19タ カ リ語L(Thakali)【 ・タ ク シャ語(LS1　 Thaksya)】
,20マ ル フ ァ語(Marpha),

21シ ャ ン語(Syang)
,22グ ル ン謳L(Gurung=LSI),23マ ナ ン語(Manang),24ナ ル 語

(Nar),25ガ レ語(Ghale),26チ ェパ ン語L(Chepang;LS1　 Chepang),27プ ラ ム語L

(Bhramu;LSI　 Bhramu),28タ マ ン語L(Tamang)【=ム ル ミ語(LSI　 Murmi)】 等14

の言 語 が 知 られ て い る。

　 現在 の カ トマ ンズ 盆地 は,文 字 通 りの民 族 の増 蝸 で あ り,ネ パ ー ル 全 土 か らさ ま ざ

ま な 民族 が移 住 して 来 て い る。 そ の上,同 盆 地 内 に は,ヒ ンズ ー 教 と仏教 の巡 礼 の聖

地 が い くつ か あ るた め に,特 に寒 季 に は,周 辺 諸 国 か らも多 くの 民族 が訪 れ て 滞 在 し

て い る。 カ トマ ンズ 盆地 は,早 くか らイ ン ド文 明の 影 響 下 に 独 特 な 文 明 の栄 え た地 で

あ るが,そ の文 明 の担 い手 で あ った ネ ワル(Newar)族 は 現 在 も この 盆地 内の 代 表的

な 民族 で あ る。 彼 らの言 語 で あ る29ネ ワル 語L(Newar;L∬Newari)は,チ ベ ッ ト
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　の

語(Tibetan)と ビル マ語(Burmese)に つ ぐ,チ ベ ッ ト ・ビル マ語 派 に お け る第3の

文 献言 語 で,既 に14世 紀 か ら文 献語 と して使 用 され始 め るが,碑 文 中の ネ ワル 語 の語

彙 の 最 古 の記 録 は西 暦1115年 に遡 る とい わ れ る。 ネ ワル 語 は,ゴ ル カ 王朝 に よ る カ ト

マ ンズ 盆地 征 服 後,長 い 闇被 抑 圧 言 語 の 地 位 に 甘ん じて 来 たが,漸 く最近 に な って 現

代 ネ ワル 語,古 典 ネ ワル語 の研 究 が 盛ん に な り,文 法 書 や 辞書 等 も次 々と 出版 され る

よ うに な った。

　 カ トマ ンズ盆 地 以東 で,東 ネパ ール の ス ン ・コ シ(Sun　 Kosi)川 以 東 の丘 陵 地 帯 の

ヒマ ラヤ諸 語 の 言語 の大 部 分 は,Hodgson[1858】 が,伝 説 的 な キ ラ ン ト(Kirant;

Kirant)【=キ ラ ト(Kirat;Kirat)】 の地 と して,ま た,そ の 民族 を キ ラ ン ト(Kiranti;

LS1　 K　iranti)族 【=キ ラ ト(Kirati)族 】 と して 紹 介 して 以 来,一 般 に キ ラ ン ト諸 語

ま た は キ ラ ン ト語 群 の 名 で 知 られて い る。Hodgsonは,更 に この 地 方 を東 か ら西 へ,

① アル ン ・ナ デ ィ(Arun　 Nadi)川 か ら シ ンギ レ ラ(Singilela)山 脈 まで の パ ロ(遠)・

キ ラ ン ト(Pallo　Kirant)(ほ ぼ コ シ(〕Kosi)県 と メチ 県 に相 当),② リク・コ ラ(Likhu

Khola)川 か らアル ンe,ナ デ ィ川 ま で のマ ジ(中 央)・ キ ラ ン ト(Marjhi　 Kirant)(ほ

ぼ サ ガル マ タ(Sagarmatha)県 に 相 当),③ ス ン ・コ シ川 か ら リク ・コ ラ川 まで の ワ

ロ(近)・ キ ラ ン ト(Wallo　 Kirant)(ほ1ま バ グマ テ ィ(Bagmati)県 の 一部 と ジ ャナ ク

3)Hodgson[1858]と それを引用 したLSI[1909]で は,パ ロ ・キラン トとワロ ・キ ラントが逆

　 にな ってい るが,こ こでは訂正 してある。
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プ ール(Janakpur)県 に相 当)の3つ の地 域3)に 分 け,そ の 地 域 に 住 む と され る諸 部

族 名(同 時 に 言 語 名)と して,① に は リン ブ族(Limbu;LSI　 Limbu)と ヤ カ 【=ヤ ッ

カ】族(Yakha;LS1　 Yakha)等 の4部 族,② に は ボ ンタ ワ 【=バンタ ワ】族(Bontawa;

LSI　Bontawa)等 の13部 族,③ に は チ ョー ラ シ ャ 【ニチ ョー ラセ】族(Chourasya;LSI

Chouragya)を 挙 げ,更 に,そ れ を 総括 して,① を 「リ ンブ族 の 」 地,② と③ を 「カ

ン ブ族 の 」地 と して い る。 この カ ンブ族 は,現 在 で は その 首 長 達 に 与 え られ た敬 称 ラ

ィ(Rai;LS1　 Rai)を 取 り,ラ ィ族 と して一 般 に知 られ て い る部 族 の 地 方 名で あ る が,

ラ ィ族 に は,そ れ以 外 に も ジム ダ ル(Jimdar;Lsl　 Jimdar),ジ ミ(Jimi)等 の 地 方

的 な 呼 弥 が あ る と い う4)。 ヤ ッカ族 は,ラ イ族 の一 部 とす る者 とそ れ とは別 個 の部 族

とす る者 が い る。 ま た,伝 説 的 な キ ラ ン ト族 と この地 域 の ライ族 と リンブ族 の み と の

同 定 を否 定 す る者 や ラ ィ族 の み あ るい は リン ブ族 の み に比 定 す る者 もお り,キ ラ ン ト

の 名 称 の妥 当性 に は問 題 が な い わ け で な く,両 部族 ま た はそ の 言 語 群 の 総 称 と して は

適 当で な い とす る者 も い る。

　 東 ネパ ール に は,LSIの カ ム ブ族(=ラ イ族),ヤ ッカ族,リ ン ブ族 の言 語 以 外 の チ

ベ ッ ト ・ビル マ語 系 言 語 と して,上 述 の タマ ン語 の外 に もい くつ か の言 語 が存 在 す る

が,そ の分 布 域 は ほ ぼ この 地 域 の 周 辺 部 に位 置 して い る。 更 に,ヒ マ ラヤ の他 の地 域

と同 様 に,中 国 と の国 境 沿 い に は,カ ガ テ(Kagate)方 言,ジ レル(Jirel)方 言,シ

ェル パ(Sherpa)方 言,ロ ミ(Lhomi)方 言,ワ ル ンチ ュ ン(Walungchung)方 言 等

の チ ベ ッ ト語 方 言 が一 部 で ヒマ ラヤ諸 語 と入 り組 ん で分 布 して い る。

　 現 在,タ マ ン語 以 外 の この 地 域 の ヒマ ラヤ諸 語 と して は,次 の40言 語 が 挙 げ られ る。

　 30タ ミ語L(Thami;LSI　 Thami),31ハ ユ語(Hayu)L【=ヴ ァユ語(Vayu;LSI

V乱yu)・ ワユ 語(Wayu)】,32ス ン ワル 語L(Sunwar;LSI　 Sunwar1Sunuwar),33チ ョ

ー ラセ語L(Chourase;LSI(】houraSya)【=ウ ンブ レ語(Umbule)】
,34バ ヒ ン語L(Ba-

hing;LSI　 Bahing)【=バ イ ン語(Baing)=ル ム ダ リ語(Rumdali>】,35ト ゥル ン語L

(Thulung;LSI　 Th豆lung),36カ リ ン語L(Khaling;LSl　 Khaling),37ジ ェル ン語

(Jerung),38テ ィル ン語(Tilung),39ド ゥ ミ語L(Dumi;Lsl　 D貢mi),40コ イ語(Koi),

41ク ル ン語L(Kulung;LSI　 KUIung)【 ソタ ン語(Sotang)を 含 む】
,42ナ チ エ リン語L

(Nachhering;LSI　 Nachhereng),43チ ュク ワ語(Chukwa),44西 メオ ハ ン語(Wes-

tern　Meohang),45東 メ オハ ン超(Eastern　 Meohang),46チ ャム リン語L(Chamling;

LS1　Chamling)【=ロ ドン語(Rodong;・ 乙SI　Rδd6ng)】,4?ポ ル マ チ ャ語(Polmacha>,

48プ マ語(Puma)
,49サ ンパ ン語L(Sangpang;LSI　 Sangp乱ng),50バ ンタ ワ語(Ban-

tawa;LSI　 Bontawa),　 s　1Nウ ンマ リ語L(Dungmali;LSI　 Dingmaii),52ワ リン語L

4)ヤ ッカ族 と リンブ族 の敬称はそれぞれデ ワン(Dewan、 とスッバ(Subba)で ある。
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(Waling;∬1　 Waling),53ヤ ンプ 語(Yamphu),5勉 ンペ語(Yamphe),55北 ロル ン語L

(Northern　 Lorung【Lohorong;LS1】L6h6r6ng】),56南 ロル ン語L(Southern　 Lorung

【Lohorong;LS1　 L6h6r6ng】),5?ヤ ッカ語(Yakkha)L【=ヤ カ語(Yakha;LSI　 Yakha)】,

58ル ンバ ・ヤ ッカ語(Lumba-Yakkha)
,59チ ンタ ン語L(Chhingtang;L∬Chhing-

tang),60ム ガ リ語(Mugali)L【 ・ラ ン ビ チ ョ ン 語(Lambichhong;五 ∬Lambi-

chhδng)】,61ベ ル ハ リヤ語(Belhariya),62ア トパ リヤ語(Athpariya),63パ ン ドゥワ

墨(Phangduwali),64チ ュル ン語(Chhulung)【=パ ン ジ ュ語(Phanju)】,65チ ャ ッ

タ レ ・リン ブ語(Ghhatthare　 Limbu),66リ ンブ語L(Limbu;LSI),67サ ー ム語(Saam),

68リ ン キム語(Lingkhim)
,69デ ィマ ール 語L(Dhimal;LS1　 Dhimal)。 な お,こ の

外 に チ ョス ク レ 語(Choskule),ド ル ンケ チ ャ語(Dorungkecha)と カ ン ドゥン 語

(Khandung)も 挙 げ られ るが,前 の2言 語 は テ ィル ン語 の,最 後 の言 語 は ドゥ ンマ

リ語 の下 位 方 言 に 過 ぎ な いか も しれ な い と され,ソ タ ン語 も その 話者 は 独 立 した言 語

で あ る と主 張 す るが,一 般 に クル ン語 の 方言 と され て い る。

　 Hanssonは,ワ リン語 を 別 個 の 言 語 に 数 え て い るが,現 在 の ワ リン語 は完 全 に

「バ ンタ ワ語 化」 され,そ の 方言 と な って しま って い る(つ ま り 言 語 と して は死 滅 し

て い る?)と い う。Hodgsonの ワ リン語 資料(=LSI)は,そ れ が ドゥ ンマ リ語 に近

い言 語 で あ り,当 時 バ ンタ ワ語 と の 「2変 種併 用(Diglossia)」 状 況 を示 唆 して い る

と述 べ て い る5)。

　 LSIに は,カ ン ブ語 方 言 と して,こ の外 にバ ラ リ語L(Balali;LSI　 Balali)と ノレンチ

ェ ンブ ン語L(Rungchhenbung;LSI　 RUngchhenbUng)が 挙 げ られ て い るが,ハ ン

ソ ンは,前 者 は西 メオ ハ ン語 に,後 者 はバ ンタ ワ語 の北 部 方 言 に相 当 す る可 能 性 が あ

ると して い る。N.　K・Raiも,彼 の記 述 した バ ンタ ワ語 方 言 がHodgson一LSI)の

ル ンチ ェ ンブ ン語 に 近 い と述 べて い る。

　 Hodgson及 びLS1は,ボ ンタ ワ 【=バンタ ワ】を ル ンチ ェ ンブ ン,チ ンタ ン,ワ リ

ンと ラ ン ビチ ョンの4下 位 部族 ま た は その 言 語 の 総称 と して 挙 げて い るが,1970年 代

以 降,別 個 の言 語,そ れ もラ ィ族 の 間で 共 用 語(linga　 franca)と して広 く使 用 され て

い る言 語 と して取 り上 げ られ るよ うに な った 。

　 ライ語 域 の 西 辺 で話 され て い るタ ミ語,ス ンワル語 とハ ユ 語 の話 者 は,伝 統 的 に は

ラィ族 と認 め られ て い な い。 しか し,現 在 で はス ン ワル 語 は ラィ諸 語 に 数 え られ て い

5)C.A・Ferguson[1959]の 用語で は,「2変 種併用」とは,同 じ言語社会 において同 じ麹

　2つ の変種(通 常 は高変種 と低変種)が 異 なる社会的機能で使い分 けられてい る状況を指す も
のである。J・A.　Fishman[1971]は,こ れを拡大 して,2つ の言語の場合 にもこの用語を使用

　している。 ここでは,後 者 の,「2言 語併用」の意味で使用 されている。
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る。 ま た,ハ ユ語 も,チ ェパ ン語 との共 通 要 素 の 存 在 が 指摘 され る が,ラ イ語 群 の言

語 と近 いか それ に属 す る言 語 と され る よ うに な って い る。 歴 史 的 に は,タ ミ語 とハ ユ

語 は ライ語 域 の辺 縁 部 で 話 され て い た 非 ライ語 系 言 語 の 数少 な い残 存 言 語 で あ る と も

考 え られ る。

　 伝 統 的 に 「キ ラ ン ト族 の10部 族 」(Das　 Kiranti)と され るが,現 在 の ライ族 に は,

遙 か に多 くのサ ブ ・カ ー ス ト(sub-caste=thar)ま た は下 位 部族(ラ ィ族 出身 の言語 学

者Raiは103の 下 位 部 族 名 を 挙 げ て い る)が 知 られ て お り,従 来 ラ イ語 の諸 方 言 あ るい

は ラ ィ語 群 の言 語 と され た変 種 名 は いず れ も この い ず れか の部 族 名 で あ った。 しか し,

ラ イ族 の言 語 数 につ いて は一 定 せ ず,HodgsonとLSIは16種 を 挙 げ,そ の後,10種

ほ ど,30種 ほど6>と い った 数 字 が挙 げ られ て い た 。 こ こで は,こ の 地 域 の広 範 な方 言

調 査 の 結 果 を分 析 整 理 したHanssonの 見 解?》 に従 って い るが,ラ イ族 の 下位 部 族 と

して 知 られ て い て も,そ の居 住 地 も言 語 も未 調 査 の もの があ り,ま た,ハ リセダ ンダ

(Halisedanda)連 丘地 帯 に はま だ 未 知 の言 語 が話 され て い る可 能 性 が あ る とHansson

は述 べ て い る。 そ の上,彼 の挙 げ た言 語 中サ ー ム語,チ ュ ク ワ語,リ ン キム語 と チ ン

タ ン語 は"nearly　 extinct(?)"と,ワ リン語 と ポルマ チ ャ語 は"extinct?"と の注 記

があ るが,文 字 通 りに解 釈 す る と,少 な くと も後 の2言 語 は その 存 在 自体 に疑 問 があ

る こ とに な る。 彼 の言 語 認 定基 準 につ い て も今 後 異論 の 出て 来 る可 能 性 が あ る。 従 っ

て,こ こで 挙 げ た言 語 数 は流 動 的で あ る とい わ ざ る を得 な いの で あ る。

　 一 方,リ ンブ語 は,伝 統 的 に パ ンタ レ(Panthare)(標 準 的方 言),ヤ ング ロ ッケ

(Yan99rokkc),ペ ダ ッペ(PhedapPe),チ ャ ッタ レ(Chhatthare),タ プ レジ ュ ン

(Taplejung)の5方 言(A・Weidert＆B・Subba[1985]は ヤ ング ロ ッケ 方言 をパ ン

タ レ方 言 に分 類 して い る)か ら な る比較 的均 質 な言語 とさ れて お り,そ の 主要 分 布 域

も伝 統 的 な リンブ語 域(ア ル ン川 の東 の コ シ県 とメ チ県)に 限 られ て い る。Hansson

は,チ ャ ッタ レ方 言 を他 の リンブ語 とは別 の 言語 と し,更 に,チ ンタ ン語,ム ガ リ語

等 の10種 の ライ族 の言 語 及 び ヤ ッカ語 を リン ブ語 と同 じ下 位 語 群 に 分 類 して い る。

　 歴 史 的 に は,お そ ら く19世 紀 の初 頭 頃 まで は,ラ ィ族 も今 よ り少 な い 下位 部 族 に分

6)Rai[1985]は,こ れまでに ライ語系言語数に関す る言及 を列挙 しているが,そ れによれば

　 Northey,　w.　B・　and　c・J・Morris,　The　Curkhtzs,　their　treanners,　cerstoms　and　countr](London,1928)

　 は10種 とし,Dahal,　 B・M・,　A　 description　of　Nepali,　literary　and　 colloqu量al(Ph.　D.

　 dig.　serta　tion,　Univ・of　Poona　1974)とW・ 　Winter(私 信)(註7参 照)は 三十数種 としている と

　 いう。 しか し,一 般に ライ語系言語 に言及する場合には,言 語数 について具体的な数字を挙げ

　 ない方 が多いようである。

7)Hanssonの ライ ・リンブ 【=キラン ト】語系言語 の分類について,　Winterは,書 簡中で彼の見

　 解に 「幾つかの細部の除き,全 面的に賛成である」 と述べている。幾つかの細部はどこを指す

　 のか不 明であるが,WinterがHanssonの 分類(と 言語認定)を 支持 している ことは明 らかで

　 ある。

274



西　　ヒマ ラヤ諸語の分布 と分類(」:)

かれ,そ の 居 住地 域 も ほぼ 下 位部 族 毎 に ほぼ 一 定 の範 囲 内 に収 ま って い た とい う状 態

(一部 の下 位 部族 名 は 同時 に地 名 で もあ る)が 想 定 され る が,そ の後 主 と して 南 と東

へ の 移 住 が 繰 り返 され た結 果 ラィ族 の下 位 部 族 の分 布 は現 在 の よ うに極 めて 錯 綜 した

もの とな り,そ の移 住 先 で リンブ語 も含 む 周辺 言 語 の影 響 を 受 け,あ る もの は大 き く

変 化 し,あ る もの は周 辺 の有 力 言 語 に 吸収 されて 消 滅 した とい った事 態 が 想 定 され る。

　 ラ イ語 群 と リンブ語 群 以 外 の言 語 は,タ ミ語 と デ ィマ ール語 の2言 語 で あ る。

　 ヒマ ラヤ諸 語 と され る最後 の2言 語 は,イ ン ド北 東 部,シ ッキム(Sikkim)と 西 ベ

ン ガル(West　 Bengal)両 州 の70レ プ チ ャ語L(Lepcha・LSI)【=ロ ン語(Rong;LSI

R6ng)】 と71トF語L(Toto;LSI　 T6t6)で あ る。

2.2.詳 説

2.2.1.　 イ ン ド北 西 部

　2・2・1・1・　 ヒマ チ ャル ・プ ラデ シュ州(Himachal　 Pradesh)

　 2・2・1・1・1・　 ラ ホー ル=ス ピテ ィ地 方(Lahaul-Spiti　 district)8)

　 ラホ ー ル=ス ピテ ィ地 方 は,1960年 に ラホ ール とス ピテ ィの両 地 方 が 合 併 され てで き

た もの で あ る。 この地 方 は,東 か ら西 ヘ ス ピ》テ ィ ・テ ヘ シル(tahsil),ラ ホ ー ル ・テ

ヘ シル と ウダ イ プ ール ・サ ブ テ ヘ シル(Udaipur　 subtahsil)の3つ の 行 政 区分 か ら

な り,そ の総 面 積12,210km2で,総 人 口32,063人(1981)で,人 口密 度 はlkm2当

た り僅 か2人 に過 ぎな い。 この地 方 は,北 は,バ ララチ ャ(Baralacha)山 脈 を 隔 て て,

ジ ャ ンム=カ シ ミール 州(Jammu　 and　 Kashmir>の ラダ ク(Ladakh)地 方 と接 し,

東 は,中 国 チ ベ ッ ト自治 区 と,南 か ら西 に か けて は,同 じ ヒマ チ ャル ・プ ラデ シュ州

の キナ ウル(Kinnar),ク ル(Kulu),カ ンラ(Kangra)及 び チ ャ ンバ(Chamba)の

諸地 方 と接 して い るが,周 囲 は いず れ も峻険 な 山脈 群 で 他 の地 域 と隔 て られ て い る。

この地 方 に入 る整 備 され た道 路 は,ク ル地 方 か らロ タ ン(Rohtang)峠(海 抜3,915m)

を 越 え る道 路 しか な く,ラ ホ ール ・テ ヘ シル か らス ピテ ィ ・テ ヘ シル へ 抜 け る に は ク

ンザ ム(Kunzam)峠(海 抜4,500m)を 更 に越 え な くて はな らな い と い う。 この よ う

な地 理 的環 境 のか ら1年 の う ち半 年 は雪 に 閉 ざ され るた め,こ の地 域 の 現 地調 査 の可

能 な期 間 は極 めて 短 い 。

　 ス ピテ ィ川 流域 に 分布 す る チ ベ ッ ト語 ス ピテ ィ方 言 を 除 け ば,こ の 地 方 の チ ベ ッ ト

・ビル マ語 系 言 語 は
,い ず れ も ラホ ール 地 方 を 北 か ら南 へ 流 れ,つ いで 大 き く湾 曲

8)ラ ホール ・ス ピティ地 方のチベ ッ ト・ビルマ語系言語 に関する情報は,主 に,S・R・Sharma

　 の諸論文及び私信 と 『ラホール ・ス ピティ地方の村一覧』(1981年 の国勢調査に基 づいた資料

　 で あるが,出 版年不 明)と[D.D.　 SHARMA　 l　982]を 参照す る。
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して 東 か ら西 へ貫 流 す るチ ャ ン ドラ(Chandra)川 流域(地 域 名:ラ ンロRanglo),

北 か ら南 へ 流 れ,タ ン デ ィ(Tandi)で チ ャ ン ドラ川 を 合 流 す る バ ガ(Bhaga)川 流域

(地域 名:ス ト ッ トStod[ダ ル チ ャ(Darcha)→ ケ ロ ン(Keylong,　 Kyelong,　 Kelong)]

と ガ ラGara[ケ ロ ン→ タ ンデ ィ]),こ の合 流 点か ら下 流 のバ ガニチ ャ ン ドラ川 【=チ

ェナ ブ(Chenab)川 】 流 域(地 域 名:パ タ ンPatan,　 Pattan,　 Pattan)及 び そ の支 流

域 で話 されて い る。

　 2.2.　1.1.1.1.　 ブナ ン語(Bunan,　 Bunnan,　 LSI　Bunan;Gahar,　 Gari,　Gar,　 Gar,

　　 　　　 　　 　 LS1　Gahri)

　 ブナ ン語 は,チ ベ ッ ト語 の トッ ト方 言 域 に接 し,バ ガ川 下 流域 の ガハ ル(Gahar,

Gar)谷 と呼 ばれ る地 域 の39力 村(上 ケ ロ ン村,下 ケ ロ ン村,ゴ ザ ンGawzang村,

カル ダ ンKardang村 等)で 話 され て い る言 語 で あ る。 この地 方 の行 政 上 の 中心地 は

ケ ロ ンで あ る。 この 言語 域 は,ラ ホ ール ・ス ピテ ィ地 方 の ラホ ール ・テ ヘ シル に入 る。

D・D・Sharma[1982]は,現 地 の地 名を 取 って,こ の言 語 を ガ ル語(Gari)と 呼ん

で い る。【母 語 人 口:3,581人(1981)】9)

　 2.　2.1.1.1.2.マ ンチ ャ ト語(Manchad,　 Manchati,　 LSI　Manch互 亨i;Patni,　Pat-

　　 　　 　　　 　 tani,.乙SI　Pa㌻ni):

　 マ ンチ ャ ト語 は,バ ガ川 とチ ャ ン ドラ川 の合 流 点 に あ るタ ンデ ィか らチ ェナ ブ川 沿

い に テ ィロ ッ ト(Thirot,　 Tirot)ま で の パ タ ン谷(Patan　 Valley)(幅1.5哩 か ら4哩)

と 呼 ばれ る地 域 の66力 村(タ ン デ ィ村,ジ ョブ ラ ンJobrang村,ジ ャハ ルマ ンJa-

halman村 等)で 話 されて い る言 語 で,こ の言 語 域 は,ラ ホ ー ル ・ス ピテ ィ地 方 の ラ

ホ ール ・テヘ シル(計45力 村)と ウダ イ プ ール ・サ ブ ・テ ヘ シル(22力 村)に 入 る。

こ の言 語 は,こ の地 方 の 共 用語(linga　 franca)で もあ る とい う。 こ の言 語 の話 者 は,

トッ ト方言 の話 者 か らは"Manchad"と,ラ ダ ク方 言 の話 者 か らは"Karj　 ap"と,

ブ ナ ン語 の話 者 か らは"Melokpa"と 呼 ば れ て い る。 な お,　D.　D.　 Sharma[1982]

に よれ ば,こ の 同 じ地 域 で イ ン ド系(Indic)の 言 語 で あ るダ グ語(Dagi)が 話 され て

い る とい う。 ま た,``Suangla"と 自称 す る ヒ ン ドゥー教 徒(ブ ラーマ ン)の 言 語 と

仏 教 徒 の言 語 に は音 韻 ・文 法 ・語 彙 の す べ て の面 で 多 少 の 差異 が認 め られ る とい う。

S.R.　 Sharmaに よれ ば,こ の 地 域 の マ ンチ ャ ト語 の話 者 は,ほ とん ど が仏 教 徒 で,

Suanglaは 僅 か で あ るが,逆 に,チ ャ ンバ ・ラ ホ ール語 域(下 記)で は,　 Suangla

9)以 下各方言域 または言語域 の村の数 には,人 口零の村は含めていない。また,人 口の項 には

　 その地域の村の人 口の単純合計を挙 げてある。実際には,当 該言語以外の言語を母語 とす る者

　 がその中に含まれている場合 もあ り得 る。

276



西　　ヒマラヤ諸語の分布と分類(上)

が多 数 を 占 めて い ると い う。 従 って,チ ャ ンバ ・ラホ ール語 は,マ ンチ ャ ト語 の地 域

方言(regional　 dialect)と い うよ り,社 会 方言(social　 dialect)で あ ると い う。 【母 語 人

口:7121人(1981);た だ し,　 この 中に ダ グ語 を 母 語 とす る者 が含 ま れ て いれ ば,こ

の 数 字 を そ の まま マ ンチ ャ ト語 の母 語 話 者 数 とす る こ とはで き ない 】

　 チ ャ ンバ ・ラホ ー ル語(Chamba　 Lahaul,　 LSI　 Chamba　 Lahu!i)は,テ ィ ロ ッ ト

か ら ウダ イ プ ール まで の 地 域 の47力 村 で 話 され て い る言 語 で あ るが,S.　 R.　Sharma

もD.D.　 Sharmaも,マ ン チ ャ ト語 の一 変 種 と して い る。 この地 域 は,か つ て チ ャ

ンバ 藩王 国 に所 属 して い た こ とか ら この 名称 が付 け られ た とい う。 【母 語 人 口:4,687

人(1981)】

　 2.2.1.1.1.3.　 テ ィナ ン語(TinanニLSI,　 Tinnan,　 Tinnani;Gondh】a,　 Gundhla,

　　 　　 　 　　 　 Gondla,　 L5'1　G6ndla)

　 テ ィ ナ ン語 は,ラ ン ロ語 域 に接 し,チ ャ ン ドラ川 沿 いに タ ンデ ィに至 るま で の 地 域

の15力 村(ダ ラ ンDalang村,ト ラ ンThorang村,ゴ ン ドラGondhla村 等)で 話

され て い る言 語 で あ る。 この言 語 域 は,ラ ホ ー ル ・ス ピテ ィ地 方 の ラホ ール ・テ ヘ シ

ル に 入 る。Tinanは,「 水 瓶 」 の 意 味 で,こ の 地 域 を 指 す 名称 で あ る とい う。 【母 語

人 口:1833人(1981)】

　 2.2.1.1.1.4.　 ラ ンロ語(Ranglo,　 Rangloi,　 LSI　Rangl6i)

　LSIは,　 Tinan,　 G6ndlaとRangl6iを 同一言 語 の異 名 と して い るが,　G6ndlaは

テ ィ ナ ン語 域 の一 村 名 に 過 ぎず,RanglOi,即 ち,ラ ンロ語 は,実 質 的 に テ ィナ ン語

の方 言 とみ な せ るが,土 地 の人 々は両 者 を 区 別 して い る と い う。 従 って,も し言 語 学

的 規 準 の み に照 らせ ば,両 言語 は 同一 言 語 の 方 言 と され る可 能 性 が あ る。

　 ラ ン ロ語 は,チ ベ ッ ト語 の コ クサル 方 言 域 に 接 す るチ ャン ドラ川 の 下 流域 の4力 村

(コ リ ンKhawling村,シ ャ シンShashin村,ゴ ムパ タ ンGompathang村 及 び

ロプ サ ンRopsang村)で 話 され て い る言 語 で あ る。 ラ ンロ語 域 は,ラ ホ ール ・ス ピ

テ ィ地 方 の ラホ ール ・テヘ シル(Lahaul　 Tahsil)に 入 る。　Rangloは,「 峠 の近 く」

を意 味 す る地 理 的 名称 で あ る。【母 語 人 口:330人(1981)】

　 こ の ヒマ ラヤ諸 語 地 域 の北側 と東 側 で は,次 の チ ベ ッ ト語 方言10)が 話 され て い る。

　 1.　 ス ピテ ィ(Spiti;現 地 名Piti)方 言:ス ピテ ィ川 流 域 の47力 村。

　 2.　 ラホ ール 【=ラフール 】(Lahaul,　 Lahul)方 言11):

10)バ トナム方言 を除いた ヒマラヤ地域の チベ ッ ト方言全体 について は,[西1986]を 参照 され

　 たい。

11)こ の方言をKonow[1909]及 びG・de　 Roerich[1933]は,い ず れもラフール 【=ラホール】

　 方言 と呼んでいる。西[1986]は,こ の方言をチベ ット語の西部改新的方言(Western　 Innovative

　 Dialects)の ひとつに分類 してい る。
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1.　 トッ ト(Tod,　 Tod　 Bhoti,　Bhoti)方 言=コ ロ ン(Kolong,　 Kulong,　 Kulang)

　 　 方 言(本 来 の ラホ ール 方 言):バ ガ 川 の 上 流域 の ト ッ ト谷(Tod　 Valley)地

　 　 域 の コ リン(Kawring)村,テ ィヌ ー(Tinoo)村,コ ロ ン(Kolong)村,ケ

　 　 レ ッ ド(Keled)村 等19力 村(ラ ホ ール ・テヘ シル);こ の方 言 域 の 北で は,

　 　 や は りチ ベ ッ ト語 ラダ ク方 言 が,バ ガ 川 下 流域 で は,ブ ナ ン(Bunan)語 が

　 　 話 され て い る。【母 語 人 口:1714人(1981)】

2.　 コク サル(Khoksar,　 Koksar)方 言12):ロ タ ン峠 の 北側,チ ャ ン ドラ川 下 流

　 　 域(チ ェナ ブ川 との合 流点 寄 り)の コ クサル 村 及 び 周 辺 の タ リン(Talling)

　 　 村,ダ ンプ グ(Damphug)村 と ヤ リコ クサル(Yarikhoksar)村 の3力 村

　 　 (ラ ホ ール ・テ ヘ シル);こ の方 言 域 の 東 で は ス ピテ ィ方 言 が,西 で は ラ ン ロ

　 　 語 が話 され て い る。【母 語 人 口:658人(1981)】

3・　 バ トナ ム(Patnam,　 Patnam　 Bhoti)方 言:ウ ダ イ プ ール(Udaipur)で チ

　 　 ェナ ブ川 と合 流 す る ミャル ・ナ ラ(Myar　 Nalah)【 ・ミヤ ッ ド ・ナ ラ(Miyad

　 　 Nala)】 川 を30kmほ ど遡 った地 域 の カ ンジ ャル(Khanjaru)村,チ ャ リン

　 　 (Chhaling)村,テ ィン ラ ッ ト(Tingrat)村,カ ル パ ッ ト(Karpat)村,チ

　 　 ム ラ ッ ト(Chimrat)村,ガ リ(Ghari)村,シ リン(Sliiling)村 と トゥムル

　 　 (Tumru)村 の8力 村(ウ ダ イ プ ール ・サ ブ テ ヘ シル)で 話 されて い る13)。

　 　 な お,こ の 地 域 の 住民 の一 部 は ラダ ク(Ladakh)か ら移 住 して来 た との こ と

　 　 で あ る。 従 って,暫 定 的に ラダ ク方言 に分 類 して お くが,こ の方 言 の 資 料 は

　 　 全 く公 刊 され て い ない。 【母 語 人 口:1,155人(1981)】

　 2.2.1.　1.・2.　クル 地 方(Kullu1Kulu　 district)

　 北 は ラホ ー ル=ス ピテ ィ地 方 に 東 は キ ナ ウル地 方 に 接 す る この 地 方 の チ ベ ッ ト ・ビ

ル マ 語 系言 語 は,つ ぎ の カ ナ シ ュ語 だ けで あ る。

2.　2.　1.　1.2.　1.カ ナ シ ュ 語(Kanash,　 Kanashi,　 LSI　 Kanashi;自 称Malani,　 Ma-

　 　 　 　 　 　 　 　 lani,　 Malani)

　 A・H・Diack[1896]とLs1に 記 録 さ れ て い る こ の 言 語 は,ビ ア ス(Beas1Bias)川

沿 い の 深 い 谷 間 に あ る孤 立 した 一 小 村,マ ラ ナ(Malana,　 LSI　 Malana)村 で 現 在 も

話 さ れ て い る 。 上 記 「言 語 の 手 引 」(1972)で は,"Malani"と"Kanashi"の2つ

12)Kon・w[1909]は,こ の地域の方言 も含めて ラフール方言 としているが,　R・erichは,こ の

　方言に ラフール方言の下位区分 と して コクサル方言 の名称を与えている。S・R・Sharmaに よ

　れば,ト ッ ト方言 とは近いが,幾 つかの音声的な差異が認 め られ るとのことである。また,両

　方言話者 間の日常的な接触 はないとい う。

13)こ の方言名 は[西 　 1986]に は記載されて いない。
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の言 語 名 で 登 録 され て い る。 標 高約3,200mに 位 置 す るマ ラー ナ村 は,そ の最 も近

い ジ ャ リ(Jari)村 か らも20　 km程 離 れ て お り,1年 の うち半年 は 雪 に閉 ざ され て

しま う とい われ る。 ま た,地 理 的 に 周辺 地 域 と隔 絶 して い る だ けで な く,こ の村 の風

俗 習 慣 も全 く独 自の もの で あ る とい わ れ る。1989年 発 行 の 『ザ ンス カル=ラ ダ ク まで

の トレ ッキ ング ・ル ー トを 含 む クル=マ ナ ー リへ の観 光 客 用 ガ イ ド(Tourist　 Gttide　io

Kullu-Manali,　 inclztdin.a　Trekking　Routes　to　Zanskar・Ladaklt)』(Nest＆Wings(lndia),

New　 Delhi)に よれ ば,村 の人 口 は,1,004人 と な って い るが,こ の数 字 が 同時 に カ

ナ シ ュ語 の母 語 話者 数 を 表す もの か否 か は不 明で あ る。 【母 語 人 口:563人(1961)】

　 2.・2.1.1.3.　 キ ナ ウ ル 地 方(Killnaur　 district)14)

　 キ ナ ウル 地 方 は,東 か ら西 ヘ ハ ン ラ ン(Hangrang,　 Hungrang)・ サ ブ テ ヘ シル,

フ ー(Poo,　 Pooh[fu:1)・ テ ヘ シル,モ ラ ン(Morang,　 Moorang)・ テ ヘ シ ル,カ ル パ

(Kalpa)・ テ ヘ シル,ニ チ ャル(Nichar)・ テ ヘ シル と サ ン ラ(Sangla)・ テ ヘ シル の

6行 政 区 分 か ら な っ て い る。 こ の 地 方 の77力 村(無 人 村 を 除 く)の 村 々 は,140km

ほ ど に わ た って,こ の 地 方 を 分 断 して 流 れ る サ トラ ジ(Sutlej,　 Satlaj,　 Satluj)川 と そ

の 支 流 で あ る ス ピ テ ィ 川,ロ バ(Ropa)川 や バ ス パ(Baspa)川 等 の 流 域 に 点 在 して

い る 。

　 1981年 の 国 勢 調 査 に よ れ ば,キ ナ ウル の 全 人 口 は59,547人 と な っ て い る。 こ の う ち

で,そ の ほ と ん ど が イ ン ド語 系(Indic)(イ ン ド=ヨ ー ロ ッパ 語 系Indo-European)

を 話 す と 考 え られ る 下 層 カ ー ス ト集 団(District　 Census　 Handbookで は"指 定 カ ー ス ト

(Scheduled　 Castes)"に 分 類 さ れ て い る)は,全 人 口 の10.63%で あ る の で,お そ ら

く これ を 除 い た 残 り の53,200人 の 大 部 分 が カ ナ ウ ル 語 群 の 言 語 を 話 し,そ の 一 部 が チ

ベ ッ ト語 の ニ ャ ム(カ ッ ト)方 言 を 話 す も の と 思 わ れ る 。 参 考 ま で に,1961年 の 人 口

調 査 に 基 づ く母 語 人 口 統 計 を み る と,こ の 州 全 体 の カ ナ ウル 語 話 者 は,45,379人 で,

そ の う ち の42,515人 が キ ナ ウル 地 方 の 住 民 で あ る 。 ち な み に,チ ベ ッ ト語 話 者 数 は 州

全 体 で12,661人 に 上 る が,キ ナ ウル 地 方 の チ ベ ッ ト人 は552人 に 過 ぎ な い15》。 一 方,

T.G.　 Bailey[1909]は,「 カ ナ ウル 地 方 は,バ シ ャ ー ル 州 に あ る が,同 州 は3800平 方

14)カ ナ ウル地 方 の チ ベ ッ ト語 名 につ いて,「CuNNINGHAM　 l844]に は,``Kunu　 is　the　ordinary

　 Bhotee　 f()r　Kunawar,　 and　 Kunupa　 or　Kunpa　 means　 Kunawaree,　 or　a　man　 or　thing　 of

　 Kunawar"と 記 され て い る が,[NEETHIvANAN　 1976]に は,チ ベ ッ ト語 で この地 方 が``Kuni,

　 K`una"ま た は``K`unu"と 呼 ばれ る とされ て い る。　H・A.　Jaschkeの 『チ ベ ッ ト語 ・英 語 辞典 』

　 に も張(主 編)の 『蔵 漢 大 辞典 』 に も,"Khu-nu"し か記 載 され て いな い 。　Jaschkeの 辞典 で

　 は,``Khu-nu',は,``Kunawar,　 also　Bissahar【=Bushahr】,　 country　 Qn　the　upper　 Sutledj,

　 bordering　 on　Tibet,　and　inhabited　 in　the　northern　 part　by　Tibetans"と 説 明 して あ るが,『 蔵

　 漢大 辞 典 』 で は,「(2)昆 論,庫 陸,阿 里地 区一 地 名 」 と記 載 さ れて い る 。 多 分,``Khunu"は,

　 チ ベ ッ ト自治 区 の西 部 を含 めた か な り広 い地 域 を 指 す地 名 で あ ったの で あ ろ う。
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哩 の 面 積 と84,000の 人 口が あ る。 カ ナ ウル 人 は ほぼ20,000人 を 数 え る」 と述 べ て い る。

この 数 字 を み る と,キ ナ ウル語 話 者 の 比 率 が4分 の1以 下 で あ るが,当 時 キナ ウル 地

方 はバ シ ャー ル(Bashahr)藩 王 国 の一 部 に過 ぎ なか った か らで あ ろ う。

　 D・D.Sharma[1988]に よ れ ば,こ の キナ ウル地 方 の言 語 は,チ ベ ッ ト ・ビル マ

語 系 の チ ベ ッ ト語 の ニ ャム(カ ッ ト)方 言 及 び ヒマ ラヤ諸 語 の 外 に,イ ン ド系 の 言 語

の さ ま ざま な変 種(var三ety)が 下 層 カ ース ト集 団 で あ るハ リジ ャ ン(Harij　 an)に よ り

話 され て い る とい う。 この変 種 は,シ ム ラ地 方 の 同様 な下 層 カ ース ト民 の それ に 近 く,

そ の話 者 で あ るハ リジ ャ ンは 下 キナ ウル 地 方 に 多 く,上 キ ナ ウル地 方,殊 に ロバ,ギ

ャボ ン(Gyabong)と ス ン ナ ム(Sunnam)の ハ リジ ャ ンは,テ ボ ール語(Thebor)か,

そ の地 方 の 上層 カ ー ス ト集 団 の言 語 の地 方変 種(方 言)を 話 す 。 他方,下 キ ナ ウル 地

方 で は,ハ リジ ャ ンは標 準 カナ ウル語 を上 手 に 話 せ るが,自 分 達 の 間 で は イ ン ド系 言

語 の変 種 を 常 用 す る とい う。

　 この地 域 の チ ベ ッ ト語 方言 以 外 の チ ベ ッ ト ・ビル マ語 系 言 語 は,従 来 この地 方 の 名

称 が カ ナ ウル 【Kanaur,　 K5nawゑr,　 Kanor,　 Koonawur,　 Kunawar,　 Kunawar,　 Ka-

naar,　LSI　 Kanawar】 で あ った ことか らカ ナ ウル 語 【Kanaur;ヒ ンデ ィー語/コ チ 語

で は,(Bailey)K5nauri;(LSI)Kanawari;(そ の 他)Kanawari,　 Kunawaree,　 Kan-

auri;(現 在)Kinnauri;カ ナ ウル語 で は,(Bailey)K首n6rih,　 Kanoring;Knorin

ま た はBailey　 K5n6rih　 Skad,　 Kゑn6r6anU　 Skad;Kanoreanu　 Skad,　 Kanoring

Skadd:(現 在)Kinnaurayanuskad】 と呼 ば れて 来 た 。 こ こで も,こ の 呼称 を 採 用

して い るが,い ず れ は,イ ン ドで の慣 用 に 従 って,キ ナ ウル 語 と呼 ぶべ きで あ ろ う。

　 Baileyは,こ の カ ナ ウル語 を本 来 の カ ナ ウル方 言,下 カ ナ ウル 方言,テ ボ ール 方

言 と チ トカ ル方 言(Baileyは この方 言 に名 前 を 付 け て い な い)の4方 言 に分 けて い る。

一 方
,D・D・Sharma[1988]は,サ ラハ ン(Sarahan,　 Sゑrah蝕)の3km先 か らモ

ラ ンま で,即 ち,ニ チ ャル ・テ ヘ シル と,チ トカル(Chhitkal)村,ラ クチ ャム(=ラ ク

チ ャ ム)(Rakchham,　 Rhkshhm)村 の2力 村 を 除 くサ ン ラ,カ ルパ とモ ラ ンの 諸 テ

ヘ シル の大 部 分 及 び フー ・テ ヘ シル の 数 力 村 で話 され て い る言 語 を キ ナ ウル 語 ま た は

15)同 州 の他 の 地 方 に お ける チ ベ ッ ト語 話者 数 は,カ ンラ地 方:2,864入,ク ル地 方:2,439人,

　 シル モー ル(Sirmaur)地 方:1,581人,チ ャ ンバ地 方:1,　 555人,ラ ホ ール ・ス ピテ ィ地 方:

　1,448人,シ ム ラ(Simla)地 方:1,122人,マ ハ ス(Mahasu)地 方:574人,マ ンデ イ(Mandi)地

方:555人,ビ ラス プ ール(Bilaspur)地 方1人 とな って い る。 『言 語 の手 引』(1972)に よれ ば,

　ユ95ユ年 の 国勢 調 査 ま で は,チ ベ ッ トの チ ベ ッ ト語方 言 は イ ン ド国 外 の言 語 に分 類 され て い た が,

　1961年 の 国勢 調 査 で イ ン ドの言 語 に含 め る よ うに な った とい う。 ま た,中 国 とイ ン ド国 境地 帯

　の イ ン ド側 の 一部 のチ ベ ッ ト ・ビル マ語 系 言語 は,ま とめ て ボ テ ィ ア語 一不 特 定(Bhotia-unspe・

　ci丘C)に 分類 して あ る 。ニ ャム(カ ッ ト)方 言 や 後 述 す る ピ トラガ ル地 方 の ランカ ス語,ダ ル マ

語 等 は,言 語 名 を特 定 せ ず に,す べ て ボ テ ィア 語 に分 類 さ れて い るの で あろ う。
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標 準 キナ ウル 語 と し,Baileyの 本 来 の カ ナ ウル 方言(Kanaur　 proper)【=上 カ ナ ウル

方 言(UpPer　 Kanaur)】 と下 カ ナ ウル 方 言(Lower　 Kanaur)を 区別 しな い。 両 者 は,

音 韻 構 造 及 び 形態 構 造 に 幾 つ か の 目 立 った 差異 が あ るが,基 本 的 に は ひ とつ の グル ー

プで あ る と して い る。 また,チ トカル語 は,下 キナ ウル 語 の 別 の変 種 で あ り,モ ラ ン・

テ ヘ シル の ネ サ ン村,ク ノ村 及 び チ ャ ラン村 で 話 されて い る変 種 と近 い 関係 が あ ると

述 べ られ て い る。一 方,テ ボー ル語 につ いて,「 この グル ー プ の地 域 は,カ ナ ム(Ka-

nam)か らフ ー(い ず れ もフ ー ・テ ヘ シル)ま で,殊 に,リ ッパ,ジ ャ ンギ,ア ス ラ

ン,ラ バ ン(1・abang,　 Labrang),カ ナ ム(フ ー ・テ ヘ シル),サ ンナ ム(=シ ャンナ

ム),ナ ムギ ャ(Namgya,　 Namgia)(フ ー ・テ ヘ シル)と シ ャ ソの 諸 村 で あ る」

「D.D.　 SHARMA　 1988]と 述 べ,更 に こ の言 語 が 語 彙 的 に も構 造 的 に もそ の地 域 の

チ ベ ッ ト語 方 言 に も っ と近 い と して い る。 一 般 に,D.　 D.　SharmaやS.　 R　 Sharma

の論 著 に は しば しば この よ うな表 現 が み られ るが,マ ンチ ャ ト語 に せ よ,カ ナ ウル語

にせ よ,少 な くと も文 法(統 語 ・形 態)構 造 や基 礎 的語 彙 は チ ベ ッ ト語 方言 とは か な

り異 な って い る筈 で あ る。

　 2.2.1.1.3.1.標 準 カ ナ ウル 語(Standard　 Kanaur)16)

　 サ ラハ ン(シ ム ラ地 方)の2哩 先(現 在 の シム ラ とキ ナ ウル の 両地 方 の境 界)か ら

ジ ャ ンギ(Jangi,　 Jδhgi)(モ ラ ン ・テ ヘ シル)ま で の サ トラ ジ川 の 流 域 で話 され て い

るが,タ ラ ンダ(Taranda,　 T益r加da)(ニ チ ャル ・テヘ シル)ま で は川 の 南岸 で の み

話 され て い る。

　 下 カ ナ ウル(Lower　 Kanaur,　 Lower　 Kinnauri>方 言 は,タ ラ ンダ ま で の サ トレ

ジ川 の 北岸 で 話 され て い る。 この方 言 は標 準 カ ナ ウル語 とあ ま り違 わ な いが,コ チ

(Kochi)語(イ ン ド語系)の 単 語(借 用語?)を も っ と使 用す る とい わ れ る。

　 2.2。1.1.3.　2.　 テ ボ ール 語(Thebor,　 Th6b6r　 skad,　 Thebarskad;Theborskad,

　　 　 　　 　 　　 Theburskud,　 LSI　Tibarskad)

　 リ ッパ(LipPa,　 LipPa)(モ ラ ン ・テ ヘ シル),ア ス ラ ン(Asra血,　 Asrang)(モ ラ ン

・テ ヘ シル),カ ナ ム(K乞n5m,　 Kanam)(フ ー ・テ ヘ シル),サ ンナ ム(Sunnam,

Shunn首m,　 Sannam)(フ ー ・テ ヘ シル)と シ ャ ソ(Shas6,　 Shaso)(フ ー ・テ ヘ シル)

の村 々で 話 され て い る。 この地 域 か ら10哩 以 内 に住 む カ ナ ウル 人 が この 方 言 を 聞 い て

も,半 分 以 上 理 解 で きな い と い う。 テ ボー ル語 域 よ り更 に サ トラジ川 を 遡 る と,チ ベ

ッ ト語 の ニ ャム(カ ッ ト)方 言 域 に 至 る。

16)キ ナゥル地方 の ヒマ ラヤ諸語 について は,主 に,[BAILEY　 l909,1915],[NEETHIvANAN

　 1976],[K・NEGI　 1982]と[D・D.　 SHARMA　 l982]を 参照する。
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　 2.2.1.1.3.3.チ トカ ル語(Chhitka1,　 Chitkal,　 Chitkh並h,　 Chitkuli,　 Chhitkuli,

　 　　 　　 　　 　 Chitkali)

　 バ ス パ川 流域 の ラク シャ ム村 とチ トカル 村 で話 され て い る。 カ ナ ウル語 で あ る こ と

は確 か で あ る が,標 準 カ ナ ウル語 とは相 当に異 な って お り,普 通 の カ ナ ウル 人 に は全

く理解 で きな い と いわ れ て い る。

　 この 地 方 の チ ベ ッ ト語 方 言 と して 既 にLSIに 挙 げ て あ る ニ ャム(カ ッ ト)方 言

(Nyam[skad],　 Nyamskad,　 LS1　Nyamkat)が あ るが,こ の 方 言 は,ハ ン ラ ン村(ハ

ン ラ ン ・サ ブ テヘ シル),ク ノ(Kuno)村,チ ャラ ン(Charang)村,ネ サ ン(Ne・

sang)村(以 上 モ ラ ン ・テ ヘ シル)及 び そ の他 の数 力村 で話 されて い る。

　 2.2.1.2.　 ウ ッタ ル ・プ ラデ シュ州

　 ウ ッタ ル ・プ ラデ シュ州 北 西 部 の チ ャモ リ地方 と ピ トラガル 地 方 及 び 隣 接 す る ネパ

ー ル の マ ハ ー ・カ リ県 等 の 辺 境 地 帯 に住 む ヒマ ラヤ諸 語 の話 者 は
,一 般 に ボ テ ィア

(Bhotia)【=ボ テ(Bhote)】 族 に分 類 され,そ の言語 も ボテ ィア語(方 言)と 呼 ばれ て

い る。 『言 語 の 手 引』(1972)で これ らの言 語 名 が別 項 目 と して 挙 げ て い な い の は,お

そ ら く全 部 を ま と めて ボテ ィア語 に分 類 した た めで あ ろ う。

　 2.2.1,2.1,　 チ ャモ リ地 方

　 2.2。1.2.1.1.　 ラ ンパ語(RangPa)1?)

　 チ ャモ リ地 方 を 北 か ら南 に 流 れて ガ ン ジス(Ganga)川 に流 入 す るア ラ クナ ンダ

(Alaknanda)川 と その 上 流 及 び ア ラ クナ ンダ川 と ジ ョシマ ッ ト(Joshimath)で 合 流

す るダ ウ リ ・ガ ンガ(Dhauli-Ganga)川 の 流域 で話 され て い る。 ラ ンパ 族 の 居住 村 は

夏 村 と 冬 村 に 分 か れて い る。 夏 村 は,ア ラク ナ ンダ 川 の 上 流 のマ ー ナ ー(ラ ンパ語

1ma:na:1;ガ ル ワル語Mapa)村 とダ ウ リ ・ガ ンガ川 上 流 の ソ ンサ(ラ ンパ 語1s5sa1;

ガル ワル語Niti)村,シ ャ シ ャグ(ラ ンパ 語fsyosyag1;ガ ル ワノレ語Gamshali)村 及

び ブ ワ ン(ラ ンパ 語!bwa1;ガ ル ワル語Bampa>村 の4力 村 で,い ず れ も海 抜3,200

m～3,400mに 位 置 す る。 夏 村 よ り も高度 が低 く,ず っ と南 に あ る冬 村 は,12力 村 に

分 か れ,両 川 の合 流点 と ア ラ クナ ンダ川 と ピンダル(Pindar)川 の合 流 点 の 中 間 に位

置 して い る。 ブ ワ ン村 の 冬 村 は ひ とつ で あ るが,他 の村 に は複 数 の冬 村 が あ る18)。

17)[ZOLLER　 l983]に よる。

18)ラ ンパ語 も,次の ランカス語等 と共にボティア語,そ の話者 はボティア族 とされ る。Sherring

　 [1906]は,こ の地域 のボテ ィア族 について,「 バ ドリナ ット(Badrinath)の 聖なる寺院 にほ ど

　 近いマナ(mana)【=マ ーナー】峠近 くの者達 とニテ ィ(Niti)【ニーティー】峠近 くの者達 は トル

　 チャ(Tolcha)と マルチャ(Marcha)と して知 られて いるが,ジ ョハールのウンタ ドゥラ(Un-

　 tadhura)峠 近 くの者達は ショカ(Shoka)で,そ の中に トルチャ と マルチ ャも幾 らかいる。 ボ

　 ティア族の西部支族はこれ らの人 々か らなってお り,…」 と書 いている。
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西　　ヒマラヤ諸語の分布と分類(上)

　2.2.1.2,2.　 ピ トラガル地 方

　次 の ラ ンカ ス語,ダ ル マ 語,チ ャウ ダ ンス語 及 び ビ ャ ンス 語 の4言 語 につ いて は,

L81以 後 言 語 学 者 に よ る記 録 はな い。 しか し,ラ ンカ ス語 を 除 い た3言 語 の イ ン ド側

に お け る分 布 状 況 に つ いて は,R.　 P.　Srivastava[1967]等 の 文 化 人 類 学者 に よ りか

な り詳 細 に記 録 され て お り,LS1の 記 述 が ほぼ 裏 付 け られ て い る。 ラ ンカ ス語 につ い

て は,既 に死 語 と な って い な い まで も,消 滅 寸 前 で あ ろ うと思 わ れ る。 ネ パ ール 側 に

関 して は,ビ ャ ンス語 を除 き 『エ ス ノ ロ ー グ』(1984)の 記 述 は 信 頼 で き ると は 思 わ

れな い 。 ビ ャ ンス語 は[FtiRER-HAIMENDoRF　 l975]及 び[MANzARDo,　 DAHAL＆

RAI　 1976]で その分 布 域 が 明 らか に され て い る。 後 者 で は,「 ビ ャ ン シは,【 カル ナ

リ(Karnali)県 】フム ラ(Humla)郡 と 【セ テ ィ(Seti)県 】 バ ジ ャ ン(Bl面an)郡 だ

けで な く,ク マ オ ン(Kumaon)丘 陵 一帯 に住 む 民 族 集 団 の一 部 で あ る」 とされ て い

るが,前 者 で は,フ ム ラ郡 の ビ ャ ンス族 に つ い て,そ の本 拠 地 は 【マ ハ ー ・カ リ県 】

バ イタ デ ィ(Baitadi)郡 【ダル チ ュ ラ(Darchula)郡 の 誤 り】 の テ ィ ンカル(Tinkar),

チ ャ ンル(Changru)等 の村 々に あ り,テ ィ ンカル 村 とチ ャ ンル村 の ビ ャ ンス 族 は フ

ム ラ郡 と伝 統 的 な 繋 が り 【同郡 の ナ ッラ(Nalla)村 を祖 先 の 地 と し,彼 らの信 仰 す る

地 方 神 の 廟 が存 在 】 があ る と述 べ られ て い る。 ま た,ナ ッラ村 に ほ ど 近 い シ ャ ンダ

(Syanda)村 とサ ンタ(Santa)村 に は ビャ ン シの コ ミュニ テ ィがあ り,下 フム ラ地 方

に も幾 つか の ビ ャ ン シの村 が あ る とい う。FUrer-Haimendorfの 陳述 が正 しけ れ ば,

マ ハ ー ・カ リ県 以 外 の ビ ャ ン シは,そ の多 くが 彼 らの主 要 生 業 で あ る交 易 や巡 礼 等 の

理 由 で一 時 的 に滞 在 して い る に過 ぎな い と い う こ とに な ろ う19)。

　 LSIに も示 唆 されて い る よ うに,ラ ンカ ス語 を除 く3言 語,特 に チ ャウダ ンス語 と

ビャ ンス語 は 同 じ言 語 の 方言 で あ る可 能 性 が あ る。

　 Srivastava[1967]は,こ の地 域全 体 の ボテ ィア族 の人 口を約20,000人 と推 定 して

い る が,既 に ラ ンカス語 を話 さな くな った ジ ョハ ール の約10,000人 を 除 き,残 る10,000

人 ほ ど が ヒマ ラ ヤ諸語 を母 語 とす る と推 定 で きよ う。

　 これ らの言 語 の イ ン ド側 で の分 布 状 況 は主 にLSIとSrivastava「1967]に 依 拠 す

る もの で あ る。

　 2.　2.1.　2.　2.　1.　 ラ ン カス語(Rankas=LSI;∬1　 saukiya　 Khun1Khan)

　 Ls1で は,上 ジ ョハ ール(Malla　 Johar/Juhar)と 上 ダ ンプ ール(Malla　 Danpur!

19)Zoller　[1983]は,「 クマオ ン地方 のウッタル ・プ ラデ シュ州の最北東端 には,彼 らが居住す

　 る谷の名を取 って呼ばれる3つ のボティア,ダ ル ミア,チ ャウダ ンシとビャンシが住んでいる」

　 と述べて いる。 また,S.　R.　Sharma(私 信)は,こ れ らの4言語 が今 もこの地域で話 されてい

　 るという。なお,こ の地域全体はポ ット(Bhot)と 呼ばれ るという。
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Danpur)【 ジ ョハ ー ル の南 西 】 の 数 力村(当 時5力 村)【Srivastavaは これ に ジ ョハ

ール の 南 の ゴ1」パ ッ ト(Goriphat)を 加 え る】 で 話 され て い る とされ る
。 この地 域 は,

北 と西 は 同州 の ガ ル ワル(Garhwal)地 方 に,東 は チ ベ ッ トとダ ル マ 語 域 に 接す る。

[ATKINsoN　 1882]で は,上 ダ ンプ ール は クマ オ ン(Kumaon)地 方 の ダ ンプ ール ・

パ ル ガ ナ(parganah)の8つ の パ ッテ ィの1つ で,上 ジ ョハ ー ル は ジ ョハ ール ・パ

ル ガ ナの3つ の パ ッテ ィの1つ で あ る。　 しか し,Srivastavaが1953年 に 調 査 した際

に は少 な くと も ジ ョハ ール で は この言 語 は既 に 話 され て お らず,ほ とん ど の人 々 が ジ

ョハ ー ル で そ の よ うな言 語 が 話 されて い た とは 信 じな か った とい う。一 人 の 老人 だ け

がか つ て 移 住 の途 中で ゴ リパ ッ トを 通 過 す る際 に父 親 が そ の よ うな言 語 を話 す の を 聞

いた と認 め た と 述 べ て い る。 一 方,M.　 S.　Randhawa[1970ユ は,こ の地 域 の ボ

テ ィア(Bhotia)族 に 関 す るC・A.　 Sherring[1906]の 記 述 が,多 少 訂 正 す るだ けで,

今 で も通 用 す る と述 べ,Sherringか ら該 当箇 所 を そ の ま ま 引用 して い るが,言 語 に

関 してRandhawaの 情 報 が どれ ほ ど信頼 で き るか は疑 問で あ る。 従 って,ラ ンカス

語 は,該 当地 域 の ど こか で 話 され て い る可 能 性 もあ るが,既 に 死 滅 して い る可 能性 も

あ る と して お く。

　 2.2・1.2.2.　2.　 ダ ル マ語(Darma,　 Darma,　 Darmia,　 Darmiya,　 LSI　DarTniya)

　 LSIで は,上(Malla)ダ ル マ地 区 と下(Talla)ダ ル マ地 区で 話 され て い る と され

て い る。 イ ル グ ナ ジ ュ ン(Yirgnajung)山 を最 高 峰 とす る連 山 に 隔て られ た この地 域

の東 側 が ビ ャ ンス語 域 とチ ャウダ ンス語 域 で あ る。Atkinson[1882]で は,上 と下 ダ

ル マ は いず れ も クマ オ ン地 方 の ダル マ ・パ ル ガ ナ の4つ のパ ッテ ィの1つ で あ る。

　 2.2.1.　2・2・3・ チ ャ ウダ ンス語(Chaudans,　 Chaudans,　 Chaudangs,　 Chaudansi,

　 　 　 　 　 　　 　 Chaudangsi,　 LSI　 Chaudangsl)

　 LSIで は,ダ ウ リ(Dhauli)川 とカ リ(Kali)川 に 挾 まれ,そ の合 流 点 の 北 に 位 置

す る南 北 約12哩,東 西 約8哩 の地 域 のパ ッテ ィ ・チ ャ ウダ ンス(Patti　 Chaudans)の

村 々(当 時 約11ケ 村)で 話 され て い ると され て い る。Atkinson[1882]で は,こ の地

域 は クマ オ ン地 方 の ダル マ ・パ ル ガ ナ の4つ の パ ッテ ィの1つ で あ る。

　 2・2・1・2・2.4.　ビ ヤンス語(Byans,　 By乱nsi,　Byanshi,　 Byangsi,.LSI　 By乱ngsi)

　 LSIで は,ガ ル ワル地 方 の 北 東 隅 に 位 置 す るパ ッテ ィ ・ビ ャンス(Patti　 Byangs)

の 村 々(当 時7力 村)で 話 され て い る と され て い る。 また,既 述 の よ うに,ネ パ ール の

マ ハ ー カ リ県 の北 西 隅 に 位 置す るダ ル チ ュ ラ郡 の ビ ャ ンス(Byans)と ラプ ラ(Rapla)

の両 行 政 村 及 び 同郡 に隣 接 す るフ ム ラ郡 とバ ジ ャ ン郡 で も話 され て い る。 イ ン ド側 の

地 区 は,北 は チ ベ ッ トに,東 は チ ベ ッ トとカ リ川 に,南 はカ リ川 に,西 は イル グ ナ ジ
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ヒマ ラヤ諸 語 名

　　【言 語 名 の後 に(L)の 付 せ られ た 言 語 は,LSIに そ の資 料 が含 ま れ て い るて い

る言 語 で あ る。 しか し,実 際 に は,同 一 言語 と認 め られ て も,こ こに 挙 げた 言

語 は必 ず しも 五訂 で の 名称 と一 致 しな い。】

(1)イ ン ド北 西部 の ヒマ ラヤ'諸語

　　　 1ブ ナ ン語L(Bunan;LSI　 Bnnan)

　　　　【=ガ ル語(Gar;LSI　 Gahri)】

　　　 2マ ンチ ャ ト語L(Manchad;LSI　 Manchatl)

　　　　【=パ タ ン語(Patan;LSI・Patni)】

　　　 3テ ィナ ン語L(Tinan=LSI)

　　　 4ラ ン ロ語(Ranglo;ゐ ∬Rangl6i)

　　　 5カ ナ シュ語L(Kanash;LSI　 Kanashi)

　　　　【=マ ラ ナ語(Malanas　 LSI　Malani)】

　　　 6カ ナ ウル語L(Kanaur;∬7　 Kanawari)

　　　　【=さ2とま.土一ヒ語(Milchang;L∬Milchang1Milchanang)】

　　　 7テ ボ ー ル語(Thebor;LSI　 Tibarskad)

　　　 8チ トカ ル語(Chhitkal)

　　　 9ラ ンパ 語(Rangpa)

　　　 10ラ ンカス語L(Rangkas=LSI)

　　　 11ダ ルマ輩L(Darma;LSf　 Darmiya),

　　　 12チ ャ ウダ ンス語L((】haudans;∬7　 Ch窺udallgsi)

　　　 13ビ ヤ ンス言吾L(Byans;・ 乙SI　Byangsi)

　　　 14ラ ウ ト言吾L(Raut)

　　　　【=ジ ャ ンガル 語(Janggal;Ls1　 Janggali)1ラ ジ語(Raji)】

　　　　　　　　　 ヒマ ラヤ諸 語の 分 布概 念 図(1)

【イン ド北西部:ヒ マチャル ・プラデシュ州及びウッタル ・プラデシュ州】

ウ ッ タル ・プ ラデ シ ュ州

ク マ オ ン地 区 の パ ル ガ ナ 区 分 図

　 　 　 　 (D,D,Sharnla1988b)



西　　ヒマ ラヤ諸語の分布 と分類(上)

ユ ン山に 連 な る連 山 とチ ャ ウダ ンス地 域 に そ れ ぞれ 接 す る。Atkinson[1882]に よ れ

ば,こ の 地 域 は,ク マ オ ン地 方 の ダ ルマ ・パ ル ガ ナ の4つ のパ ッテ ィの1つ で あ る。

ネパ ー ル の ビャ ンス の人 々は ビ ャンス 行政 村 の テ ィ ンカル 村 と チ ャ ンル 村 を 中心 に

住 ん で い るが,こ の行 政 村 は,夏 村 で あ り,冬 に は村 全 体 が行 政 ・教 育 機 関 共 々南 の

カ ラ ンガ(Khalanga)行 政村 へ移 り住 む とい う。

　 2・2・1.2.2.5・ 　 ラ ウ ト語(Raut,　 Raute,　 Rawati;Jangali,　 Janggali,　 LslJangga1i;

　 　 　 　 　 　 　 　 Raji,　 Raji)20)

LSIに ジ ャ ン ガ ル 語 と 記 録 さ れ た こ の 言 語 は,「 ア ス コ ッ ト ・マ ッ ラ(Askot　 Malla)

【ピ トラ ガ ル 地 方 】 の チ プ ラ(Chhipula)の 森 に 住 む 未 開 の バ ンマ ヌ シ ュ(Banma-

nush),つ ま り 『森 の 人 」の 話 す 」言 語 と さ れ て い る 。　Atkinson[1882]に よ れ ば,こ の

"Banmanush"が"R勾i"と さ れ て い る
。 上 記 の 『言 語 の 手 引 』 で は"Rawati"を

``Jangali"の 別 名 と して 挙 げ て い る
。 こ の``Rawati"は,ネ パ ー ル 極 西 部 丘 陵 地 帯

(Far　 Western　 Hills)か ら西 部 内 タ ラ イ(Western　 Inner　 Tarai)に わ た る起 状 に 富 む

広 い 地 域(D.B.　 Bista[1972]に よ れ ば,セ テ ィ,カ ル ナ リ,ベ リ(Bheri),ダ ウ ラ ギ リ

(Dhaulagiri)と ラ プ テ ィ(Rapti)の5県 に 跨 る 地 域)を 移 動 し て 暮 らす 狩 猟 採 集 民 の

``Raute"ま た は"Rautiya"と 同 一 民 族 で あ り
,　LSIの ジ ャ ン ガ ル 語 は ラ ウ ト語

(Raut)【=ラ ジ 語(Raji)】 と 同 一 言 語 と 考 え ら れ て い る。 【母 語 人 口:(イ ン ド)104

人(1961)】

　 2.2.2.　 ネ パ ー ル

　2.　2.2.　1.西 ネ パ ー ル と カ トマ ン ズ(Kathmandu)盆 地

　 2.2.2.1.1.　 カ ム 語(Kham,　 Nepal　 Kham,　 Kamkura(「 語 」))21)

　 カ ム 語 は,ダ ウ ラ ギ リ 山 脈 の 南 西 斜 面 の サ ニ ・ベ リ(Sani　 Bheri)川,バ リガ ド

(Barigad>川 及 び ラ プ テ ィ(Rapti)川 の 支 流 の 上 流 域 に 沿 っ て 散 在 す る 村 々 で 話 さ

れ て い る 言 語 で あ る。 そ の 分 布 域 は,ダ ウ ラ ギ リ 及 び ラ プ テ ィ両 県 に 跨 って い る。

Khamは,ま さ に 言 語 名 で あ り,カ ム 語 話 者 は マ ガ ル 族 の ブ ダ(Bhuda),ガ ル テ ィ

(Gharti),プ ン(Pun)及 び ロ カ(Rokha)等 の 下 位 部 族(支 族)に 属 して い る 。 な お,

こ の う ち で も プ ン 族 が 最 も著 名 で あ る と こ ろ か ら こ の 北 部4支 族 を 代 表 す る 呼 称 と し

20)主 に,[ATKINsoN　 l　882],[REINHARD　 1974】 と[BlsTA　 1972,1976]を 参 照 す る。

21)[WATTERs　 1971a,1975等]と[WATTERs＆WATmeRs　 1973]に よ る。な お,カ ム語("kam-

　 kura")に 最 初 に 言 及 した の は,英 国 国防 省 刊 の グ ル カ兵 を 徴 募 す る 際の 手 引 といえ るNePal

　 αη4励0撚 加5(London:His　 Majsesty's　 Stationary　 OMce,1965)で あ る。 この本 は,い わ ゆ る

　 学 術書 で はな い が,当 時 と して はお そ らくネパ ール の諸 民 族 分 布 に 関す る最 も正 確 な 記 述 を含

　 ん で い た と思 わ れ る。1969年 筆 者 が ネパ ール を訪 れ た 際 に最 も役 に 立 った著 書 で あ った 。

285



国立民族学博物館研究報告　 15巻1号

て 使 用 され る こ とが よ くあ るが,プ ン族 に は カム語 話 者 は ほ とん どい な い とい う。 カ

ム語 は主 に タ カ(Taka)方 言 で 知 られ て い るが,そ の方 言 は,そ の分 布 域 が地 理 的 に カ

ム語 域 の 中 心 に 当 た るだ けで な く,「威 信 的」方 言 と認 め られて い る とい う。 その 他 に

も,タ カ方 言 の 下位 方 言 で あ るマ イ コ ッ ト(Maikot)及 び ル クム(Lukum)の 両 方 言 や

ブ ジ(Bhuji),マ イ(Mhai),シ ェ シ(Shesi),ガ ム(Gam),ニ シ(Nisi)等 の諸 方 言 が報

告 され て い る。Wattersは,1973年 当時 の カム語 話 者 数 を 約40,000人 と推 定 して い る。

D.E・Wattersは,こ れ らの方 言 は,3つ か4つ の主 要 方 言 区分 に分 類 で き る と し

て い る。 こ の 主要 方言 区分 間 の 同源 形 式 の 共有 率 は 高 い が,動 詞 の 人 称接 辞 を 含 む接

辞 類 が非 常 に異 な るほか,動 詞 の 一 致体 系 等 に も極 めて 大 きな 差 異 が あ り,相 互 に疎

通 しな い と いわ れ る。

　 2.　2.2.　1.2.　 カイ ケ語(Kaike)22)

　 カ イケ 語(Kaike)は,ダ ウ ラギ リ(Dhaulagiri)県 ドル パ(Dolpa)郡 の テ ィ チ ュ ロ

ン(Tichurong)地 方 の べ リ(Bheri)川 左 岸 に あ る タ ラコ ッ ト(Tarakot)村 で 話 され

て い る言 語 で あ る。 この村 は,ゴ ンバ(Gompa),タ ラ ンガ(Taranga),ゾ ン(Dzong)

と トゥル パ(Turpa>の4つ の 主要 部落 と2つ の小 部落 か らな って い るが,そ の 中の

ゴ ンバ 部 落 の 住 民 は,チ ベ ッ ト語方 言(お そ ら くテ ィチ ュ ロ ン方言 に近 い 方 言 で あ ろ

う)を 話 す 。

　 残 る5部 落 の住 民 は,カ イケ 族 と 自称 す るが,外 部 の 者 に は タ ラ リ族(Tarali)と

して 知 られ て い る。 なお,対 岸 の べ リ川 右 岸 の 丘 陵 の3部 落 に もチ ベ ッ ト族 が 住 み,

カ イケ語 は,チ ベ ッ ト語 地 域 の 中 の言 語 島 とい え る もの の よ うで あ る。 カ イケ族 は,

外 部 の者 に 対 して は,近 隣 の 有 力 な チ ベ ッ ト ・ビル マ 語系 の民 族 で あ るマ ガル 族 の係

累 で あ る と主 張 す る とい う。

　 2.2.2.1.3.　 チ ャン テル 語(Chantel)23)

　 チ ャ ンテ ル語 は,西 ネパ ー ル の ダ ウ ラギ リ県 ミャグ デ ィ(Myagdi)郡 の グル ジ ャカ

ニ(Gurj　 akhani),マ ル カ バ ン(Malkabang),ク イ ネ カニ(Kuinekhani)及 び マ ンガ

レカニ(Mangalekhani)の4ケ 村 で 話 され て い る 言 語 で あ る とされ て い るが,詳 細

は不 明 で あ る。 チ ャン テル語 話 者 もマ ガル 族 を 自称 す る とい う。 この地 域 は ダ ウ ラ ギ

リ山脈 の 南 西 に位 置 して い るが,こ れ ま で の と ころ 判 明 して い るタ マ ン語 群 の言 語 圏

の西 限 は,ダ ウ ラギ リ山 脈 の 東 側 の カ リ ・ガ ンダ キ川 上 流域 で あ る。

22)主 に,[SN肌LGRovE　 l　961],[FtlrRER・-HAImsNDoRF　 l　975]と 「FlsHER　1987]を 参照 する。

23)B・Michaeiovskyか らの伝 聞と して[MAzAuDoN　 l978]の 註 に記されている。 この言語 の

　 実例は,[HALE＆WATmRs　 1973]に 挙げてある"sar・si・wa　naku"(殺 す一動作主一派生接辞

　 【形容詞化】犬)「殺 された犬」 しかない。
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　 2.2.　2.　1.4.マ ガ ル語(Magar,　 LSI　 M5gari,　 Magar,　 Mangar;チ ベ ッ ト語Ma-

　　　　　　　　kra「 マ ガル 人 」)24}

　 マ ガル 族 は,元 来 ル ン ビニ(Lumbini)県 の パ ル パ(Palpa)郡 と ナ ワル ・パ ラ シ

(Nawal　 Parasi)郡 北 部一 帯 を伝 統 的 な故郷 とする が,1981年 の 国 勢 調 査 に基 づ け ば,

現 在で は,ル ン ビニ県 の北 部,ガ ンダ キ(Gandaki)県 の シ ャン ジ ャ(Syangja)郡 と

タ ナ フ(Tanahu)郡,ダ ウ ラギ リ県 と ラプ テ ィ県 の 一 部 や 東 ネ・xe一ル の 中部 丘 陵 地

帯 か ら南 の 地 域,殊 に ジ ャナ ク プ ール(Janakpur)県 の シ ン ドゥ リ(sindhuli)郡 と

サ ガル マ タ(Sagarmatha)県 の ウダ ヤ プ ー ル(Udayapur)郡 を 中心 に した地 域 等,

ネパ ール 全 土 に広 が って い る。 マ ガル 族 に は,マ ガ ル語 を母 語 と しない者 も多 く,従

来 パ ル パ 郡 以 西 の マ ガル 族 は マ ガル 語 を 話 さな い とされ て い る。

　 マ ガル 語 の 方言 と して は,ヤ ンチ ョ ック(Yanchok),リ シン(Rising),シ ャジ ュ

(Syaj　u),ラ フ(Rahu)等 の 方言 名 が記 録 され て い るが,い ず れ も村 名 に過 ぎ な い。

R.C・Caughleyは,マ ガ ル語 の方 言 を東 部 方言 と西部 方 言 に区分 して い るが,詳 細

は不 明 で あ る。 マ ガル 族 が 古 くか ら西 ネパ ー ル の有 力民 族 で あ った と ころ か ら周辺 の

小 部 族 に マ ガ ル族 を借 称 す る もの が あ った25)。

　 1961年 の イ ン ドの国 勢 調 査 に よ れ ば,"Magari"21人 と"Mangari"1136人 の合 計

1157人 のマ ガ ル語 話 者 が西 ベ ンガ ル州 とア ッサ ム 地 方 で登 録 され て い る。 【母 語 人 口:

212,681人(1981)】

　 2.2.2.1.5.　 タ カ リ語(Thakali,　 Thakah,　 Thakali,　 Thakali;Thaksya,　 Thaksya,

　　　　　　　　Lsl　 Thaksya;自 称1topani1～tamhaη;チ ベ ッ ト語Thag-pa「 タ カ

　　　　　　　　 リ人 」26)

24)主 に,[H夏TcHcocK　 1966],[SHEPHERD＆SHEPHERD　 1971],[S・SuBBA　 19フ2],[CAuGHLEY

　 l981]と[南 　 1989]を 参照す る。

25)上 述 のカム語,カ イケ語 とチ ャンテル語 の話者は,マ ガル族であると称 してお り,今 で も文

　 献中で区別されていない場合がある。

26)次 のマル フア語 と シャン語 も含 め て,主 に[BlsTA　 1972],[MAzAuDoN　 l　973a,1973b,

　 1975],[Fi　rxisR-HAIMENDoRF　 l975],[GuRuNG　 1980],[GAucHAN＆VINDING　 1977]と[飯

　 島1982]に よる。

　　 Mazaud◎n[1975]は,マ ルフ ァ語 とシャン語 もタカ リ語と し,こ こでい うタカ リ語を トゥク

　 チェ方言 としている。 しか し,こ れは相互理解度 テス ト等の客観的資料 に基づいた結論ではな

　 いよ うであ る。マルファ族及び シャン族の人々は外部の老 にタカ リ族であ ると称 し,自 分達 の

　 言語はタカ リ語 であるというが,い わ ゆ る正統タカ リ族の人々は決 して これを 認 めなか った。

　 1970年 初頭,筆 者 が,当 時多 くの 日本人登山者 が宿泊 したカ トマ ンズのホテル ・ラ リ ・グラス　
(Lali　Guras)に 滞在 していた際に,ホ テルの使用人であ った マル ファ族の ヒラチ ャン(Hira-

　 chand)氏 族の若者 が,筆 者に自分の言葉 がタカ リ語であ るといった と聞いて,そ のホテルの

　 経営者であ り,タ カ リ族の長老で もあ ったIndraman　 Sherchan氏 が顔色を変えて否定 したの

　 を覚えている。 日頃温厚な人であ っただけに筆者 の方が驚いたほどであ った。

　　 マルファ語及び シャン語は,音 韻面ではタカ リ語 と幾つかの際立 った違いがある。これにつ

　 いて は,『言語学大辞典』(第2巻)の 「シャ ン語」 と 「タマ ン語群」の項を参照されたい。この

　 2言 語がタカ リ語 の方言か否か客観的に判断が下せ るまでは別 々の言語と して扱 う方が よいで

　 あろう。
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　 タ カ リ族 は,元 来 中部 ネパ ール の 一 少 数 民族 で あ り なが ら,チ ベ ッ ト(中 国)一 ネ

パ ール ー イ ン ドと続 く交易 路 の 中継地 点 とい う地 理 的 条件 を うま く利 用 し,一 時 はチ

ベ ッ トか ら輸 入 され る岩 塩 の 専 売権 を保 有 す る な ど して,次 第 に資 本 を 蓄 積 して 来 た

が,チ ベ ッ トとの交 易 の 衰 退(特 に1959年 以 降)と 共 に,ネ パ ール の 都市 部 に次 第 に

進 出 し,商 業 民族 と して 大 きな成 功 を収 めて 来 た。元 来 宗 教 的,文 化 的 に チ ベ ッ トの

影 響 下 に あ った タ カ リ族 は,ネ パ ー ル 国 内 に お け る 自分 達 の 立 場 を 有 利 に すべ く,脱

チ ベ ッ ト化,ヒ ン ドゥー化 を熱 心 に進 めて 来 た。 こ うい っ た意 味 で,タ カ リ族 は,ネ

パ ー ル の少 数 民族 の 中で 最 も社会 の変 化 に適 応 した 民族 で あ る と いえ ,文 化 変 容 とい

う観 点か ら多 くの 人 類 学者 の注 目を 集 め て来 た 民族 で あ る。

　 タ カ リ族 の 本 来 の 居 住 地 は,ア ンナ プル ナ(Annapurna)山 脈 と ダ ウ ラギ リ山脈

の間 を 割 って 流れ る カ リ ・ガ ンダ キ(Kali　 Gandaki)川 上 流 域 の タ ク ・コ ラ(Thak

Khola)地 方 南 部 の タ クサ トサ エ(Thaksatsaye「 タ クの700戸 」)の 地 で あ り,ダ ウ

ラギ リ県 ム ス タ ン(Mustang)郡 の 南 端 に 位 置 して い る。 伝 統 的 に タ カ リ族 が居 住 し

て いた 村 は,下 流 の ガ サ(Ghasa)(標 高2,010　 m)か ら上 流 の トゥ クチ ェ(Tukche)

(標高2,586m)に 至 る 谷 間 の 地 域 で,ト ゥ クチ ェと コバ ン(Kobang)が そ の 中 心

的 な村 で あ る。 現 在 で は,大 小 併 せ て20以 上 の集 落 か らな って い る。 この 地 域の 北 側

は,や は りタ ク ・コ ラ地 方 の 一部 で あ り,マ ル フ ア語 及 び シ ャ ン語 域 のパ ンチガ ウ ン

(Panchgaun)と チ ベ ッ ト語 域 のバ ラ ガ ウ ン(Baragaun)が 続 く。 既 述 の よ うに,近

年 タカ リ族 が 都市 部 に 移 住 す る と共 に この地 域 か らタ カ リ族 は年 々減少 しつつ あ る と

い う。

　 他 の少 数 民 族 同 様 に,他 地 域 へ 移 住 した 家族 の若 い世 代 に は,タ カ リ語 を話 せ な い

者 が増 えつ つ あ る よ うで あ る。 従 って,タ カ リ族 で あ って も,タ カ リ語 を母 語 と しな

い者 も 多 い よ うで あ る。 タ カ リ族 に 詳 しい人 類 学 者 に は,タ カ リ族 の 総 数 は1万 人 ほ

ど で あ ろ う とい う者 が い るが,こ れ は タ カ リ語 を母 語 と しな い者 も加 え た 数 字で あ ろ

う。 【母 語 人 口:5289人(1981)】

　 2、　2.　2.1.　6.マ ル フ ア語(Marpha,　 Marpha)

　 マ ル フ ア語 は,ダ ウ ラギ リ県 ム ス タ ン郡 の カ リ ・ガ ンダ キ川 上 流 域 の パ ンチガ ウ ン

地 方 で話 され て い る言語 で あ る。 マ ル フ ァ族 は,近 隣 の 有 力 部 族 で あ るタ カ リ族 で あ

る と称 す るが ・タ カ リ族 と は異 な る。 マ ル フ ア族 は,周 辺 の 者 か らプ ンタ ン(Puntan)

ま た は プ ネル(Punnel)と 呼 ばれ て お り,文 献 中 で は,プ ンテ ィ(Punti)の 名 で現 れ

る とい う。 しか し,マ ル フ ア族 自身 は,こ の 呼称 が蔑 称 で あ る と して 使 用 しな い。 マ

ル フ ァ語 は,元 来 タ カ リ語 域 と シ ャン語 域 の 中間 にあ るマ ル フ ァ村 の言 葉 で あ った。
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近 年 タ カ リ族 の都 市 部 へ の 転 出 に伴 い,マ ル フ ァ族 は,タ カ リ族 居 住 地 の 中心 で あ る

トゥク チ ェ村(Tukche)か ら更 に下 流 の都 市 ポ カ ラ周辺 にま で移 り住 ん で い る。

　 2.2.2.1.7.　 シャ ン語(Syang,　 Syang,　 Shyang,　 Shyang)

　 シ ャン語 は,ダ ウ ラ ギ リ県 ムス タ ン郡 の カ リ・ガ ンダ キ川 上 流 域 の パ ンチ ガ ウ ン地 方

で話 され て い る言 語 で あ る。 シ ャン語 域 は,元 来 この地 方 の北 端 に 近 い テ ィニ(Thini

(gaon),Thinang,　 Thin),シ ャン とチ ム(Chim(gaon),Chimang)の3ケ 村 を 含 む地

域 に限 られ て い た。 この 地 域 は,北 は,か つ て チ ベ ッ ト交 易 の基 地 と して タ カ リ族 に

よ り開 か れ た ジ ョム ソ ム(Jomosom)村 を越 えて,チ ベ ッ ト語 の ガ ンダ キ(Gandaki)

方言 域 に接 し,カ リ ・ガ ンダ キ川 沿 い に,南 は,タ マ ン語 群 の言語 で あ るマ ル フ ァ語

域,タ カ リ語 域 へ と続 く。 東 は,ア ン ナプ ル ナ 山脈 に遮 られ て い るが,ヒ ンズ ー 教 の

聖 地 ム ク テ ィナ ー ト(Muktinath)を 過 ぎ,ト ル ン(Thorung)峠(海 抜5,416m)

を越 え る と ガ ンダ キ(Gandaki)県 マ ナ ン(Manang)郡 に入 る が,こ の地 方 は,タ マ

ン語 群 の言 語 で あ るマ ナ ン語 地 域 で あ る。 シ ャ ン語 話 者 は,こ の地 方以 外 か らの者 に

は,タ カ リ族 で あ る と主 張 す るが,近 隣 の村 人達 か らは,テ ィ ン(Thin),シ ャー サ ン

(Shasang)及 び チ ム タ ン(Chimtan)と 呼 ば れ,ま た,彼 らに は,自 ら もそ う呼称 す

る と い う。

　 2.2.2.1。 ＆　 グル ン語(Gurung=LSI,　 GUrung,　 Gurungkura(「 語」);自 称!tamUi

　 　　 　　 　　 kyui11;チ ベ ッ ト語Ghu-rin「 グル ン人 」)27)

　 グル ン語 は,ガ ンダ キ県 の ラム ジ ュ ン(Lamjung)郡 を 中心 に,マ ナ ン郡 の ネ シ ャ

ン(Nesyang)及 び ナ ル ・プ ー(Nar-Phu)地 方 と ゴル カ郡 の南 部 とダ ロ ンデ ィ ・コ ラ

(Darondi　 Khola)川 以 東 を 除 き,こ の3郡 とタ ナ フ ン(Tanahun),カ ス キ(Kaski),

パ ル バ ッ ト(Parbat),シ ャ ン ジ ャ(Syangja)の4郡 の併 せ た7郡 で 主 に話 され て い る

言語 で あ る。T.　Hagen[19713]は,伝 統 的 な グル ン族 とタ マ ン族 の領 域 の境 界 を ブ

リ ・ガ ンダ キ(Burhi　 Gandaki)川 の 支 流 ア ン ク ・コラ(Ankhu　 Khola)川 とす るが,

筆 者 は,む しろ ブ リ ・ガ ンダ キ川 の 本 流 が そ の境 界 で あ った と した い 。

　 現 在 グル ン族 は,東 ネパ ール や タ ライ地 方 に居 住 す る者 も多 いが,先 に触 れ た よ う

に,民 族 的素 性 はは っ き り して い て も,既 に グル ン語 を母 語 と しない 者 が 相 当数 に昇

る もの と思 われ る。

　 D・Snellgrove[1961]は,ゴ ル カ郡 クタ ン(Kutang)地 方(ブ リ ・ガ ンダ キ川 上

流 域)の ニ ャク(Ngyak【gNyag】,　 Nyak)村 以 南 の地 域 の住 民 を グ ル ン族 と呼 び,彼

27)主 に,[PIGNEDE　 l　966],[BlsTA　 1972],[MEssERscHMIDT　 l　976],[GLovER＆LANDoN

　 1980],[H.GuRuNG　 1980]と[西 　1981]を 参照する。
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らの言 語 を グル ン語 と呼ん で い る。 確 認 されて い な いが,言 語 は お そ ら くガ レ語 で あ

り,住 民 に も少 数 の ガ レ族 が混 ざ って い る可 能 性 が 高 い 。 クタ ン地 方 か ら北 の ラル ケ

(Larke,　 Larke,　 Larkya;Nupri)及 び シアル(Shiar,　 Siar;Tsum)地 方 は,チ ベ ッ ト　 '

語 域 で,住 民 もチ ベ ッ ト人 で あ る。 クタ ン地 方 か らブ リ ・ガ ンダ キ川 を 更 に下 り,ジ

ャガ ー ト(Jagat)以 南 の シ ャム ラ ン ・ベ シ(Syamrang　 Besi)ま で の地 域 の村 は確 か

に グル ン族 の 村で あ るが,ガ レ語 域 で あ る。 な お,下 記 三 角地 帯 を除 く,グ ル ン語 地

域 で は,ガ レ族 は,グ ル ン語 を話 し,グ ル ン族 の 上位4氏 族(Char　 jat)の1氏 族 に

数 え られ て い る。

　 グル ン語 は,特 に ガチ ョ ック(Ghachok)方 言 が 知 られ て い るが,そ の 外 に も多 く

の方 言 が記 録 されて い る。 グ ル ン語 方 言 に は,東 部,中 部,西 部 の3つ の 方言 区分 が

認 め られ るが,そ れ ぞれ ダ ドゥ ワ(Daduwa)方 言,シ ク リス(Siklis)方 言,シ ル バ

リ(Sirubari)方 言 で 代 表 され る。

　 1961年 の イ ン ドの 国勢 調 査 で は,旧 シ ッキ ムで グル ン族(82人)が 登録 され て い る。

【母 語 人 口:174,464人(1981)】

　 2.　2.　2.　1.　9.マ ナ ン語(Manang!monool!,　 Manang;チ ベ ッ ト語Nycsyang,　 Nyc-

　 　　 　　　 　 shang,　 Nyishang;ネ シ ャ ンは,マ ナ ン郡 の ピサ ン(Pisang)以 西 の 地

　 　　 　　　 　 域 を指 す 名 称 で あ る。)28)

　 マ ナ ン語 は,ガ ンダ キ県 マ ナ ン郡 の ネ シ ャ ン(Nyesyang)地 方 の,マ ル シ ャ ンデ ィ

(Marsyandi)川 上 流 の細 長 い盆 地 及 び そ の辺 縁 の丘 陵 に 点在 す る6力 村,ピ サ ン(Pi-

sanglphisoηi1,　Pisang;Pi)村,ギ ヤル(Ghyaru,　 Ghyaru【rGyaru】,　 Gyaru!khyar41)

村,ン ガ ワル(Ngawal,　 Ngawal;Bangba!pooPa31)村,ブ ラガ(Braga!proka31

Braga【Brag-dkar】)村,マ ナ ン村,カ ンサル(Khangsar,　 Khangsar;Ngaba,

Ngache!pocei1)村 と テ ン ギ(Tanki,　 Tengi【sTeng-skyes】/tekii31)村(【 】内 は,

[SN肌LGRovE　 1961]所 載 の チ ベ ッ ト文 字 に よ る綴 字 形,//内 は,[HosHI　 1984]

に よ る ブ ラガ村 で の 地 名 の発 音 の音 素 表 記)で 話 され て い る言 語 で あ る。 こ の地 方 は,

南 はア ンナ プ ル ナ(Annapurna)山 脈 に よ り ラム ジ ュ ン,カ ス キ(Kaski)の 両 郡 と,

北 はペ ル(Peru)山 脈 に よ り中国(チ ベ ッ ト自治 区)と 隔 て られ て い る。 この地 方 を

東 西 に 流 れ るマル シャ ンデ ィ川 沿 いの 唯 一 つ の街 道 は,東 は トル ン峠 を 越 え,ダ ウ ラ

ギ リ県 ム ス タ ン郡 の ム ク テ ィ ナー トへ,西 は ギ ャス ム ド地 方 の 郡 庁 所 在 地 の ツ ァメ

(Chame)を 抜 け,南 の ラム ジュ ン郡 へ 通 じて い る。 ネ シ ャ ン地 方 の いず れ の村 も,

28)主 に,[sNELLGRovE　 1961],[H・GuRuNG　 I　980],[N.　J.　GuRuNG　 l　976]及 び[HosHI

　 1984]を 参照する。 なお,筆 者は1980年10月 にマル シャンデ ィ川沿いにマナン村 まで歩 き,帰

　 途にラムジュ ン郡をポカラまで横断 した経験がある。
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3,300m以 上(3,300m～3,700m)の 高地 に位 置 して い る。 マ ナ ン郡 の西 に隣 接 す

る バ ラガ ウ ン(Baragaun)地 方 の チ ャイ レ(Chaile),タ ンベ(Tangbe),テ タ ン

(Tetang),チ ュサ ン(Chusang),ギ ャ ク(Gyaku)の5力 村 の 言 語 もタ マ ン語 群 の言

語 と考 え られ て い るが,タ ンベ村 の 住 民 は,マ ナ ン地 方 か ら移 住 して来 た と伝 え て お

り,こ の5力 村 の言 語 は マ ナ ン語 で あ る可 能 性 が あ る。

　 マ ナ ン族 の人 々(Manangba,　 Chhachhumthe)に は,外 部 の者 に グル ン族 で あ る

と称 す る者 が 多 く,一 般 に個 人 名 もマ ナ ン語 化 した チ ベ ッ ト語 名 と別 に,最 後 に グル

ン とい う姓 を 付 けた ネパ ール 語 名 を 持 つ者 が多 い 。 マ ナ ン族 の男 性 に は,既 に1世 紀

ほ ど前 か ら交 易 に 従 事 す る者 も多 く,近 年 で は遠 く東 南 ア ジア諸 国 に まで 交 易 の手 を

広 げ て い る。 現 在 は,カ トマ ンズに 家 族 と一 緒 に住 む者 が 増 え て い る。

　 マ ナ ン語 は,ブ ラガ 方言,ギ ャル 方 言 と ンガ ワル 方 言(い ず れ も村 名)で 知 られ て

い る。

　 マ ナ ン語 を母 語 とす る者 の正 確 な入 口は不 明 で あ るが,1971年 の人 口調 査 で マ ナ ン

郡 の全 人 口7,436人 中 ネ シ ャ ン地 方 の住 民 数 は4,802人 とな って お り,こ の大 部分 が マ

ナ ン語 を母 語 とす る者 と考 え られ る。

　 2.　2.　2.　1.10.　 ナル 語(Nar)29)

　 ナル語(Nar)は,中 央 ネパ ール の ガ ンダ キ県 マ ナ ン郡 西部,ナ ル ・プ ー地 方 の ナ ル

(Nar)と プ ー(Phu)の2ケ 村 の 住 民 に話 され て い る言 語 で あ る。 この人 々 は,こ の

地 方 の 住 民 か らナル ・プ ー テ ン(Nar-Phuthe)と 呼 ば れ て い る。 ナ ル村 は,こ の 地 方

を割 って 流 れ るナル ・コ ラ川 上 流域 で,北 東 か ら この川 に流 入 す るプ ー ・コ ラ川 の合

流点 の 北 に 位 置 し,プ ー村 は,合 流 点 か らプ ー ・コ ラ川 沿 い にず っ と北 に遡 った地 点

に あ る。 この 地 方 は,北 と北 東 で は ペ ル 山脈 を 境 に 中 国(チ ベ ッ ト自治 区)と 境 を接

し,西 北 は,ダ モ ダル 山脈 に よ りダ ウ ラギ リ県 ム ス タ ン郡 と隔 て られ て お り,こ の 地

方 の西 と南 に位 置 す るマ ナ ン郡 の他 の地 方,ネ シ ャ ン及 び ギ ャス ム ドや東 に続 くゴル

カ郡 の ラル ケ地 方 の いず れ と も5,000m～6,000m級 の 山 々に遮 られ て い る。

　 こ の地 方 は,隣 接 す る ネ シ ャ ン地 方 と 同様 に,今 で も文 化 的 に も宗 教 的 に も チ ベ ッ

ト文 化 圏 に入 る。英 国 の人 類 学 者Ch.　 von　 FOrer-Haimendorf[1983}に よ れ ば,こ

の地 方 の住 民 の ほ とん どが チ ベ ッ ト語 を知 って お り,男 性 の多 くは,チ ベ ッ ト語 が読

め る と い う。【母 語 人 口:850人(1971)】

29)主 に,[SNELLGRovE　 1961],[N・J.　 GuRuNG　 1977]と[FoanR-HAImENDoRF　 1983]1こ よ る。

　 Mazaudon[1975]は,ナ ル語 を タ マ ン語 群 【=グル ン語 支】 に入 れ る が,筆 者 の立 場 につ いて

　 は,『 言語 学 大 辞 典 』(第2巻)の 「ナ ル語 」 の項 を参 照 して 頂 きた い 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 291



国立民族学博物館研究報告　 15巻1号

　2.2.2.1.11.　 ガ レ語(Ghale,　 Ghale　 Gurung)30)

　 ガ レ語 は,ガ ンダ キ県 ゴ ル カ郡 の 北 西 隅,西 はダ ロ ンデ ィ ・コ ラ川 を 境 に グ ル ン語

域 と,東 は ブ リ ・ガ ンダ キ川 を 隔 て て タマ ン語 域 と 接 し,北 は マ ナ スル ・ヒマ ール

(Manaslu　 Himal)の 切 り 立 った 山 並 み に遮 られ た 狭 い三 角 地 帯 で,人 口5,600人(1974

年)ほ どのバ ル パ ック村(Barpak)を 中心 とす る三 十 数 ケ村 で 話 され て い る言 語 で あ

る。 この地 域 は,西 はマ ナス ル ・ヒマ ール とダ ロ ンデ ィ ・コ ラ川 に よ りグル ン語 地 域

と隔 て られ,東 は プ リ ・ガ ンダ キ川 を 挾ん で タ マ ン語 域 と境 を 接 して い る。 ブ リ ・ガ

ンダ キ川 の 峡谷 沿 い に北 に 上 る と,チ ベ ッ ト族 との 混住 村 落 を 経 て,ヌ プ リ,ク タ ン,

ツ ムの チ ベ ッ ト語 方 言 地 域 に入 る。 この地 域 の南 に 続 く村 に は,ネ パ ール の 中 部丘 陵

地 帯 の他 の 村 と同様 に様 々な民 族 が 混 住 して お り,ネ パ ール 語 を 共 用 語 と して い る。

ガ レ語 地 域 の 民族 構 成 は,カ ム やス ナ ル と い った ア ー リア語 系 の 低 い カ ース トの者 が

少 数 み られ る外 はガ レ族(リ ラlilaと 自称 す る とい うが 確 かで ない)と グル ン族 か ら

な り,い ず れ もガ レ語 を話 す。 しか し,ガ レ族 は,グ ル ン族 よ り も数 が 少 な く,そ の

ほ とん どが バ ル パ ック と ウイ ヤの 両 村 に 集 中 して い る。 ま た,同 じ村 の 中で も,両 部

族 は伝 統 的 に別 々の 集 落 に住 ん で い る。成 年 男 性 は,ほ とん どの者 が ネパ ール 語 も話

す よ うで あ るが,こ れ は,こ の地 域 の 成年 男 性 の多 くが グル カ兵 や警 官 と して 外 国 へ

赴 い た り,カ トマ ンズ へ 出て 行 くた め と思わ れ る。女 性 や子 供 の 間 で は ネパ ー ル語 は

ま だ十 分 に普 及 して い な い よ うで あ る。 ガ レ語 を母 語 とす る者 の総 数 は,1974年 当 時

で 約1万 人 と推 定 され て い る。 な お,ガ レ族 は,グ ル ン語 地 域,マ ナ ン語 地 域 や タ マ

ン語 地 域 に も居 住 して い るが,そ れ らの地 域 の ガ レ族 は,そ れ ぞ れ の地 域 言 語 あ るい

はネ パ ール 語 を話 す 。 特 に,グ ル ン語 地 域 で は,ガ レ族 は グル ン族 の上 位4氏 族 中の

1氏 族 とさ れて い る。 代 表 的 な方 言 は,バ ル パ ック(Barpak)方 言 で あ るが,音 声 的

に は ウィ ヤ方 言(Uiya)が よ り古 い 特徴 を 留 めて い る。 この地 域 の グル ン族 に は 自分

達 の 言 語(ガ レ語)が グル ン語 で あ る と主 張 す る者 が い る。

　 2.2.2.1.12.チ ェパ ン語(Chepang;LSI　 Chepang)31)

　 チ ェパ ン族 の居 住 地 は,カ トマ ンズ盆 地(Kathmandu　 Valley)の 西 南,中 央 ネパ

ール 南 部 の マ ハ ー バ ー ラ ト(Mahabharat)山 地 で,ガ ンダ キ県(Gandaki　 zone)の

ゴル カ郡(Gorkha　 district)と ダ ー デ ィン(Dhading)郡 の南 部 及 び ナ ラヤニ(Nara-

yani)県 マ ク ワ ンプ ー ル(Makwanpur)の 西部 とチ トワ ン(Chitwan)郡 の 北部 を含

む東 西 約64km,南 北 約24　 kmの ほぼ 長方 形 の 森林 地 帯(面 積 約1,500　 km2)で あ

30)主 に,[SMILLGROVE　 l961]と[西 　1981]に よる。 なお,筆 者は1981年3月 にガ レ語地域

　 のほぼ全 域を徒歩旅行 した経験があり,晒 　 19811は その報告である。

31)[CAuGHLEY　 　1981]に よる。
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る。 こ の地 域 は,北 は トゥ リス リ(Trisuli)川,西 は ナ ラヤ ニ川,南 は ラ プ テ ィ(Rap-

ti)川 を境 と し,東 は カ トマ ンズ ー イ ン ドを 結 ぶ 公 路 が そ の境 界 とな って い る。 この

地 域 は,海 抜300m以 下 か ら2,400m以 上 に及 ぶ 高 度 差 が あ るが,チ ェパ ン族 の村

落 は主 に海 抜600m～1,200mほ ど 山 の傾 斜 面 に 集 中 して お り,1,500m以 上 の高

地 に住 む者 は僅 か で あ る。 マ ラ リヤ の 撲 滅 と共 に こ こ20年 ほ ど で600m以 下 の 土

地 に住 む者 も増 え て来 て い る。Hodgsonやc・Jestは,チ ェパ ン族 が この地 域 の 最

も古 い居 住 者 で あ ると主 張 して い る。元 来 こ の地 域 は,チ ェパ ン族 以 外 の 民族 は あ ま

り居 住 して い なか った よ うで あ るが,こ こ数 世 代 の間 に タ マ ン族,マ ガル 族,ネ ワル

族 や ア ー リア語 系(Aryan)の ブ ラー マ ン(Brahman),チ ェ トリ(Chhetri),カ ミ

(Kami)等 の カ ー ス トの者 が移 住 して 来 た た め,現 在 で は,チ ェパ ン族 だ けの 村 落 は

ほ とん どな くな って い る と い う。 文 化 面 や言 語 面 で チ ェパ ン族 に最 も影 響 を 与 え た の

は,こ の うちマ ガ ル族 で あ る と い う。 ま た,全 体 的 な ネパ ール 化 が進 ん で お り,マ ハ

ー バ ー ラ ト山脈 の 北側 の 幾 つか の 村 の チ ェパ ン族 は
,チ ェパ ン語 を い く らか知 って い

るが,も はや 話 せ な い と主 張 す る とい わ れ る。 【母 語 人 口:9,174人(1961);約15,000

(1981〔 推 定 〕)】

　 ナ ラ ヤニ川 の西 側 に 住 み,マ ガ ル 族 を称 す る ブ ジ ェ リ(Bhujeli)族 の話 す ガル テ ィ

語(Gharti)も チ ェパ ン語 の 方言(西 部 方 言)で あ る。

　 2.2.2.1.　13.　 プ ラム語(Bhramu;LSI　 Bhramu)32)

　 今 や絶 滅 寸 前 とい わ れ る プ ラ ム語 は,カ トマ ンズ盆 地 の西 辺 に 住 む ダ ヌ ワル(Danu-

war)族(ダ ヌ ワル ・ラ ィRai族 と も呼 ば れ るが,そ の言 語 は,チ ベ ッ ト ・ビル マ語

系 で な く,イ ン ド ・ア ー リア語 系 で あ る)の 幾 つ か の 村 で ま だ話 され て い る と され て

い る。

　 2.2.2.　 1.14。 　 タ マ ン語(Tamang,　 Tamang,　 Tamang,　 Tamang,　 Tamang　 Bh6婁ia;

　 　 　 　 　 　 　 Thamang;Tamar;M亘rmi,　 Moormi,　 LSI　 Murmi;Lama;Ishang;

　 　 　 　 　 　 　 Nishung;Sain)33)

　 外 国 人 学 者 の 問 で タ マ ン語 の 名 称 が 一 般 化 す る の は,1960年 代 に 入 っ て か ら で あ る。

Tamang,　 Tamang,　 Tamang等 は ネ パ ー ル 語 で の 変 異 形 で あ ろ う が,現 在 で は,

Tamangが 一 般 的 で あ る。

　 ネ パ ー ル の チ ベ ッ ト ・ビル マ 語 系 民 族 中 最 大 の 人 口 を 擁 す る 民 族 で あ る タ マ ン族 の

32)[HANssoN　 l988]に よ る 。

33)主 に,[Fi)RER-HAIMENDoRF　 1956;BlsTA　 1972;MAzAuDoN　 1973b,1975]と[MAcDo-

　 NALD　 l984]を 参 照 す る。
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主 要 分 布 地 域 は,東 部 丘 陵地 帯(Eastern　 Hills)と 東 部 内 タ ライ(Eastern　 Inner　 Te・

rai)の 西 部,西 部丘 陵地 帯 の 東 部(Western　 Hills)及 び 中央 内 タ ライ(Central　 lnner

Terai)の 西 北部 にわ た って い る。 地 図 の 上で は,東 側 に偏 って は い るが,カ トマ ン

ズ盆 地 を 中心 に ち ょ う どそ の 周囲 を取 り囲 む 形 を した 広 い地 域 で あ り,行 政 区分 上 は,

カ トマ ンズ,バ グマ テ ィ県(Bagmati　 zone)の 全 域(カ ブ レ ・パ ランチ ョク(Ka-

bre　Palanchok),シ ン ドゥ ・パ ル チ ョ ック(Sindhu　 Palchok),ヌ ワ コ ッ ト(Nuwa-

kot),ラ ス ワ(Raswa),ダ ーデ ィ ン(Dlladingの 諸 郡),ナ ラヤ ニ(Narayani)県 北

部 の マ ク ワ ン プー ル(Makwanpur)及 び チ トワ ン(Chitwan)の 両 郡,ジ ャナ ク プ ー

ル(Janakpur)県 北 部 の ドラカ(Dolakha),シ ン ドゥ リ(sindhuli),ラ メチ ャ ップ

(Ramechhap)の3郡 に わ た る地 域 で あ る。 現 在 で は,グ ル ン族 との 伝 統 的境 界 と考

え られ るブ リ ・ガ ンダ キ川 を越 えて 西 側 や,東 部 丘 陵地 帯 一 帯 に も広 が って い る。 伝

統 的 に は,タ マ ン族 の集 落 は,ほ ぼ 海 抜1,500m～2,000mの 高 度 地 帯 に 多 くみ られ

る とい う。

　 タ マ ン族 中心 の 集 落 が み られ るの は,ス ン ・コ シ(Sun　 Kosi)川 と リク ・コ ラ(Li-

khu　 Khola)川 に 挾 ま れ た地 帯 か らそ の 南部 に延 び るス ン ・コ シ川 の 南側 の ドゥ リケ

ル(Dhulikhel)と シ ン ドゥ リ ・ガ リ(Sindhuli　 Garhi)の 間 の 丘 陵 地帯 にか けて の地

域 で あ る と い う。

　 グル ン族 とタ カ リ族 は,一 般 に ネ パ ール 語 名 で 知 られ て い るが,グ ル ン族 もタ カ リ

族 もその 内 部 で 用 い る 自称 はそ れ ぞ れ1tamu1!(ガ チ ョ ック方言 形1tamtt1　 kyui2!「 グ

ル ン語 」)と1topaηi!～tamhaoで あ る。 これ は,タ マ ン族 の 自称!tamaηi!(リ シ ャ

ン クRisiangku方 言 形);(/tamaη1　 taml/「 タマ ン語」)と 明 らか に 同 源語 で あ り,

この こ とは,グ ル ン族 とタ カ リ族 が 本 来 タ マ ン族 と同 一 民族 集 団で あ った か,あ る い

は極 め て近 い 関係 の民 族 集 団 で あ っ た こ とを示 す もの とい え よ う。

　 タ マ ン語 は,主 にサ ブ(Sahu)方 言 と リ シャ ン ク方 言 で 知 られ て い る。 タマ ン語 方

言 は西部,中 央,東 部 の3方 言 に 区分 され,サ ブ方言 と リ シャ ンク方 言 は それ ぞ れ 西

部 方 言 と東 部 方言 に入 る。 中央 方言 と して はタ グル ン(Taglung)方 言 が知 られ て い る。

　 1961年 の イ ン ドの 国勢 調 査 に は,旧 シ ッキ ム と西 ベ ンガル 州 で4,939人 の タマ ン語

話 者 が登 録 され て い る。【母 語 人 口:522,416人(1981)】

　 2,　2.2.1.15.　 ネ ワル 語(Newar,　 Newari,　 Newari;LSI　 Newari;Nepal　 bha§a;

　 　 　 　 　 　 　 自称newa:bhae;チ ベ ッ ト語bal-po-pa「 ネ ワル 人」,　bal-po'i

　 　 　 　 　 　 　 skad「 ネ ワル 語 」)34)

34)主 に,[MALLA　 l982b;GENE'r'ri　 l987b]と 『言語学大辞典』(第3巻)【1991年 刊行予定】

　 の 「ネワール 【=ネワル】語」の項(石 井薄執筆)に よる。
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　 ネ ワル語 は,カ トマ ンズ 盆地 で主 に 話 され て い るが,盆 地 外 の 周 辺地 域 に点 在 す る

ネ ワル 族 の 村 や ネパ ール 各 地 の バ ザ ール に 住 む ネ ワル 商 人 に よ って も使 用 され て い る。

現 代 ネ ワル 語 の標 準 的方 言 は,カ トマ ンズ方 言 と され るが,そ の 外 の ネ ワル 語 方 言 と

して,カ トマ ン ズ盆地 の南 西地 域(シ ン ド ゥ ・パ ル チ ョ ック郡)で 話 されて い るパハ

ル語L(Pahar;LSI　 Pahri)が 古 く か ら 知 られ て い る。 これ 以 外 に もバ クタ プ ール

(Bhaktapur)【=バ ドガオ ン(Bhadgaon)】 方言 や盆 地 外 の ドラ カ方言(ジ ャナ ク プ ー

ル県 ドラカ郡)等 が 知 られ て い るが,実 情 は 明 らかで ない 。 ま た,カ トマ ン ズ方 言 内

で もか な りの変 異 が観 察 され る とい うが,こ れ は 標 準化 の遅 れ を示 唆 す る もの で あ ろ

う。

　 1959年 の チ ベ ッ ト動 乱 以前 に は,ラ サを 中心 に 多 数 の ネ ワル 族 が チベ ッ トに居 住 し

て い た とい う。

　 1961年 の イ ン ドの国 勢 調 査 に は,旧 シ ッキ ム と西 ベ ンガ ル州 で234人 の ネ ワル 語 話

者 が登 録 され て い る。 【母 語 人 口:448,746人(1981)】

　 2.2.2.2.　 東 ネパ ー ル

　 東 ネパ ール の 言 語 の 分布 に 関 して は,一 部 の言 語 を 除 き,Hansson[1988ユ に依 拠

せ ざ るを得 ない。Hanssonは,ラ イ ・リンブ語 系 の主 要 言 語 に つ い て は,主 要 分 布

域(main　 area)と 主 要 分 布 域 外(outside　 the　main　 area)に 分 け,分 布 と方言 分 類 に

触 れ て い る。 そ の 全 体 を 引 用 す る と非 常 に長 くな る上,こ こで は主 と して 各言 語 の分

布 の 中 心地 域 を示 す の が 目的 で あ るので,そ の よ うな例 で は主 要 分 布 域 に 限定 して そ

の分布 を 述 べて あ る。 な お,ラ イ ・リンブ系 の一 部 の言 語 の分 布 と方 言 分 類 の 詳 細 は,

『言 語 学大 辞 典 』(東 京,三 省 堂)(1988～)の 該 当 項 目を参 照 され た い35)。

　 ライ ・リンブ語 系 言 語 の 言語 別話 者 数 は,一 部 を 除 い て 不 明 で あ る。 これ は,1971

年 以 降 の ネパ ール の 国勢 調 査 で 一 部 の 「主要 」言 語 を除 き,言 語 別 に話 者 数 が 報 告 さ

れ な くな った と い うだ けで な く,こ の語 系 の 言語 に つ い て は,こ こに挙 げ た よ うな詳

細 な 言語 区 分 が 未 知 で あ った こ とに よ る。 ライ ・リンブ語 系 の場 合,1981年 の 国勢 調

査 で ライ語 ま た は キ ラ ト(Kirati)語 と リン ブ語 とい った区 分 で,そ れ ぞ れ221,353人

と129,234人 の 母語 話 者 が報 告 されて い るが,こ の 区分 で は,ス ン ワル 語 は ライ語 に 入

れ られ て い な い。 『エ ス ノ ロ ーグ』(1984)に は,幾 つ か の ラ イ ・リンブ語 系 言 語 の 母

語 人 口に つ い て数 値 を 挙 げ て い る が,こ こで は そ れ を 引用 して い ない。

　 な お,1961年 の イ ン ドの 国 勢 調 査 に は,旧 シ ッキ ム と西 ベ ンガル 州 で ラ イ語 話 者

35)特 に註に示 さないが,以 下に示す諸言語 の分布は,い ずれも[HANssoN　 1988]を 参照 して

　 いる。註にはそれ以外 の文献のみを記 してあ る。
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3,313人,カ ン ブ 【ニライ】語 話 者25人 と リン ブ語 話 者5,418人 が登 録 され て い る。

　 2。2.・2.　2.1.　 タ ミ語(Thami;LSI　 Thami;自 称thami　 kura,　 thangmi　 kham

　 　 　　 　 　 　 (「語 」))

　 タ ミ語 の 主要 分 布 域 は,ジ ャナ ク プ ール 県 ドラカ(Dolakha)郡 と シン ドゥ リ郡 で

あ る。 な お,ネ ワル 族 の村 と され る ドラカ村 に もタ ミ族 が 混住 し,特 定 の職 種 を 担 当

して い る とい わ れ る。 【母 語 人 口:9,046人(1961)】

2..2..2..2.・2.ハ ユ 語(Hayu,∬1砿yu;Hai;Vayu,　 LSI　Vayu;Wayu,自 称1wa:-

　 　 　　 　 　 　ju　da:bu!(「 語 」))36)

　 ハ ユ 語 の 分布 域 は,バ グマ テ ィ県 カ ブ レ ・パ ラ ンチ ョッ ク郡,ジ ャナ クプ ール 県 ラ

メ チ ャ ップ郡 及 び シ ン ドゥ リ郡 で,ス ン ・コ シ川 の 支 流 ロ シ(Rosi)川 とス ン ・コ シ

川 流域 沿 い に,40kmに わ た って 広 が る地 域 で 主 に話 さ れて い るが,タ ライ地 方 の

サ ガル マ タ県 シ ラバ(Siraha)郡 に も幾 つか の ハ ユ族 の村 が あ る とい う。 こ のハ ユ語

は現 在 急速 に 消滅 しつ つ あ る言 語 の ひ とつ で あ る。

　 現 在 の ハ ユ語 は ム ラ ジ ョル(Murajor)村 の 方言 で 知 られて い る。

　 上 記3郡 のハ ユ族 の人 口 は,1551人(1974)と 推 定 す る者 が い るが,あ る調 査 に 従

え ば,ハ ユ語 を母 語 とす る者 の 数 は僅 か233人(1953～1954)に 過 ぎ ない とされ て い る。

　 2.2.2.2.3.　 ス ンワル語(Sunwar,　 Sunuwar,　 Sunwari,　 Sunuwari,　 LSI　 Sunwar,

　 　 　　 　 　 　 Sunuwar;Mukhiya;自 称kwoico　 lo,　kwoic　 lo;mukheke　 lo

　 　 　　 　 　 　 (「語 」))3?)

　 主要 分 布 域 は,ジ ャナ ク プ ール 県 ラメ チ ャ ップ及 び ドラカ の両 郡 とサ ガル マ タ 県 オ

カル ドゥ ンガ(Okhaldhunga)郡 北 西 部(リ ク川 と キム テ ィKhimti川 の流 域 と両 川

に挾 まれ た ラ メチ ャ ップ以 北 の ほぼ24　 km2の 地 域)で あ る。

　 第3節 で述 べ るよ うに,現 在 ス ン ワル語 は ライ ・リンブ語 系 に分 類 され て い るが,

ス ンワル 族 は 今 で も ラィ族 に 数 え られ て い ない 。

　 Hodgson[1847]は,「 ス ン ワル 族 は ほ とん どが大 盆 地 【ニカ トマ ンズ盆 地 】 の 西,

マ ガル族 とグル ン族 の 北 で,ヒ マ ラヤ の こち ら側 の ボ テ ィ ア(Bhotia)【 チ ベ ッ ト族 等 】

の間 ま た は そ の近 くに み られ る 」 と か,「 第3の,即 ち,ガ ンダ キ川 流 域 は,ス ンワ

ル 族,グ ル ン族 とマガ ル 族 の居 住地 で あ る」 とか述 べ て い る。今 日 ス ンワル語 域 の 内

部 とその 周 辺地 域 で話 され て い るチ ベ ッ ト ・ビル マ語 系 の言語 は,主 にタ マ ン語,チ

ベ ッ ト語 の ジ レル 方 言 と カガ テ 方言,ラ イ ・リンブ語 系 のバ ヒン語,カ リ ン語 に ハ ユ

36)[MlcHAILovsKY　 1980]も 参照する。

37)[HoDGsoN　 1847]と[BlsTA　 1972]も 参照する。
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語 な どで あ り,こ の地 域 は本 来 の グル ン語 域,特 に マ ガル語 域 の は るか 東 に 位 置 して

い る。 カ トマ ンズ盆 地 の 西 で,チ ベ ッ ト語 域 の南,グ ル ン語 域 の北 で,し か もガ ンダ

キ水 系 に 位 置 す る とい うHodgsonの,言 葉 を 文 字 通 りに 取 る と,中 央 ネ7xe一ル の ガ

ンダ キ県 の西 部 かダ ウ ラギ リ県 の東 部 の ど こか とい うこ とに な る。Hodgsonの 陳述

の妥 当性 は と もか く と して,そ の後 もH.Risley[1891ユ が ス ンワル 族 の 伝 承 と して 西

ネパ ール 原 住説 を紹 介 して い る。19世 紀 まで マ ガ ル語 や グル ン語 が ス ン ・コ シ川 の 東

で 話 され て い た とは考 え られ な い ので,こ れ らの説 が正 しけれ に,ス ンワル 族 は19世

紀 中 葉 以 降 に ネパ ー ル 中央 部 か ら現 在 の 居住 地 へ 移 住 した こ とに な る。 一 方,Bista

[1972]は,や は り伝 承 と して,逆 に東 タ ライ地 方 か らの移 住 説 を 挙 げ て い る。

　 ス ン ワル族 は,こ の 地 域 の 北東 部 で,キ ムテ ィ ・コラ川 の 支 流 で あ る ジ リ ・コラ

(Jiri　Khola)川 と シ ク リ ・コ ラ(sikri　 Khola)川 の流 域 の ジ リ(Jiri)と シ ク リ(si-

kri)を 中心 に居 住 す る ジ レル族 と兄 弟 部族(た だ し,社 会 的 に は,ス ン ワル族 は 自分

達 の方 が 上 位 部族 と考 え て い る)で あ る とか,後 者 は ス ン ワル 族 と シ ェル パ 族 との 混

血 者 の 子 孫 で あ る とい った 俗 説 もあ るよ うで あ る。 しか し,ジ レル族 の言 語 は,ス ン

ワル 語 と異 な り,明 らか に チ ベ ッ ト語 の 中央 方 言 に 属 し,や は りチ ベ ッ ト語 方 言 で あ

る シェル パ 語 と も異 な る方 言 で あ る。 居 住 地 が 隣 接 した り,混 住 した り して お り,相

互 に 婚 姻 関 係 を結 ぶ こ とが あ る こと か らこの よ うな 俗 説 が生 じた もの と 思 われ る。

　 1961年 の イ ン ドの国 勢 調 査 で は,西 ベ ンガ ル 州等 で297人 の ス ン ワル語 話 者 が登 録

され て い る。 【母語 人 口:10,650人(1981)】

　 2.2.2.　2.4.　 チ ョー ラセ語(Chourase;Chaurasia,　 LSI　 ChourSya;自 称courase

　 　 　 　 　 　 　 er,　courase　 yor(「 語 」);Umbule,　 Ombule,　 Ambule;自 称6mbure

　 　 　 　 　 　 　 er,6mbule　 yor(「 語 」))

　 サ ガ ル マ タ県 オ カル ドゥ ンガ郡 南 東 部 と ウダ ヤ プ ール(Udayapur)郡 及 び コタ ン

(Khotang)郡 に お け る両郡 の 隣接 地 域 を 主 要 分 布 域 とす る。 この地 域 で はむ しろ ウ

ン ブ レ語 で 知 られ て い るが,東 部 へ移 住 した 人 々の 間で は今 もチ ョー ラセ語 と呼 ば れ

て い る とい う。

　 2・2・2・　2・　5.バ ヒン語(Bahing,　 Bahinggya,　 LSI　Bahing;自 称bahing　 lo(「語 」);

　 　 　 　 　 　 　 Baing;Rumdali)38)

　 サ ガ ル マ タ県 ソル ク ンブ(Solukhumbu)郡 の南 東端 及 び オ カル ドゥン ガ郡 北 東 部

の ドゥ ド ・コ シ川 とマ ウル ン ・コラ(Maulung　 Khola)川 の間 の 狭 い地 域 を主 要 言 語

域 とす る言 語 で あ る。

38)「MlcHAILovsKY　 1975b]も 参照す る。
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　 オ カル ドゥ ンガ を 挾 ん で 北 西 の ラ ンガ デ ィ プ(Rangadip)村 と南 東 の ア ンデ リ

(Andheri)村 及 び そ の 中間 地 域 の村 々の こ とば は 同 じ方 言 で,ア ンデ リ村 か ら更 に南

の ポ ンク(Ponkhu)村 の こと ば は別 の 方言 で あ ろ う とい うが,全 体 的 に方 言 差 は小 さ

い よ うで あ る。

　 2.2,2.2.6.　 トゥル ン語(Thulung,　 Thulunge,　 Thulungye,　 LSI　 Th厩lung;自

　 　 　　 　 　 　 称thulu　 wa,　 toaku　 lwa,　 thulung　 la,　th610ng　 16,　thulung　 jemu

　 　 　　 　 　 　 (「語 」))39)

　 サ ガル マ タ 県 ソル ク ンブ郡 南 西 部 の,ド ゥ ド ・コ シ川 と ソル(Solu)川 の合 流 点 周

辺 の9行 政村,オ カル ドゥ ンガ郡 北 東 端 と コタ ン(Khotang)郡 北西 部(ド ゥ ド ・コ

シ川 流域)を 主 要 分 布 域 とす る言語 で あ る。 この9力 村 は,い ず れ も こ こ2,300年 の

間 に ム ク リ村 か ら分 村 して 村 々で あ ると い う。

　 主 に ム ク リ(Mukli)方 言 と デ ワサ(Dewasa)方 言 で 知 られ て い る。

　 2.・2.2.　2.・7.　カ リ ン語(Khaling;LSI　 Khaling;自 称khal　 bra,　 khaling　 bat

　 　 　　 　 　 　 (「語 」))40)

　 サ ガル マ タ県 の ソル ク ンブ郡 の 中心 部 で 主 に話 され て お り,こ の地 域 の ライ語 系言

語 で は最 大 の言 語 で あ る。

　 現 在 カ リン語 は,ソ ル ク ン ブ郡 の カ スタ ップ(Khastap)村(バ サBasa行 政 村)の

方 言 で 知 られ て い る。S・Toba＆1.　 Toba[1975]に よれ ば,こ の方 言 が標 準 的 方言

と されて い る とい う。 い ず れ にせ よ,主 要言 語 域 内 の 方 言 差(主 に 語 彙 面)は 僅 か

な よ うで あ る が,こ れ と主 要 分 布 域 外 の一 部 の 方 言 との方 言 差 は非 常 に大 きい といわ

れ る。

　 2.2.2.2.8.　 ジ ェル ン語(Jerung,　 Jerong;自 称jero　 mala(「 語 」))

　 サ ガル マ タ 県 オ カル ドゥ ンガ郡 の 南 西地 域 と ジ ャ ナ クプ ール 県 シン ドゥ リ郡 の ラ ト

ナ ワ テ ィ(Ratnawati)行 政 村 で主 に話 され て い る言 語 で あ る。

　 2・2・　2・　2・　9・　 テ ィル ン語(Tilung,　 Tiling,　Tilling;自 称tilung　 blama(「 語」))

　 主 要 分 布 域 は,ド ゥ ド ・コ シ川 とス ン ・コ シ川 の合 流 点 に近 い サ ガル マ タ県 コタ ン

郡 西辺 部 の ハ リセ ダ ンダ 連 丘 地 帯 の チ ャス ミタ ー ル(Chasmitar)及 び デ ィ ク ワ(Di-

kwa)の 両 行 政 村 で あ る。

　 チ ョス ク レ語(Choskule)(サ ガル マ タ県 コ タ ン郡 の ハ リセ ダ ン ダ連 丘地 帯 の チ ャ

39)[ALLEN　 1975]も 参照する。

40)[ToBA＆ToBA　 1975]も 参照する。
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ス ミタ ール行 政村)と ドル ンケ チ ャ語(Dorungkecha)(サ ガル マ タ県 コタ ン郡 の ハ

リセダ ンダ 連丘 地 帯 の デ ィ ク ワ行 政 村)の2言 語 は テ ィル ン語 の方 言 に過 ぎな い か も

しれ な い とい わ れ る。

　 2・　2・　2.　2.10.　 ドゥ ミ語(Dumi,　 Dumi,　 LSI　 DUmi;自 称dumi　 bro,　bumi　 bo?o

　 　 　　 　 　 　 (「語 」),ro?du「 ラ イ語 」)41)

　 ドゥ ミ語 域 は,サ ガ ルマ タ県 コタ ン郡 北 部,ド ゥ ド ・コ シ川 の 支流 ラ ワ ・コ ラ(Ra-

wa　 Khola)川 とタ ブ ・コ ラ(Tap　 Khola)川 の合 流 点 とそ の 上 流域 に 点在 す るバ ク シ

ラ(Baksila),サ プ テ シュ ワ ラ(Sapteshwara),サ サ ル カ(Sasarka),カ ル ミ(Kharmi)

とマ クパ(Makpa)の5行 政 村 に ほ ぼ限 られ て い る。 ドゥ ミ族 は この 地 域 の原 住 民で

あ る と され る が,現 在 この地 域 に はチ ェ トリを始 め とす るア ー リア語 系 の 人 々,ネ ワ

ル 族,グ ル ン族 や タ マ ン族 も居 住 して お り,数 の上 で も優 勢 で あ る と い う。 この よ う

な事 情 か ら ドゥ ミ語 話 者 は 中高 年者 を除 けば,非 常 に 減 り,20代 か ら30代 の若 者 は実

質 的 に ネパ ール 語 しか話 さな い と いわ れ る。

　 G.von　 Driem[1989]は,ド ゥ ミ語 を ① 両 川 の 合 流 点 周 辺(例.チ ウ リカ ル カ

Chiurikharka村)の 方 言,② タ ブ ・コ ラ川 の南 側 の サ サ ル カ とカル ミの 両行 政 村 の

方 言,③ 両川 間 のバ ク シ ラ山 陵地 域(例.ハ ル ク ムHalkhum村)の 方 言(バ ク シ ラ

方 言)と ④ マ クバ 行 政 村 の方 言(マ クパ 方 言)に 分 け,ナ チ ェ リン語 域 や トゥル ン語

域 と繋 が る地 域(マ クバ 行 政 村)で 話 され て い るマ クパ 方 言 は他 の 方言 と著 し く異 な

ると述 べ て い る。 ドゥ ミ語 は主 に バ ク シラ方言 で 知 られ て い る。

　 ドゥ ミ語 は,カ リン語 との 基礎 語 彙 の 共有 率 が高 く,カ リン語 の方 言 とす る者 が い

るが,ハ ン ソ ンは,両 言 語 の テ ンス ・アス ペ ク ト標 識,動 詞 の 人 称 接 辞 と否 定 辞 や機

能語(function　 word)に 重 要 な 違 い が あ り,そ の 結 果相 互 理 解 が で きな い よ うで あ る

とい う42)。 ドゥ リエ ムは,マ クパ方 言 の 資 料(ス ワデ ッ シュの 基 礎100語 表)だ け か

ら も,ド ゥ ミ語 が カ リ ン語,ナ チ ェ リ ン語 また はサ ンパ ン語 と よ り コイ語 とず っと近

い 関係 に あ る こ とが分 か る と述 べ て い る。

2.2・2・2・11・　 コ イ語(Koi,　 Koyu;自 称koi　 bo?,　koyu　 bo?o(「 語 」);Kohi,　 Kohi)

　 サ ガル マ タ 県 コタ ン郡 の 北 東 端 に 位 置す るス ンデル(Sungde1)行 政 村 で話 されて い

る言 語 で あ る。N.　K.　Raiに よれ ば,　LSIの ラ ィ語 資 料 は コイ語 と一 致 す る との こ と

で あ る。

41)[DRIEM　 l989]も 参照する。

42)Toba＆Toba[1975]は,「 ドゥ ミ方言は 【カ リン語の】カスタップ方言 と僅 かに異 なるが,

　 いずれ も相互に理解で きる」と述べている。
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　 2.2.2・2.12.　 クル ン語(Kulung,　 LSI　KUIung;自 称kulu　 ring(「 語 」))43)

　 主要 分 布 域 は,ホ ング ・コ ラ(Hongu　 Khola)川 と アル ン ・ナ デ ィ川(上 流 域)の

間 の地 域,サ ガル マ タ県 ソル ク ンブ郡 の極 東 部 及 び コ シ県 ポ ジ ュプ ール(Bh()jpur)郡

の 北 西部,コ シ県 サ ン ク ワサ バ(Sankhuwasabha)郡 の北 西 部 を含 む地 域 で あ る。

　 クル ン族 の間 で は,ソ ル ク ン ブ地 域 の プ ン(Bung)方 言 が共 通語 の一 種 の基 準 と さ

れ て い るよ うで あ る とい う。

　 ソタ ン語(Sotang,　 Satang;自 称S6tta　 ring(「 語 」),　Sotang　 nacchering)は,

コ シ県 ポ ジ ュプ ー ル郡 中央 部(ホ ング川 下 流 域),特 に ソタ ンと チ ェス カ ム(Chhes-

kam)の 両行 政 村(主 要 クル ン語 域 の南 西)で 話 されて い る言 語 で,言 語 学 的 基準 に

照 ら して,一 般 に クル ン語 の方 言 と され るが,ソ タ ン語 話 者 自身 は そ の言 語 を クル ン

語 と は別 の 言 語 で あ ると主 張 す る。

　 2・　2.　2.　2.　13.　 ナ チ ェ リン語(Nach(h)ering,　 Nacchering,　 Nachhereng,　 LSI　 Na-

　　 　 　　 　 　 chhereng;自 称nach(h)iring　 ru,　nach(h)iring　 r盆(「語 」);Nasring;

　　 　 　　 　 　 Bangdale,　 Bangdile;自 称bangdale　 ttim)

　 サ ガ ル マタ 県 コタ ン郡 北 東 部 及 び 同郡 のダ ラパ ニ(Darapani)村 とア イ セ ル カル ケ

(Aiselkharke)村 周 辺 で話 され て い る小言 語 で あ る。

　 2.2.2.2.　14・ チ ュ クワ語(Chukwa;自 称C(h)ukwa　 ring(「 語」);Pohing;自 称

　　 　 　　 　 　 Pohing　 ring(「 言吾」))

　 コ シ県 ポ ジ ュプ ー ル郡 の 北 東部 に位 置す る クル ン(Kulung)行 政村 で話 され て い る

言 語 で あ るが,こ の 言語 の話 者 は既 に 中高齢 層 に限 られ て お り,ほ とん ど消 滅 しつ つ

あ る とい う。 な お,「 クル ン」 行 政 村 と呼 ばれ る この村 の 住 民 に は クル ン語 を話 す も

の はい な い よ うで あ る とい う。 同 じよ うに,ゴ ル カ郡 の ガ レガ オ ン(Ghalegaon「 ガ

レの村 」)村 に はガ レ語 の話 者 はい な い。

2・・2・・2.・2・・15・ 西 メ オハ ン語(western　 Meohang1Mewahang;次 の東 メオ ハ ン語

　　 　 　　 　 　　と共 に この言 語 の 自称 は,meohang　 khanawa(「 語 」)であ る)

　 コ シ(Kosi)県 サ ン クワサ バ(Sankhuwasabha)郡 の西 辺 部 の バ ラ(Bala)と ブ ム

デ ンバ(Bumdemba)村 で話 され て い る言 語 で あ る。

　Hanssonは,　 Hodgsonの バ ラ リ語(Balali;LSI　 B乱lali)カs　aの 言 語 に相 当 す るの

で はな いか と して い る。

　 Hanssonはzこ の地 域 の変 種 は,独 立 した 文法 を もつ 別 の言 語 と しな くて は な ら

43)TCh.　 McDouGAL　 1979]と 「HARI　 19721も 参 照 す る 。
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な い ほ どに東 メ オハ ン語 域 の変 種 と文 法構 造 と 中核 語 彙 の一 部 が異 な って い る と述 べ

て い る。

2.2.・2・・2,・16・東 メオハ ン語(Eastern　 Meohang/Mewahang;自 称meohang　 kha-

　 　 　 　 　　 　 nawa;Newahang【 ヤ ン ペ語 に も使 用 され る名 称】)

　 主要 分 布 域 は,ア ル ン ・ナ デ ィ川 の西 の 地 域 で サ ガ ル マ タ県 サ ン ク ワサ バ郡 北 西 部,

特 に マ ンテ ワ(Mangtewa)と ヤ フ゜(Yaphu)の 両 行 政 村 で あ るが,こ の地 域 の大 多 数

の ライ部 族 の 言 語 は クル ン語 で あ り,東 メオ ハ ン語 の話 者 に は,ネ パ ール 語 か クル ン

語 を 受 け入 れ,母 語 を捨 て 去 る傾 向 が強 い 。 地 域 変 種 間 に は大 きな差 異 が み られ る と

い う。

　 2.2.・2.　2.　17.　 チ ャム リン語(Chamling,　 LSI　 Chamling;自 称camling　 la(「語」);

　 　 　 　 　　 　 Rodong,　 LSI　R6d6ng)

　 主要 分 布 域 は,サ ガル マ タ県 コタ ン郡 の 中央 部 及 び南 部 と ウ ダ ヤプ ール 郡 北 部で あ

り,こ の地 域 の ネパ ール 化 して いな い ライ族 集 団 の 圧 倒 的 多数 の人 々が話 す 言 語 で あ

る。 主要 地 域 内 の デ ィ クテル(Diktel)北 東 の ネル パ(Nerpa),コ タ ン とバ ラム タ(Ba-

lamta)(い ず れ も町 村 名)を 結 ぶ三 角 地帯 の方 言 間 に は僅 か な 差異 しか み られ な い と

い う。

　 2.　2。2.　2.　18.ポ ルマ チ ャ語(Polmacha)

　 この言 語 は メ チ県 タ プ レ ジ ュ ン(Taplejung)郡 の言 語 で あ るが,詳 細 は 不 明 で あ

る。

　 2.2.2.2.19.　 プ マ語(Puma;自 称puma　 pima,　 puma　 kala(「 語 」))

　 主 要 分布 域 は,サ ガル マ タ県 の コタ ン郡 南 部 の デ ィプ ラン(Diplang),チ ソパ ニ

(Chisopani),マ ウワ ボテ(Mauwabote)と パ ス ワス チ ェ ラ(Paswaschera)行 政 村 で

あ る。

　 2.　2.　2.　2.　20.サ ンパ ン語(Sangpang,　 LS1　SangPan9)

　 コ シ県 ポ ジ ュプ ール 郡 の 北 寄 りの地 域 と コタ ン郡 北 東 部 を主 要 分布 域 とす る言 語 で

あ る が,Hanssonは,こ の言 語 が 「最 も中心 的 」 ラィ語 と呼 べ よ うと述 べ て い る。

　 コ タ ン郡 の方 言 と主要 分 布 域 外 の 一 部 の方 言 を 併 せ た コタ ン方 言 ま た は西 部 下 位方

言 群(Western　 subgroup)が 比較 的 同質 的 で あ るが,一 般 に 方 言 差 が大 き い とい わ れ

る。

2.2.2.2.21. バ ンタ ワ語 (Bantawa,  Bantawa,  Bantawa, Bantava,  Buntawk

 Bantuwa;  nt,,i; Bantawa dum, Bantawa  yang, Bantawa  yong, CRD Bantawa
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cepma (「語」); Bontawa,  Bontawa, LSI  BontawA)44)

　 主要 分 布 域 は,コ シ県 ポ ジ ュプ ール 郡 の南 部 及 び 中央 部 と それ に 隣接 す る サ ガル マ

タ県 コタ ン,ウ ダ ヤ プ ール,コ シ県 ダ ンク タ(Dhankuta),ス ン サ リ(Sunsari)の4

郡 に わ た る小地 域 で あ る。 バ ンタ ワ語 は,そ の 地 理 的広 が りか らみ て,最 も重 要 な ラ

イ語 で あ り,リ ン ブ語 域 の様 々 な ラ イ部 族 の 混住 地,ブ ー タ ンと イ ン ドの ダ ー ジ リン

周 辺 の ネパ ール 人 居 住地 や シ ッキ ム等 に 住 む ライ族 間 の 共 用語 で もあ る。 現 在 は,こ

れ らの地 域 で は ネパ ー ル語 に 置 き換 え られ る傾 向が 顕 著 で あ る といわ れ る。

　 Hanssonは,　 Hodgson【 とLSI】 の資 料 中の ル ンチ ェン ブ ン方 言(Rungchhenbung,

LSI　 RangchhEnbang;Ruchhenbung)が バ ンタ ワ語 の 「(チ ャム リン語 方言?の 古

い要 素 を含 む)北 部 方言(Northern　 dialects)」 に属 す るよ うで あ る と述 べ て い る。

　 バ ンタ ワ語 は多 くの地 域 的,下 位 部 族 的変 種(方 言)に 分 か れ るが,「 共 通 バ ンタ ワ

語 」 的要 素 を 共 有 して い る部 分 に関 して は,変 種 相 互 間 で理 解 が可 能 な よ うで あ る と

い う。 バ ンタ ワ語 は主 に メ チ県 パ ンチ タ ル(Panchthar)郡 の ラ ビ(Rabi)方 言 で 知

られ て い るが,こ の方 言 は主 要 方言 域 外 の言 語 で あ り,代 表的 な方 言 とは い え な いで

あ ろ う。

　 2.　2,2　2.　22.　 ドゥンマ リ語(Dungmali,　 LSI　 DUngm乱!i;自 称Dungmali　 pbk

　 　 　 　 　 　 　 (「語 」))

　 バ ンタ ワ語 主要 分 布 域 の 北東,コ シ県 ポ ジ ュプ ール郡 の トゥロ ドゥ ンマ(Thulo-

dungma),サ ノ ドゥ ンマ(Sanodungma),バ ス テ ィ ム(Bastim),チ ャ ン レ(Chyangre),

チ ャ ラ ン ビ(Charambi)等 の 行 政 村 で話 され て い る言 語 で あ る。 この 言語 は,バ ン

タ ワ部 族 との 同族 意 識 か らバ ンタ ワ語 の影 響 が 強 く,同 源 形 共 有 率 も約82%に 達 す る

とい う。 この言 語 は しば しば バ ンタ ワ語 の 方言 と され るが,両 言 語 間 の相 互理 解 もあ

る程 度 可 能 であ る と報 告 され て い るので,こ の 見 解 は社 会 【言 語 】 学 的 に は妥 当 とさ

れ よ う とHanssonは 述 べ て い る。

　 主 要 分布 域 内で は幾 つ か の 下位 部 族 方 言 が 知 られ て い るが,方 言 差 は僅 かで あ る と

い う。

　 この 言語 域 の北 西,コ シ県 ポ ジ ュプ ール郡 の ヤ ンパ ン(Yangpang)行 政村 で話 さ

れ て い るカ ン ドゥ ン語(Khandung)も ドゥ ンマ リ語 の ケ サ ン(Khesang)方 言 群 の

一 方 言 で あ るか も しれ な い といわ れ るが
,カ ン ドゥン語 自体 既 に消 滅寸 前 の言 語 で あ

る。

2.　2.　2.　2.　23.ワ リ ン語(Waling,　 LSI　Waling)

44)[RAI　 I985】 も参照する。
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　 ドゥ ンマ リ語 域 の南,コ シ県 ポ ジ ュプ ール 郡 の カイ ラ ン(Khairang>行 政 村 で話 さ

れ て い る言 語 で あ るが,(Hodgsonの 資 料 中 の ワ リ ン語 と比較 す る と)完 全 な 「バ ン

タ ワ語 化(Bantawaization)」 が 進行 中で あ り,僅 か な 残 存要 素 を 除 けば,現 在 は バ

ンタ ワ語 の方 言 化 して しま って い る とい う。 従 って,ワ リ ン語 に関 して は,共 時 的観

点 か ら果 して バ ンタ ワ語 と は別 の 言語 とすべ きか 否 か 問 題 で あ ろ う。

　 2.2.2.2.24.　 ヤ ンプ語(Yamphu;自 称yamphu　 kha(「 語」))

　 北 ロル ン語 域 の 北端 に位 置 す る コ シ県 サ ンク ワサ バ郡 のマ ッッ ァヤ ポ カ リ(Mattsa-

yapokhari)行 政 村 の小 地 域 だ けで話 さ れて い る言語 で あ る。

　 2.　2.　2.　2.25.　 ヤ ンペ語(Yamphe;自 称yamphe　 kha,　yakkhaba　 kha,　yakkhaba

　 　 　 　 　　 　 khate,　 yamphu　 kha(「 語 」);そ の他 多 くの 地 域 的呼 称 があ るが,多

　 　 　 　 　　 　 　くは他 の 言 語 に も共 通 の呼 称 で あ り,yampheだ けが この 言 語 に 独

　 　 　 　 　　 　 自 の呼 称 で あ る)

　 コ シ県 サ ン ク ワサ バ郡 北 部,ハ テ ィヤ(Hatiya)の 南 の ア ル ン ・ナ デ ィ川 上 流 域 周

辺 の言 語 で あ る。

　 2.　2.2・　2.26・　 北 ロル ン語(Northern　 Lorung;Lohorong,　 LSI　 LOhOrbng;自 称

　 　 　 　 　　 　 lorung/lohorung　 khap!kha,　 lohorong　 khap!kha(「 語 」))

　 Hanssonが 北 ロル ン語 と南 ロル ン語 に分 け る ロル ン語 に は,こ の他 に も``Dewan",

``Yakkhaba"
,``Yakkha",``Yakkhaba　 Lorung",``Yamphu",``Dangbami",``Da-

ngbami　 Khapung"等 の多 くの異 称 が あ るが,い ず れ も地 方 的 な呼 称 に 過 ぎな い か,

他 の言 語 集 団 の 呼 称 と同 じもの で あ り,ロ(ホ)ル ン語 の 呼 称 が この言 語 の 方 言 に 最 も

普 通 で あ るよ うで あ る とい われ る。

　 コ シ県 サ ンク ワサ バ郡 の 中央 部 で 話 され て い る比 較 的 ま と ま っ た言語 で あ る。Han-

ssonは この言 語 をHodgsonの 資料 中 の ロ ホ ロ ン語 と同定 して い る。

　 北 ロル ン語 域 の東 に位 置 し,独 自の 特徴 が幾 つ か み られ る ビク シ(Biksi,　 Biksit)方

言 を 除 け ば,残 る方言 の差 異 は僅 か で あ る とい う。

　 2.　2.2.2.　27.南 ロル ン語(Southern　 Lorung;Lohorong,　 LSI　LohOrbng;自 称 同上)

　 この言 語 は,主 に コ シ県 ダ ンク タ郡 の タ モ ル ・コ シ川 の 南 で話 され て い る言 語 で あ

る。

　 マ ナ ブ ドゥケ(Manabuduke)村 のゲ ッ シ ャ(Gessha)方 言 を 除 け ば,ダ ンク タ郡

の諸 方言 は非 常 に 同質 的 な よ うで あ る とい う。 しか し,主 要 分 布 域 外(モ ラ ン郡 の丘

陵 地 域,イ ラムIlam郡 南 部等)の 諸 方 言 は非 常 に異 な る と い う。
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　 2.・2・・2・　2.・28・　 ヤ ッカ語(Yakkha;自 称yakkha　 cea,　yakkhaba　 cea,　yakkhasala,

　　 　 　　 　　 　yakkhabasala(「 語 」);Yakha,　 LSI　Yakha;Dewan　 Sala)

　 ``yakkha!yakkhaba"の 自称 は,上 述 の ロル ン語 や ヤ ンペ語 に もみ られ た 呼称 で あ

る。``Dewan"4)の 呼 称 もあ るが,現 在 ヤ ッカ族 は 自 らを ラィ族 集 団で あ る と主 張 す

る とい う。

　 ヤ ッカ語 の 主要 分 布 域 は,コ シ県 サ ンク ワサ バ郡 の 南 部 とダ ンクタ 郡 の 北部 及 び 南

東 部 と され る。

　 主 要 分 布 域 外 の方 言 を 含 め,地 域 変 種 間 に僅 か な差 異 が あ るが,全 体 と して この 言

語 の文 法 及 び語 彙構 造 には ほん の少 しの相 違 が み られ るだ けで あ る とい う。

　 2・2・2・2・29・ ル ンバ ・ヤ ッカ語(Lumba。Yakkha;自 称yakkhaba　 cea(「 語 」))

　 ル ンバ ・ヤ ッカ族 は,ヤ ッカ 族 の一 下 位 部 族 で あ るが,そ の 「方 言 」 は,純 粋 な言

語 学 的観 点 か らは む しろ別 の 言語 とみ なせ る とい う。

　 この言 語 は,コ シ県 ダ ン クタ郡 の 北 端 の ジ ッ トプー ル(Jitpur)及 び マ レク(Ma-

rek)行 政 村 で 話 され て い る。

　 2・2・2・2・30・　 チ ンタ ン語(Chhingtang,　 Chingtang,　 Chhingtage;LSI　 Chhing-

　　 　 　　 　　 　tang;自 称Chintang　 rting(「 語」);Teli)

　 コ シ県 ダ ン クタ郡 の ア ン キサ ッラ(Ankhisalla)行 政 村 の アル ン ・ナ デ ィ川 とタ モ

ル ・コシ川 の 合 流 点 に近 い ダ ンダ ガ オ ン(Dandagaon)村 等 に昔 か ら住 ん で い る ライ

族 集 団 の 言語 で あ る。 この チ ンタ ン ・ラ イ族 はバ ンタ ワ族 の 下位 集 団で あ る と主 張 し,

実 際 その 言語 は,バ ンタ ワ語 の 強 い影 響 を 蒙 って い るが,こ の 影 響 は長 期 にわ た るチ

ンタ ン語 一 バ ンタ ワ語 の 「2変 種併 用 」5》の結 果 で あ ろ うとい う。 現 在 ほ とん どの チ ン

タ ン ・ライ族 の人 々 は,バ ンタ ワ語(ま た は ネパ ール 語)を 取 り入 れ,チ ンタ ン語 を

捨 て て しま った よ うで あ る とい う。 この言 語 もほ とん ど消 滅 して しま った言 語 の ひ と

つ で あ る。

2・　2・2・・2・・31・ ム ガ リ語(Mugali;自 称mugali　 ring(「 語 」))

　 この言 語 もヤ ッカ語 と自称 され る こ とが あ る と い う。

　 現 在 ム ガ リ語 は,コ シ県 ダ ン クタ郡 の ム ガ(Muga)行 政 村 で しか 話 され て お らず,

おそ ら く消滅 寸 前 の 言 語 の よ うで あ る。 この言 語 もバ ンタ ワ語 の 強 い影 響 を受 けて い

るが,別 起 源 の 言 語 で あ る こ と は明 らかで あ る とHanssonは 述 べ て い る。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ

　 Hanssonは ・ この言 語 がHodgsonの 資 料 中 の ラ ン ビチ ョン語(Lambichhong,

LSI　Lambichh6ng)に 相 当 す る と して い る。
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　 2・2・2・2・32・　 ベ ルハ リヤ語(Belhariya;自 称athpariya　 ring(「 語 」))

　 この言 語 は,コ シ県 ダ ンクタ郡 のダ ンクタ ・バ ジ ャール(Dhankuta　 Bajar)の 真 西

の ベル ハ ラ(Belhara)行 政村 に 住 む ア トパ リヤ ・ラィ族 の言 語 で,そ の 名前 通 り
,ベ

ルハ ラ村 で 話 され て い る。 ア トパ リヤ語 と 自称 は 同 じで,分 布 域 も近 い が
,両 言 語 に

は,特 に 文 法 面 で単 な る方 言 差以 上 の 差 異 が あ る と い う。

　 2・2・2・2・33・　 ア トパ リヤ語(Athpariya;自 称athpariya　 ring(「 語」))

　 この言語 は・ コ シ県 ダ ン クタ郡 のダ ン クタ ・バ ジ ャール と ダ ンク テ ィル(Dhanku-

tir)の 東 の バ ガオ ン(Bhagaon)行 政 村 で 話 され て い る 「ア トパ リヤ」 また は 「ア ト

パ レ(Athpare)・ ライ」 族 の 言語 で あ る。

　 ラィ族 の 間 で も,こ の言 語 は,最 も リン ブ語 的 ラィ語 と され て い るが,実 際 は,語

彙 と文 法 に お け る類 似 の程 度 に は ヤ ッカ語 の よ うな言語 に対 す るの と リン ブ語 に対 す

る の とで大 きな違 い は な く,殊 に,文 法 的 特徴 で は リン ブ語 とチ ャ ッタ レ ・リンブ語

とは っ き り と区別 され る と い う。

　 2・　2・・2・2・34・ パ ン ドゥ ワ リ語(Phangduwali;自 称phangduwali　 poti(「 語 」))

　 コ シ県 サ ン クワ サバ 郡 の パ ク リバ ス(Pakhribas)行 政 村 の 孤 立 した パ ン ドゥ ワ

(Phangduwa)村 だ けで 話 され て い る言 語 で あ る。

　 2・2・2・2・35・　 チ ュル ン語(Chhulung;自 称Ghftlting　 rthng(「 語」);Chilling;

　　　 　　　 　　 Chholung)

　 コシ県 ダ ンク タ郡 のア ン キサ ッラ行 政村 で 話 され て い る ライ族 の 言語 で あ る。 チ リ

ンは,ア ル ン ・ナ デ ィ川 の東 に住 む 幾 つ か の ライ部 族 集 団全 体 を 指 す 呼 称で あ る。 こ

の他 に も,他 の言 語 と も共 通 に``Lohorong","Teli"等 と呼 ばれ る とい う。

　 や は り同郡 で 話 され て い るパ ン ジ ュ語(Phanju,　 Phaju;自 称phanju　 reng(「 語 」))

は,こ の言 語 の僅 かに 異 な る方 言 で あ る とい う。

　 2・2・　2・　2・36・　 チ ャ ッタ レ ・ リン ブ語(Chhatthare,　 Chhatthare　 Limbu;自 称

Chatthore　 Yakthungba　 pan,　Chhattha　 pan,　Yakthungba　 pan(「 語 」)[jakuthuOba

pa'n])45)

　 コシ県 テ ラ トゥム(Terhathum)郡 南西 部 の ダ ンガ ッパ(DangapPa),チ ャ ッタ レ

・ポ カ リ(Chhatthare-Pokhari)
,ハ マル ジ ュ ン(Hamarj　 ung),オ カル ボ テ(Okhar-

bote)等 の 行 政 村 と ダ ン クタ郡 北 東 部 の タ ン ク ワ(Tangkhuwa),ハ テ ィ ドゥ ンゲ

(Hatidhungge),ビ ル ガ オ ン(Bhirgaon),バ ンチ ャ レ(Banchare)等 の 行 政 村 で話 さ

45)[WEIDERT＆SuBBA　 1985]と[DRIEM　 l987a]も 参照す る。　　　　　　　　　　 '
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れ て い る。 この言 語 は,通 常 は リンブ語 の 一 方 言 とさ れ る が,他 の リンブ語 方 言 と互

い に疎 通 せ ず,言 語 学 的観 点 か らは別 の言 語 と しな くて は な らな い とHanssonは 述

べ て い る。Driemも,チ ャ ッタ レ方 言 話 者 の リンブ語 が タ ン プ ラ(Tamphula)村 の

ペ ダ ッペ方 言話 者 に 実質 的に 全 く理 解 で きな い の を観 察 して お り,タ ンプ ラの村 人 は

遠 くチ ャ ッタ レ地 区 に住 む親 戚 とは ネパ ール 語 で 話 さな くて は な らな い ほ どで あ る と

い う。Hanssonは,こ の言 語 といわ ゆ る リンブ語 と は,同 源 形 共 有 率 は85%か ら90

%に 上 るが,指 示 代 名詞 や疑 問代 名 詞 の よ うな重 要 な機 能 語(function　 word)の 違 い

に 加 えて,音 韻 及 び 文 法面(接 尾 辞等)の 違 い が相 互理 解 を 妨 げ る原 因 の よ うで あ る

と述 べ て い る。

　 この言 語 の地 域 変 種 間 の差 異 は リンブ語 の場 合 に 比べ て 大 き い よ うで あ るが,相 互

理 解 が で きな い ほ どで な い と され て い る。Driemに よ れ ば この言 語 は通 常(通 俗 的

に)チ ャ ッタ レ ・ポ カ リとダ ンガ ッバ ト ・ホ モル ジ ュ ン　(DangapPat　 Homorjung)

の2つ の 下位 方 言 に 分 け られ る とい う。

　 2.2.　2.2.37.　 リンブ語(Limbu=LSI;自 称yaktugba　 pa°n,　yaktup　 pa'n(「 語 」))46》

　 既述 の よ うに,リ ンブ語 は,チ ャ ッタ レ方 言 を 除 けば,伝 統 的 に は パ ンタ レ(Pan-

thare,　 Psthare)ま た は パ ンチタ レ(Panchthare,　 Pacthare)方 言,ヤ ング ロ ッケ

(Yanggrokke,　 Yanggrokke)方 言,ペ ダ ッペ(PhedapPe,　 PhedapPe)方 言 とタ プ レ

ジ ュ ン(Taplej　 ung,　Taplejung)ま た は タモ ル コ ラ(Tamorkholea)方 言 の4方 言 に

分 か れ る と され るが,WeiderS＆Subba[1985]は ヤ ング ロ ッケ 方言 を パ ンタ レ方

言 の下 位 方言 とす る。 各 方言 の分 布 域 は次 の通 りで あ る。

　 ① 標 準 的 リン ブ語 で あ るパ ンタ レ方 言 の主 要 分 布 域 は,過 去 も現 在 もメ チ県 パ ン

チ タ ル(Panchthar)郡 で あ り,そ の西 限 はタ モル ・コ ラ川 で あ る。 現在 この方 言 は,

ネ パ ール と隣接 す る イ ン ドの シ ッキ ム州 と西 ベ ンガル 州 を 含 め た リン ブ語 域全 体 にわ

た る地 域 的で 限 定 的 な共 用 語 の 地位 に一 層 近 づ きつつ あ る とい わ れ る。

　 ヤ ン グmッ ケ方 言 は,パ ンチタ ル 郡 の 北部,イ ン ワ ・コ ラ(Ingwa　 Khola)川 の 支

流 の カ ベ リ(Kabeli)川 の南 の小 地 域 の方 言 で あ る。

　 ② 　 ペダ ッペ方言 は,コ シ県 テ ラ トゥム郡 の テ ラ トゥム ・バ ジ ャール(Tehrathum

Bajar)周 辺 で 話 されて い る。

　 ③ 　 タ プ レジ ュ ン方 言 は,メ チ県 タ プ レジ ュ ン郡 で話 され て い る方 言 で あ り,メ ワ

・コ ラ(Mewa　 Khola)川 流域 の諸 方言 とタ モル ・コ ラ川 流 域(特 に,タ ッペ タ ック

TapPethakと イ カ ブIkhabuの 両 行 政 村)及 び 同郡 の南 部 丘 陵地 帯 の諸 方 言 等 か ら

46)[WEmERT＆SuBBA　 1985]と[DRIEM　 1987a]も 参照する。
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な り,全 体 的 名 称 は タ モル コ ラ方 言 で あ る と もい わ れ る。

　 リン ブ語 は,イ ン ドの東 ネパ ール との 隣接 地 方 で も広 く話 され,シ ッキ ムで は,リ

ンブ語 は地 方 語 と して小 学 校 段 階 で選 択 科 目 とな って い るほ ど であ る とい う。

　2.2.2.2.38.サ ー ム語(Saam)

　 サ ー ム語 は,『 エ ス ノ ロー グ』(1984)に コ シ県 サ ン ク ワサバ 郡 の言 語 と して 登録 さ

れ て い る。 しか し,Hanssonに よれ ば,東 部 開 発地 域 の 言語 調 査 で は 同郡 に サ ー ム語

の 名称 の言 語 は見 当た らなか った が,メ チ県 イ ラム郡 や タ ライ地 方 の 少 数 の老 齢者 か

ら``Sama　 kha","Samakulung",``Sambya"と い った 呼 称 の 残存 方 言 資料 が収 録

さ れ た とい う。 更 に,彼 は,こ れ らの諸 変 種 が相 互 に近 い 関 係 に あ った よ うで あ り,

イ ラム郡 の この言 語 を話 す部 族 集 団 が サ ン ク ワサバ 郡 西 部 か コ シ県 ポ ジ ュ プー ル郡 の

北端 部 か ら移 住 した 部族 集 団 の 末 商 で あ る と考 え られ る と述 べ て い る。 この言 語 も消

滅 寸 前 の言 語 で あ る。

　2.2.2.2.　 39.　 リン キム語(Lingkhim)

　 この 言語 は,メ チ県 イ ラム郡 の ス ンベ ック(Sumbek)村 で 採 録 され た僅 か な語 彙 だ

けで 知 られ る消滅 寸 前 の 言語 で あ る。

　 2.2.　2.2.40.　 デ イマ ール 語(Dhima1,　 LS1　Dhimal)47)

　 コ シ県 モ ラ ン郡 か らメ チ県 ジ ャパ 郡 にか けて の ロハ ン ドラ　 (Lohandra)川 とメ チ

川 の間 の27行 政村 で主 に話 され て い る言 語 で あ る。 デ ィマ ー ル 族 の 住 居 は,チ ュ レ

(Chure)山 脈 の 山 麓 沿 い に点 在 して い る と い う。

　 1961年 の イ ン ドの 国勢 調 査 で は西 ベ ン ガル 州 で11人 の デ ィマ ール 語 話 者 が 登録 さ れ

て い る。 イ ン ドの シ リグ リ(Siliguri)及 び ジ ャル パ イ グ リ(Jalpaiguri)地 方 に も少

数 の デ ィマ ール族 が み られ る とい う。R・R.　 Regmi[1985]の 調 査(1981)で は,主

要 分 布 域 の デ ィマ ール族 人 口 は2,783人 とな って い る。

　 2.2.3.　 イ ン ド東 北 部

　 2.2.3.1.　 シ ッキ ム州 と西 ベ ンガ ル 州

　 2.2.3.1.1.　 レプ チ ャ語(Lepcha=LS1;Rong,.LS1　 R6ng)48)

　 イ ン ドの シ ッキ ム州 と西 ベ ンガ ル 州 の ダ ー ジ リン(Darjeeling)周 辺 が この言 語 の 主

要分 布 域 で あ るが,西 ネパ ール の メチ 県 の東 部 と南 部 に も レプ チ ャ語 話 者 が み られ る。

47)[REGMI　 l985]も 参照する。　　　　　　　　　 　　 '

48)[GoanR　 19672]と 『言語学大辞典 』(第3巻)【1991年 刊行】の 「レプチ ャ語」(長 野泰彦執

　 筆)も 参照する。 なお,ダ ージ リンも,1835年 に英国の東 イン ド会社に割譲 されるまで は,旧

　 シッキム王国の一部であ った。

　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 307



㊤。
O
o◎

圖
旨
湘
餅
態
璃
薄
露
車
識
艶
略

図1 ネ パ ー ル 行 政 区 分(県 ・郡)

一
㎝
瞭

一



①

　　　　　　　　 表1　 ライ ・リ ンブ語 系 【=キ ラ ンh諸 語】 の分 類表

　 未 分 類 の47ポ ル マ チ ャ語(Polmacha)(メ チ県)を 除 く,ラ イ ・リンブ語 系 の 各 下位

語 群 の主 要 分布 域 は次 の 通 りで あ る。

西 部 ライ語 群 【=西部 キ ラ ン ト語 群 】(No・31～No・40及 びNo・68)

主 要 分 布 域 は,ハ ユ語 の分 布 域 が バ グ マ テ ィ県(Bagmati　 z・ne)の 西部 にか か り,リ ンキ ム

　 語 の そ れ が と メ チ県(Mechi　 zone)で あ る以 外 は,す べて ジ ャナ クプ ール 県(Janakpur　 zone)

　 と サガ ル マ タ県(Sagarmatha)に 含 まれ る。

　　 31ハ ユ 語(Hayu),32ス ン ワル語(Sunwar),33チ ョー ラセ語(Chourase),34バ ヒ ン語(Ba・

　 hing),35ト ゥル ン語(Thulung),36カ リ ン語(Khaling),37ジ ェル ン語(Jerung),38テ ィル ン

　 語(Tilung),39ド ゥ ミ語(Dumi),40コ イ語(Koi),68リ ンキ ム語(Lingkhim)

② 　 東 部 ライ語 群 【=中央 キ ラ ン ト語 群 】(No.41～No.52【-No・47】 及 びNo.67

　　 主 要 分布:域 は,サ ー ム語 の 分 布 域 が?コ シ県 と メ チ県 で あ る以 外 は,す べ て サ ガ ル マ タ県

　 と コ シ県 に含 まれ る。

　　 41ク ル ン語(Kulung),42ナ チ ェ リ ン語(Nachhering),43チ ュク ワ語(Chukwa),44西 メ オハ

　 ン語(Western　 Meohang),45東 メオハ ン語(Eastern　 Meohang),46チ ャ ム リン語(Ghamling)

　 48プ マ語(Puma),49サ ンパ ン語(Sangpang),50バ ンタ ワ語(Bantawa),51ド ゥ ンマ リ語

　 (Dungmali),52ワ リン語(Waling),67サ ー ム語(Saam)

③ リンブ語 群 【=東部 キ ラ ン ト語 群 】(No.53～No.66)

　　 主 要 分 布 域 は,コ シ県 と メチ 県 に含 ま れ るが,リ ンブ語 の そ れ は,イ ン ドの シ ッキ ム州 及

　 び 西 ベ ンガ ル州 の 北 西部 も含 む 。

　　 53ヤ ンプ語(Yamphu),54ヤ ンペ 語(Yamphe),55北nル ン語(Northern　 Lorung),56南 ロル

　 ン語(southern　 Lorung),57ヤ ッカ 語CYakkha),58ル ンバ ・ヤ ッカ語(Lumba-Yakkha),59チ

　 ンタ ン語(Chhingtang)・60!EZti__iJ'i9(Muga]i)・61ざ ルハ リLセ蚕(Belhariya),62ア トパ リヤ超

　 (Athpariya),63パ ン ドゥワ リ語(Phangduwali),64チ ュル ン語(Ghhulung),65チ ャ ッタ レ ・

　 リ ンブ 語(Chhatthare　 Limbu),66リ ンブ語(Limbu)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒマラヤ諸語の分布概念図(2)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【ネパール及びインド北東部:シ ッキム州及び西ベンガル州】
ヒマラヤ諸語名

【言語名の後 に(L)の 付せ られた言語 はLSIに その資料 が含まれているている言語である。 しか し,実 際には,同 一言語 と認 め られて も,こ こに挙げた言語名は必ず しもLSIで の名称 と一致 し

ない。なお,ラ イ ・リンブ語系言語 の分布に関 して は,表1と2を 参照せよ。】

(2)ネ パ ー ル及 び イ ン ド北 東部 の ヒマ ラヤ 諸語

　 15カ ム語(Kham)

　 16カ イ ケ語(Kaikc)

　 17チ ャ ンテ ル語(Ghantel)

　 18マ ガ ル語L(Magar;LSI　 Magari,　 Magar,　 Mangar)

　 19タ カ リ語L(Thakali)

　 【=タ ク シ ャ語(LSI　 Thaksya)】

　 20マ ル フ ア語(Marpha)

　 21シ ヤ ン語(Syang)

　 22グ ル ン語L(Gurung=LSI)

　 23マ ナ ン語(Manang)

　 24ナ ル語(Nar)

　 25ガ レ語(Ghale)

　 26チ ェパ ン語L(Ghepang;LSI　 Chepang)

　 27プ ラ ム語L(Bhramu;LSI　 Bhramu)

　 28タ マ ン語L(Tamang)

　 【ニム ル ミ語(乙 ∬Murmi)】

　 29ネ ワ ル語L(NeWar;LSI　 Newari)

　 30タ ミ語L(Thami;LSI　 Thami)

　 31ハ ユ語L(Hayu)

　 【=ヴ ァユ語(Vayu;LSI　 Vayu)1ワ ユ 語(Wayu)】

　 32ス ンワル語L(Sunwar;LSI　 Sunwar!Sunuwar)

　 33チ ョー ラセ語L(Chourase;LSI　 ChouraSya)

　 【=ウ ンブ レ語(Umbule)】

34バ ヒ ン語L(Bahin9;LSI　 Bahing)

【=バ イ ン語(Baing)fル ム ダ リ語(Rumdali)】

35ト ウル ン語L(Thulung;∬I　 ThOlung)

36カ リ ン語L(Khaling;LSI　 Khaling)

37ジ ェ ル ン語(Jerung)

38テ ィ ル ン語(Tilung)

39ド ゥ ミ語L(Dumi;LSI　 DUmi)
,

40コ イ 語(Koi)L【=LS1　 Rai】

41ク ル ン語L(Kulung;LSI　 KUIung)

42ナ チ ェ リ ン語L(Nachhering;LSI　 Nachhereng)

43チ ュ ク ワ語(Chukwa)

44西 メ オ ハ ン語(Western　 Meohang)

45東 メ オ ハ ン語(Eastern　 Meohang),

46チ ャ ム リ ン語L(Chamling;LSIChamling)

【=ロ ド ン語(Rodong;L∬R6d6ng)】

47ポ ル マ チ ャ語(Polmacha)

48プ マ 語(Puma)

49サ ンパ ン語L(Sangpang;五 ∬Sangpan9)

50バ ンタ ワ語(BantaWa;LSI　 Bontawa)

【?=ル ン チ ェ ン ブ ン語L(Rungchhenbung;LSI　 RUngchhen.

　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 bUn9)】

51ド ゥ ン マ リ語L(Dungmali;五57　 mngmali)

52ワ リ ン語L(Waiing;LS1　 waling)

53ヤ ン プ 語(Yamphu)

54ヤ ン ペ 語(Yamphe)

55北 ロ ル ン語L(Northern　 I・orung【Lohorong;LSI　 Lδh6r6ng)】

56南 ロ ル ン語L(Southern　 Lorung【Lohorong;LSI　 L6hδr6ng)】

57ヤ ッ カ 語L(Yakkha)

【=ヤ カ 語(Yakha;LSI　 Yakha)】

58ル ンバ ・ヤ ッ カ 語(Lumba-Yakkha)

59チ ンタ ン語L(Chhingtang;L∬Chhingtang)

60ム ガ リ語L(Mugali)

【ニラ ン ビ チ ョ ン語(Lambichhong;LS1　 Lambichh6ng)】

61ベ ル ハ リヤ 語(Belhariya)

s2ア トパ リャ 語(Athpariya)

63パ ン ド ゥ ワ リ語(Phangduwali)

64チ ュ ル ン語(Chhulung)

【=パ ン ジ ュ語(Phanju)】

65チ ャ ッ タ レ ・ リ ンブ 語(Chhatthare　 Limbu)

66リ ン ブ 語L(Limbu=LS1)

67サ ー ム 語(Saam)

68リ ン キ ム 語(Lingkhim)

69デ イ マ ー ル 語L(Dhimal;LSI　 Dhimal)

?oレ プ チ ャ語LLepcha=LSI)

【=ロ ン 語(Rong;.LSJ　 R6ng)】

71ト ト語L(Toto;LSI　 T6t6)



西 ヒマ ラヤ諸語の分布 と分類(上)

表2 東ネパールの ヒマラヤ諸語の主要分布域

Language　 Names(言 語 名)

30タ ミ語L(Thami)

31ノ、ユ 語L(Hayu)

32ス ンワル語L(Sunwar)

33チ ョー ラ セ 語L(Chourase)

34バ ヒン語L(Bahing)

35ト ゥル ン語L(Thulung)

36カ リ ン語L(Khaling)

3?ジ ェル ン語(Jerung)

38テ ィル ン語(Tilung)

39ド ゥ ミ語L(Dumi)

40コ イ語(Koi)

41ク ル ン語L(Kulung)

42ナ チ ェ リ ン語L(Nachhering)

43チ ュ ク ワ 語(Ghukwa)

44西 メ オ ハ ン語(Western　 Meohang)

45東 メ オ ハ ン語(Ea弓tern　 Meohang)

46チ ャ ム リ ン語L(Cham1量ng)

47ポ ル マ チ ャ語(Polmacha)

48プ マ 語(Puma)

49サ ンパ ン 語L(Sangpang)

50バ ンタ ワ語(Bantawa)

51ド ウ ン マ リ語L(Dungmali)

52ワ リ ン語L(Waling)

53ヤ ン プ 語(Yamphu)

54ヤ ン ペ 語(Yamphe)

55北 ロ ル ン語L(Northern　 Lorung)

56南 ロ ル ン語L(Southern　 Lorung)

57ヤ ッカ 語L(Yakkha)

58ル ンバ ・ヤ ッ カ語(Lumba-Yakkha)

59チ ンタ ン語L(Ghhingtang)

6Gム ガ リ語(Mugali)

61ベ ル ハ リヤ 語(Belhariya)

Main　 Area　 of　Distribution(主 要 分 布 域)

District(s)(郡)

Dolakha,  Sindhuli 

Kabre Palanchok 

Ramechhap 
Ramechhap, Dolakha 

Okhaldhunga 

Okhaldhunga, Udayapur, 

Khotang 

Solukhumbu, Okhaldhunga 

Solukhumbu, Okhaldhunga, 
Khotang 

Solukhumbu 

Sindhuli 

Okhaldhunga 
Khotang 

Khotang 

Khotang 

Solukhumbu 

Sankhuwasabha, Bhojpur 
Khotang 

Bhojpur 

Sankhuwasabha 

Sankhuwasabha 
Khotang, Udayapur 

Taplejung 

Khotang 

Khotang 
Bhojpur 

Khotang, Udayapur 

Bhojpur 

Sunsari, Dhankuta 
Bhojpur 

Bhojpur 

Sankhuwasabha 

Sankhuwasabha 

Sankhuwasabha 
Dhankuta 

Sankhuwasabha, Dhankuta 

Dhankuta 

Dhankuta 

Dhankuta 
Dhankuta

Zone(s)(県)

 Janakpur 
Bagmati 

Janakpur 
 Janakpur 
Sagarmatha 
Sagarmatha

Sagarmatha 

Sagarmatha

Sagarmatha 

 Janakpur 
Sagarmatha 

Sagarmatha 
Sagarmatha 

Sagarmatha 

Sagarmatha 

Kosi 
Sagarmatha 

Kosi 

Kosi 

Kosi 
Sagarmatha 

Mechi 

Sagarmatha 

Sagarmatha 
Kosi 

Sagarmatha 

Kosi 
Kosi 

Kosi 

Kosi 

Kosi 

Kosi 
Kosi 

Kosi 

Kosi 

Kosi 
Kosi 

Kosi 

Kosi
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62ア トパ リ ヤ 語(Athpariya)

63パ ン ド ゥ ワ リ言吾(Phangduwali)

64チ ュ ル ン語(Chhulung)

65チ ャ ッ タ レ ・ リ ン ブ 語(Chhatthare　 Limbu)

66リ ンブ 語L(Limbu)

67サ ー ム語(Saam)

68リ ンキ ム語(Lingkhim)

69デ イマ ール 語L(Dhimal)

 Dhankuta 

Sankhuwasabha 

Dhankuta 

Terhathum, Dhankuta 

Terhathum, 
Taplejung, Panchthar 

Sikkim, West Bengal 

?Sankhuwasabha 
 Ilam 

 Ilam 

Morang 

Jhapa

Kosi 

Kosi 

Kosi 

Kosi 

Kosi 

Mechi 

India 

 Kosi 

Mechi 

Mechi 

Kosi 

 Merh  i

　 ネパ ール 国 内 の レプ チ ャ語 の 母 語 人 口は,1961年 の 国 勢 調 査 で1,272人 とな って い

る。 【母 語 人 口:(イ ン ド)23,706人(1961)】

　2.2.3.1.2.　 ト ト語(Toto,　 LS1　T6婁6)

　 イ ン ドの 西 ベ ンガル 州 ジ ャル パ イグ リ地 方 で 話 され て い る言 語 で あ る。【母 語 人 口:

383人(1961)】

　 既 述 の よ うに,東 ネ パ ール の ライ ・リ ンブ語 系 の言 語 の分 布 は,極 めて 複 雑 で あ り,

幾 つ か の言 語 に つ い て は そ の方 言 分 類 も複 雑 で あ る。 次 に,ラ ィ語 系 言 語 の 中で も最

大 の 言語 で あ るバ ンタ ワ語 【Rai(1985)は そ の母 語 人 口を 約35,000人 と推 定 】を 例 に

と って そ の分 布 と方 言 分 類 を みて み る と次 の 通 りで あ る。

1.　 主 要 分布 域 の諸 方 言:

1.東 部 ま た は ダ ン クタ方 言:コ シ県 ス ンサ リ郡 の ム ガ,チ ュン バ ン(Chung・

　　 　bang>,コ ク(Khoku),チ ンタ ン(Chhintang),ア ハ レ(Ahale),ベ デ タ ール

　　 　(Bhcdetar),バ ラハ チ ェ トラ(Barahachhetra),パ ンチ ャ カニ ャ(Panchaka-

　　 　nya),ブ デ ィモ ラ ン(Budimorang)の 諸 方 言,メ チ 県 イ ラム 郡 の ル ンス ン

　　 　(Rungsung>村 のル バ ン チ ャ(Rubancha)部 族 の方 言 等

2.南 部方 言 【特 に 東 部 へ の移 住 者 の間 で 「ハ ンキ ム(Hangkhim)(部 族 名)」 方

　　 　言 と呼 ば れて い る】:

　　 i,　 西 部 下 位方 言 群:コ シ県 ポ ジ ュ プ ール郡 の南 西 地 域 の バ ラ ンカ(Balankha),

　　 　　バ シ コ ラ(Basikhora),ド ゥ ムマ ナ(Dummana),ハ サ ンプ ール(Hasanpur),

　　 　　パ ンチ ャ(Pangcha),パ ワ ラ(Pawala),テ ィ ンデ ィ ンカ(Thingdingkha)

　　 　　等 の行 政 村 の諸 方 言
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西　　ヒマラヤ諸語の分布 と分類(上)

　 　丘　 東 部 下 位 方 言 群:

　 　 　a・　 ポ ジ ュプ ール 郡 南東 地 域 の ホ ムタ ン ・シン ドゥ ラ ン(Homtang-Sindrang),

　 　 　 　　バ トレパ ニ(Patlepani),ラ ニバ ス(Ranibas)(ソ ヤ ンSoyang部 族)等 の

　 　 　 　　諸 方 言

　 　 　b・　 ウダ ヤ プ ール 郡 北 西 地 域 の バ サハ(Basaha),チ ャウダ ンデ ィ(Chaudan-

　 　 　 　　di),カ トゥン ジ ェ(Katunje),モ イナ モ イ ニ(Moinamoini)等 の諸 村 の 方

　 　 　 　　言(東 部 方 言 と南 部方 言 の 中間 的方 言)

3.西 部 方 言:サ ガル マ タ県 コタ ン郡 の ほ とん どの 方 言(カ フ レバ ン ジ ャ ンKahule

　 　 　Bhanjyang,リ ク ワLikuwa(デ ィクパDikhupa部 族),オ プル カOPlukha,

　 　 　サ ワカ タハ リSawa　 Katahari等 の諸 方 言)と コ シ県 ポ ジ ュ プー ル郡 の オ ク レ

　 　 　(Okhre)行 政 村 の メ ク ・レグ ン(Mekhu　 Legun)(部 族 名)方 言 及 び 同郡 の コ

　 　 　 ッ ト(Kot)行 政 村 の い わ ゆ る 「ヤ ンマ(Yangma)」(部 族 名)方 言(こ の下 位

　 　 　方 言 群 の 周辺 的方 言)

4.　 中央 方 言:北 部 方 言 と南 部方 言 の 中間 的方 言

　 　i.　 「よ り南 部 方 言 的 」 下 位方 言:バ イ ク ンテ(Baikunthe),ダ ル ガ オ ン(Da1-

　 　 　 　gaon),ド ドゥ レカ ニ(Dodhlekani),コ ッ ト及 び レ ッカル ケ(Lekkharke)

　 　 　 　等 の行 政 村 の 諸 方 言(「 ワ ナ(Wana)」(部 族 名)方 言?)

　 　ii,　 「よ り北 部 方言 的 」下 位 方 言:バ イ ン シパ ンカ(Bhainsipankha),ポ ジ ュプ

　 　 　 　ー ル,ボ キ ム(Bokhim)等 の行 政 村 の 「ボ キ ム」(部 族 名)方 言

5.　 北部 方 言 【東 部 へ の移 住者 の間 で しば しば デ ィパ リ(Dipali)(部 族 名)ま た は

　 　 　チ ナ ムケ リ(Chhinamkheli)(部 族 名)と 呼 ばれ る】:ポ ジ ュ プ ール郡 の ア ン ナ

　 　 　プル ナ(Annapurna),チ ナマ ク,ヘ ラ ウ ンチ ャ(Helaungcha),グ プ テ ス ウ ォ

　 　 　ール(Gupteswor),カ ワ(Khawa),ナ ギ(Nagi),シ ッデス ウ ォ　一一ル(Sidde-

　 　 　swor),テ ィ ンマ(Timma)等 の行 政 村 の諸 方 言

III.　主要 分 布 域 外 の 諸 方言:

6,　 「ア ムチ ョケ(Amchoke)(部 族 名)」 方言:メ チ県 の イ ラム 郡 とパ ン チ タ ール

　 　 　郡 に散 在 す る方 言

7.　 「ロ ンマ ハ ン(Rongmahang)デ ィパ リ(部 族 名)」方 言 【「ル ンマ(Rungma)」 ま

　 　 　た は 「ル ン(Rung)」(部 族 名)方 言 と も呼 ば れ る 】:パ ンチ タ ール 郡 の方 言

Hanssonは,更 に31部族名を挙げてこれらの部族が共通方言群と大差のないバンタ

ワ語方言を話すと述べている。

　さまざまな民族や部族が同じ地域,同 じ村に共住 し,ネ パール語またはその地域の
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主要民族の言語を共用語としながらも,複 数の言語が同時に使用されているといった

状況は,程 度の差こそあれ,山 間僻地を除き,現 在のネパール全土にみられる状況で

あろうと思われるが,具 体的な言語使用状況に関する社会言語学的研究は僅かである。

この他にも,ネ パールは,言 語接触による言語の干渉,変 化,消 滅といった興味ある

現象のいわば実験場の観があり,言 語の語彙収集や音韻 ・文法の記述研究以外にこの

ような分野でも今後調査研究が行われることが望ましい。

　既に述べたさまざまな理由からヒマラヤ諸語の話者人口の信頼できる数字を挙げる

ことは不可能であるが,一 応の目安としてこれまでに挙げた数字を単純に総計すると,

約189万 人となるが,1960年 代以降にまたはそれ以前にも母語人口が不明の言語 もあ

るので,全 体として190万 人ほどとしておく。ネAe一ルの少数民族言語の場合には,

その話者数は常に減少傾向にあり,お そらくこの現象はインドの少数民族言語につい

ても同じ傾向がみられるのではないかと思われる。 従 って,現 時点(1990年)で は,

1981年 のインドとネパール両国の国勢調査当時よりもヒマラヤ諸語の母語人口はむし

ろ減少していると考えなくてはならないであろう。

3.ヒ マ ラヤ諸語研究の現状 と資料

3.1.　 1960年 代前半 まで の概 観

　 19世 紀 初 頭 に ヒマ ラヤ諸 語 の資 料 の 広 範 な収 集 と研 究 が始 ま って既 に1世 紀 半 を 越

え る歳 月 が経 った。 しか し,1960年 代 ま で に公 刊 され た ヒマ ラヤ諸 語 の 研究 論 文 は,

それ に含 ま れ る言 語 数 に 比 してあ ま りに も少 な く,い くつ か の言 語 を 除 けば,収 集 さ

れ た資料 は,質 量 共 に現 在 の言 語 学 的 基 準 か らみれ ば,決 して満 足 で き る もので は な

か った。 これ は,ヒ マ ラヤ諸 語 の言 語 が,ネ ワル語 以 外 は 「未 開 の(wild)」 部族 の言

語 で あ った とい うだ けで な く,そ の 多 くが 国境 に ほ ど近 い大 ヒマ ラヤ 山脈 の 奥深 い谷

間 で 話 され て お り,ネ パ ール に至 って は,1950年 代 まで 鎖 国 状 態 であ っ た とい う事 情

に よ る もの で あ ろ う。

　 この よ うな 状 況 に もか かわ らず,ヒ マ ラ ヤ諸 語 に つ いて あ る程 度 の情 報 が得 られ る

よ うに な った の は,19世 紀 に ネパ ール 及 び ネパ ー ル 以東 の ヒマ ラ ヤ地 域 か ら中国 に か

けて の広 大 な 地 域 で話 され て い る多 くの チ ベ ッ ト ・ビル マ 語 系 言 語 の 資料 を採 録 した

B.H.　 Hodgson,マ ガル語 の概 説 を著 したJ.　Beams,リ ン ブ語 や レプ チ ャ語 の 資料 を

残 したA.Campbell,リ ンブ語 の辞 書 の著 者H.　 W.　 R.　Seniorや レプ チ ャ語 の 辞書

と文 法書 を著 したG.B.　 Mainwaring,19世 紀 後 半 か ら20世 紀 初 頭 に か けて イ ン ド北
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西 部 の ヒマ ラヤ諸 語 を 調 査 ・研究 した 人 々,A.　 H.　Francke,　 H・A・Jaschke(こ の

2人 はむ しろ チ ベ ッ ト語 学 者 と して著 名),J.　 D.　cunningham,　 A・Gerard,　 A・H・

Diack,　 T.　R.　JoshiやT.　 G.　Bailey等(い ず れ も本 業 は軍 人,行 政 官,技 術 者 あ る

い は宣 教 師)の 努 力 に よ る もので あ った 。 ま た,こ の時 期 に ネ ワル語 研 究 や ヒマ ラ ヤ

諸語 を 含 め た広 範 な 通 時 的 研究 を行 ったA.Conradyと,　 S・Konowに 先 立 ち イ ン

ドの チ ベ ッ ト ・ビル マ 語 系 言 語 の系 統 的 分 類 を試 み たE.L.　 Brandrethの 名 前 も忘 れ

て はな らな い。Konowの 編 纂 に な るLSIの 第 皿巻 第1部 は,い わ ば,こ の 第1期 の

ヒマ ラ ヤ諸 語 研究 の集 大 成 と いえ る もので あ った 。

　 これ に続 く,1960年 代 ま で の ヒマ ラヤ諸 語 研 究 の第2期 とい え る数十 年 間 は,資 料

の収 集 で は,第1期 と比 べ て,遙 か に 実 りの少 な い時 期 で あ った 。S・N・Wolfenden

が イ ン ドで 採 録 した 東 ネパ ール の い くつ か の ヒマ ラ ヤ諸 語 に 関 す る資 料 以 外 に は,

J.Burton-Pageの グル ン語 の 音韻 に 関 す る 小論 文 位 しか この 時 期 に 公 刊 され た資 料

はな い 。 この 時期 は,む しろR.Shaferの ヒマ ラ ヤ諸語 の系 統 的分 類 に 関 す る 優 れ た

通 時 言 語 学 的 研究 とH.Jergensenの 古 典 ネ ワル 語 の 辞 書 や文 法 書 の編 纂 で代 表 され

る時 期 で あ る とい え よ う49)。

3.2.　 1960年 代後 半以 降 の研究 概観

　 ヒマ ラヤ諸 語 研 究 の み な らず,ヒ マ ラ ヤ地 域研 究 を 大 き く発 展 さ せ た歴 史 的事 象 を

挙 げ る とす れ ば,そ れ は1951年 の ネパ ール の 王 政復 古 であ り,そ れ に続 くネパ ー ル の

開 国で あ る。 これ を契 機 に,社 会 科 学,自 然科 学 の 多 くの 専 門家 が研 究 の た め に ネ パ

ール を 訪 れ る よ うに な る。

　 1960年 代 以 降 の第3期 の ヒマ ラヤ諸 語 の 本 格 的実 地 調 査 ・研究 は,現 地語 の 文字 化

や 聖書 の 現地 語 で の 翻 訳 を 目標 とす る言 語 学 者 の 世 界 的 組 織Summer　 Institute　of

Linguistics(=SIL)が ネパ ール の トリブ ワ ン大 学(Tribhuvan　 University)と 共 同 し

て 行 った 「ネ パ ール の言 語 調 査(Linguistic　 Survey　 of　Nepal)」 プ ロ ジ ェク トに始 ま

る とい え よ う50)。

49)こ こに挙げた諸学者の論著は,後 でその内容に直接触 れるもの以外 は参考文献に含めていな

　 いが,[SHAvaR　 l957,1963;HuFFMAN　 1986]ま たは[HALE　 l982]を 参照されたい。

50)1969年 の12月,筆 者 がネパ ールを訪れた頃は丁度SILの 調査が始ま って聞もない頃で あり,

　 トリブワ ン大学のキルテ ィプール(Kirtipur)・ キ ャンパ スでの ワーク ・ショップ等も大変活気

　 に浴れていた。当時既にS皿 、のメ ンバーで カ リン語 を調査 して いた鳥羽季義氏,Ghief　Consul-

　 tantで あ ったE.　A.　Hale氏 等数名のSILの 研究者にお会いできたの もこの時であ った 。翌年

　 3月 にかけて のネパール滞在中,両 氏にはいろいろ とお世話にな り,そ の後 も資料等お送 り頂

　 いたことを記 し,こ こに改めて謝意を表 したい。　　 　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　 /
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　 1978年 に この プmジ ェ ク トは 中止 され,SILの ネパ ール 支 部 も撤 収 す るが,1981年

か ら1987年 に は 同大 学 と西 ドイ ツが提 携 して,薪 た な 「ネパ ール の言 語 調 査 」 プ ロ ジ

ェ ク トが 行 わ れ た。SILの プ ロ ジ ェク トは,ネ パ ー ル全 土 のあ ら ゆ る系 統 の言 語 を調

査 対 象 と した の に対 して,西 ドイ ツ の それ は,対 象 を 「東 部 開 発地 域(Eastern　 De-

velopment　 Region)」(東 ネパー ル)の4県(zone)16郡(district)の 諸 言 語 に 限 定 し

た よ り肌 理 の 細 か い方 言 調 査 の 形 式 を取 った。

　 SIL所 属 の言 語 学 者 に よ る最初 の プ ロ ジ ェ ク トの成 果 は,既 に 数 多 くの論 文 ・著書

と して 発 表 され て お り,ヒ マ ラ ヤ諸 語 研究 の発 展 に 大 き く貢献 して 来 た。 現 在 も,当

時 ネパ ール で 直接 調査 研 究 に 当 った言 語 学 者 で,SIL撤 収 後 も個人 的 に ネパ ール を訪

れ,調 査 研究 を 継 続 して い る人 々が い る。西 ドイ ッの プ ロ ジ ェク トの 成 果 は,現 在 ま

で に 数編 の論 文 と著 書 が 公 刊 され た に過 ぎな い。 こ の プ ロ ジ ェ ク トで は,新 しい 試 み

と して,調 査者 に 西 ドイ ツ とネ パ ール の言語 学者 に訓 練 され た い わ ば 「素 人 の 」 ネパ

ール 人 を採 用 して 行 わ れ た が,そ の結 果,不 幸 に して,採 録 され た 資料 の質 に問 題 の

あ る もの もあ る と いわ れ る。 しか し,そ の プ ロ ジ ェク トで 集 め られ た資 料 の量 は膨大

で あ り,今 後 それ を 利 用 した 多 くの成 果 が 期 待 され る。 ま た,こ の2つ の プ ロ ジ ェ ク

　 トを通 して,数 名 の ネパ ール 人言 語 学 者 が 育成 され た こと も特 筆 に 値 す る。 これ まで

に この両 プ ロ ジ ェ ク トに参 加 した 言語 学者 以 外 の 者 も含 め,ネ パ ール を訪 れ た 欧米 諸

国(特 に,米 国,英 国,フ ランス,西 ドイ ツ,オ ース トラ リア)及 び イ ン ド,ネ パ ー

ル,日 本等 の言 語 学 者 に よ り多 くの ヒマ ラヤ諸語 の 調 査 研究 が進 め られ て 来 た。 現 在,

言 語 学 者 の 関心 は,特 に東 ネパ ー ル 地 域 の ヒマ ラ ヤ諸 語 の 「代 名 詞 化 」 言 語 に 寄 せ ら

れ て い る。

　 最 後 に,前 二 者 とは異 な り,文 献 学 的 色彩 の強 い もの で あ るが,現 在 進 行 中 の プ ロ

ジ ェク トと して,「 古 典 ネ ワル語 辞 典(Classical　 Newari　 Dictionary)」 プ ロ ジ ェ ク ト

が挙 げ られ る。 この プ ロ ジ ェク トは,ネ パ ール 人言 語 学 者K.P・Mallaを 代 表 者 とす

る 「ネ ワル 語 辞典 委員 会(Nepal　 Bhasha(Newari)Dictionary　 Committee)」 に よ り

1983年 に始 め られ た。 当初Amarasirphaの 編 纂 した 『サ ンス ク リ ッ ト ・ネ ワル 辞 典

＼　 　カ トマ ンズで鳥羽氏やHale氏 に会 うまではSILの 調査につ いて 日本でなに も聞いていなか

　 　 ったので大変驚いた次第である。筆者は,ヒ マ ラヤ諸語でも1つ2つ 聞ければといった気持で

　 　デ リーで購入 したばか りLSIの 第3巻 の第1部(復 刻版)だ けを持 ってカ トマ ンズ入 りを した。

　 　滞在中にせ めて ヒマ ラヤ諸語 の分布を概念的にで も把握 しよ うと努力 したが,ま ずま ともな地

　 　図がなか った ことや多 くの言語 の分布域 が当時まだ はっきりしていなかった こともあ り,結 局

　 　あま り分か らないまま帰国 した 。20年 経 った現在,幾 つかの言語を除き,20年 前までには全 く

　 　知 られていなか った言語 も含 め,そ の分布概念がほぼ正確に掴 めるよ うにな ったことを思 うと

　 　感慨深い ものがある。本稿の始 めに 「隔世 の感」 があ ると述べたが,筆 者に とっては これは実

　 　感なのである。
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(AmarakoSa)』 の11種 の写 本(1381～1711)等 を基 に 古典 ネ ワル 語 辞 典 の 編 纂 を行 っ

た が,1985年 に ほぼ完 了 し,1986年 以 降 は,第2段 階 と して,文 学,歴 史,法 律等 の

さま ざ ま な ジ ャンル の編 年 の明 らか な25種 の古 文 献 を 選 び,ネ ワル 語 彙 の 抽 出編 纂 を

行 って来 た が,1989年 に は これ も完 了 す る予 定 であ る とい う。採 録 件 数 は,重 複 項 目

を 除 き,3万5千 件 以 上 に 上 る とい う。 ま た,こ れ と平 行 して,ネ ワル語 の古 文書 の

収 集 と保 存 の努 力 も行 わ れて お り,今 後 言 語 だ けで な く,社 会,宗 教,歴 史 と い った

幅 広 い ネ ワ ル文 化 研究 の 進展 が 期 待 され る。

　 一 方,イ ン ド西 北 部 で の ヒマ ラヤ 諸 語 の 調 査 は,専 ら2人 の イ ン ド人言 語 学者

D.D.　 Sharma(マ ンチ ャ ト語,カ ナ ウル 語)とS.　 R.　Sharma(ブ ナ ン語,テ ィナ

ン語,ラ ンロ語,マ ンチ ャ ト語)に よ り行 わ れ て来 た。 唯一 の例 外 は,1977年 ～1978

年 に イ ン ドの ウ ッタ ル ・プ ラデ シ ュ州 の ラ ンパ 語 を 調 査 し,博 士 論 文 に ま とめ た ドイ

ツ人言 語 学 者Zollerで あ る。 この ラ ンパ 語 域 周 辺 か らネ パ ール の極 西 部 に か けて の

地 域 は,言 語 調 査 の 空 白地 帯 とい え る地 域 で あ る。

3.3.　 1960年 代後半 以 降の ヒマ ラヤ諸語 の資 料

　 上 述 の よ う に,現 在 ヒマ ラ ヤ 諸 語 と して 挙 げ ら れ る 言 語 数 は71言 語 に の ぼ る が,こ

の71言 語 中,音 韻 体 系 ・語 彙 ・テ キ ス ト等 で 信 頼 の お け る ま と ま っ た 情 報 や 資 料 が 利

用 で き る言 語 は,次 の17言 語 に 過 ぎ な い(本 節 で は,以 下 【 】内 は1960年 代 以 降 の

当 該 言 語 の 主 要 研 究 者,論 著 の 著 者 名 で あ る が,必 要 に 応 じ て()内 に 出 版 年 を 付

して あ る)。

　 な お,1985年 ま で に 公 刊 さ れ た 各 々 の 研 究 者 の 論 著 は,E.　 A.　Hale著 『チ ベ ッ ト ・

ビル マ 諸 語 に 関 す る 研 究 　 (Research　 on　 Tibeto-Burman　 Languages)』(1982)の

「参 考 文 献 」 とF.E.　 Huffmanの 『東 南 ア ジ ア 大 陸 部 の 言 語 の 言 語 学 書 誌 と 索 引

(Biblio9「aPh2　 and　lndex　 ofMaingand　 Southeast/Asian　 Lan8ua.aes　 and　LingLtistics>』(1986)

に 挙 げ られ て い る が,特 に 後 者 は 詳 しい 。 た だ,こ の よ う な 文 献 目録 の 常 と して,い

ず れ も か な り の 誤 植 や 誤 り に 加 え,当 然 加 え ら れ る べ き 論 著 が 脱 落 し て い た り す る の

で 注 意 を 要 す る 。

　 マ ン チ ャ ト語 【D.D.　 Sharma,　 S.　R.　Sharma】,カ ナ ウ ル 語 【D.　D.　 Sharma】,ラ

ンパ 語 【C.P.　 Zoller】,マ ガ ル 語 【G.　Shepherd,　 S.　Subba】,タ カ リ語 【A.　M.　 Hari】,

グ ル ン 語 【w.w.　 Glover,　 J.　R.　 Glover】,マ ナ ン 語 【星(実 千 代),長 野(泰 彦)】,

チ ェパ ン語 【R.C.　 Caughley】,タ マ ン語 【M.　Mazaudon,　 D.M.　 Taylor,　 F・Everitt】,

ネ ワ ル 語 【E.A・Hale,1・Sresthacharya,　 K　 P.　Malla,　 T.　R・Kanskar,　 S・Lienhard,

u・K6]ver,　 B・K61ver,　 J・Tuladhar,　 s.　K.　 Joshi,　 R.　K.　 sprig9,　 D・Hargreaves,
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C.Genetti,　 R.　L.　Shrestha,　 K.　 Tamot】,ハ ユ語 ・【B.　Michailovsky】,ス ンワル語

【D.Bieri,　 M.　Schulze,　 Genetti】,バ ヒ ン語 【Michailovsky】,カ リ ン語 【S.　Toba

(鳥 羽季 義),1.Toba,　 Michailovsky】,ト ゥル ン語 【N.J.　Allen】,バ ンタ ワ語 【sprig9,

N・K.Rai】,リ ンブ語 【Sprig9,　 C.　B.　Hanneman,　 Michailovsky,　 A.　Weidert,

G.L.　 van　 Driem】51)。

　 この17言 語 中,タ マ ン語,ス ン ワル語,バ ヒ ン語 を 除 く14言 語 に は,あ る程 度 ま とま っ

た文 法 記 述 もあ る。 特 に,ラ ンパ 語 【Zoller(1983)】,チ ェパ ン語 【Caughley(1981)】,

グル ン語 【W.W.　 Glover(1974)】,ネ ワル 語 【U・K61ver(1976),　 Malla(1985a)】,

ハ ユ語 【Michailovsky(1980)】,リ ン ブ語 【(Weidert＆Subba(1985),　 Driem

(1987a)】 に は 優 れ た記 述 文 法 が あ る。 ま た,問 題 が あ るが,マ ンチ ャ ト語 【D.　D.

Sharma(1982)】,カ ナ ウル 語 【D・D・Sharma(1988a)】 や バ ンタ ワ語 【Rai(1985)】

(主 に形 態 論)の 記 述 文 法 も有 用 で あ る。 トゥル ン語 【Allen(1975)】 の 文 法概 要 は著

者 が 人 類 学者 で あ る こ と もあ って,問 題 も多 く,記 述 漏 れ や不 完 全 な分 析 も多 い が,

1960年 代以 降 に お いて初 め て複 雑 な代 名 詞 化言 語 を 記 述 した もので あ った 。 この他,

タマ ン語 【Mazaudon(1976)】 と カ リン語 【S.　Toba(改 訂 版:1983)】 の 文 法 素描 等

も参 考 に な る。 マ ガ ル語 【Subba(1972)】 の記 述 文 法 と マ ナ ン語 【星(1986)】 の文 法

概 要 は,有 用 で は あ る が,観 察 や 分析 に誤 りと思 わ れ る点 が 多 く含 まれ て お り,資 料

と して 参 照 す る際 に は注 意 が必 要 で あ る。 これ らの資 料 の 問題 点 に つ いて は,三 省 堂

言 語 学 大 辞 典 の 第3巻 の 当該 項 に指 摘 して あ るので 参 照 され た い 。

　 な お,D.　 D.　Sharma[1982],　 Zollcr[1983],　 Malla[1985a],　 Rai[1985]は,上

記 の文 献 目録 か ら漏 れ て い る。

　 この 他 に,カ イ ケ語 【J・F・Fisher】(語 彙),カ ム語 【D.　E.　Watters】(音 韻,文 法,

語 彙),タ カ リ語 【Hari,　Mazaudon】(音 韻,語 彙),シ ャ ン語 【長野 】(語 彙),ガ レ語

【L.LSeaward,西(義 郎)】(音 韻,語 彙),ク ル ン語 【Andreas　 Holzhausen,　 Anna

Holzhausen】(音 韻,文 法),ク ル ン語 の 方 言 と さ れ る ソタ ン語 【Hari】(音 韻),

ドゥ ミ語 【Driem】,(音 韻,動 詞 の活 用)52),チ ャム リン語 【K.　H.　Ebert】,(話 法,

人 称接 辞),ロ ル ン語 【Weidert】(人 称 接 辞),レ プ チ ャ語 【Sprig9】(文 字,音 韻)に

関 して は部 分 的 な研究 や語 彙 が利 用 で き る。

51)こ こでは各言語の研究者名は,一 応本人単著の論文や著書 のあ る学者 のみに限定 して挙げて

　 あるが遺漏がない というとい う確信 はない。また,一 部の研究者は当該言語の研究では既 に現

　 役でない者 もいるであろ う。

52)な お,Driemは,既 にGrammar　 of　1)umi(『 ドゥミ語文 法』)の執筆を終えており,本 年 中に

　 Mouton　 Granmr　 Library　series中の1冊 として,　Mouton　 de　Gmyter(Berlin)か ら出版 され

　 る予定であるとい う(私 信)。

316



西　　ヒマラヤ諸語の分布と分類(上)

　 グル ン語 【J.R.　 Glover＆D.　 B.　Gurung(1979)】 とネ ワル語 【sresthacharya,

J・N.Maskey＆Hale(1971);改 訂 版(2巻)第1巻(1987)】 に は,会 話 の 手 引や

入 門 書 も出 版 され て い る。

　 ネパ ー ル の東 部 開発 地 域 の 「ネパ ール の言 語 調査 」 プ ロ ジ ェ ク トは例 外 と して,こ

の地 域 の 言語 調査 は,周 辺 の他 の幾 つ か の方 言 も参 考 程 度 に 調 査 され る こ とが あ って

も,対 象 言 語 の1つ の 方言(特 に,そ の言 語 の代 表 と され る方 言)に 限 定 さ れて い るの

が普 通 で あ り,対 象 言 語 の主 要 分布 域 全 体 に わ た って調 査 点 を 選 ん で 方言 調 査 を行 っ

た 例 は,グ ル ン語 【w.　w.　 Glover＆J.　 K.　Landon(1980)】 しか な い 。一 方,東 ネ

パ ー ル の言 語 調 査 は,本 稿 の第2節 及 び第3節 で 随所 に紹 介 し た よ う に,最 近 漸 く

Hansson[1988]に よ り暫 定 的 な形 で ま とめ られ た。 この論 文 は当該 地 域 の言 語 の分

類 を 目的 と した も ので あ るが,そ れ ぞれ の 言語 の分 布 域 や方 言 分 類 が か な り詳 細 に述

べ られ て い る。 しか し,具 体 的 な 資料 は含 ま れて い な い。

　 以 上 の ほとん どの 言 語 に は,あ る 程 度 ま と ま った語 彙 が 公 刊 され て い る。 特 に,

CSDPSLN(1973)のPart　 IV(Hale編)は 語 彙 表 で,グ ル ン語(ガ チ ョ ッ ク方 言),

タマ ン語(サ ブ方言),タ カ リ語,マ ガル 語(ヤ ンチ ョ ック方 言),カ ム語(タ カ方 言),

カ イケ語,ス ンワル 語(サ ブ ラSabra【 ジ ャナ クプ ー ル県 ラメチ ャ ップ郡 】方 言),麦

リン語(カ ス タ ップ方 言),ネ ワル 語(カ トマ ンズ方 言),チ ェパ ン語(マ イ セ ラ ン方

言)の10種 の ヒマ ラヤ諸 語 の語 彙 が収 録 され て い る。 収 録 語 彙 が ほ とん ど名 詞 類 に限

られ て い る カ イケ語 を除 け ば,各 言 語 の収 録語 彙 は1800項 目 ほ どか らな って い る。 更

に,カ ム語 【Watters＆Watters(1973)】,グ ル ン語 【Glover,　Glover＆D・B・Gurung

(1977)】,ネ ワル語 【橋 本(萬 太 郎)(1977),Sresthacharya(1963,1981,1987),　 T・L

Manandhar(1986)】,カ リン語 【Toba＆Toba(1975)】,ク ル ン語 【K・P・Rai,

Holzhausen＆Holzhausen(1975)】 に は,別 個 に語 彙 集(glossary)や 辞書 が 出版

され て い る。 ネ ワル 語 を除 けば,い ず れ も収録 語 数 は それ ほ ど多 くな い。

　 ヒマ ラヤ諸 語 の類 型 的 研究 は,ネ パ ール の言 語 を(複)代 名詞 化 言 語 とそ れ以 外 の言

語 に分 類 したHodgsonに 既 に始 ま る とい え る。 しか し,現 在 ま で の と ころ,　 Hale

＆Watters[1973]とWeidert[1985]等 を 除 け ば,形 態 法,統 語 法 に 関 して は未 だ

に ま とま った 類 型 的 研究 は な く,僅 か に音 韻 に 関 して の み,Michailovskyの 優 れ た

論 文[1988]が あ るだ け で あ る。

　 共 時 的研 究 に 比 べ,ヒ マ ラヤ諸語 の通 時 的 研 究 は,全 体 的 に み て,漸 くその 緒 に着

い た ば か りで あ る とい え よ う。19世 紀 末 期 に既 に 優 れ た 文法 と辞 書 が利 用 で き た レプ

チ ャ語 は,チ ベ ッ ト ・ビルマ 諸 語 の 比較 研 究 に 重 要 な 役割 を果 た して 来 た だ けで な く,
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そ の ア ウス トロ ァ ジア 的要 素 を 考 慮 した 系統 論 【R.A・D・Forre6t(1962)】 を 含 め,

借 用 語 や系 統 的 位 置づ け に関 す る幾 つ か の研 究 【J・J・Bauman(1976),　 sprig9(1984

等),N・G・Bodman(1987)】 が発 表 され て い る。(『言 語 学大 辞 典 』 第3巻 の 「レプ

チ ャ語 」 参 照)。 ネパ ー ル の ヒマ ラ ヤ諸 語 で は,祖 語 の 再 構 の容 易 な タマ ン語 群 に 関 す

る比 較 研究 【R.s.　Pittman＆J.　 R.　Glover(1970),　 Mazaudon(1973a等),　 Nishi

(1972等)】 が例 外 的 に 進展 を みせ て い る(『 言 語 学 大 辞 典』 第2巻 の 「タ マ ン語 群 」

参 照)。 タ マ ン語 群 以 外 の 言 語 の 通 時 的研 究 と して は,ラ イ ・リ ンブ語 系 の 動 詞接 辞

等 に 関 す る論 文 【Michailovsky(1985),　 Sprig9(1984等),　 Driem(1989)】 が み ら

れ るの み で あ る。

　 ヒマ ラヤ諸 語 の 系 統 的分 類 に 関 して は,ヒ マ ラ ヤ地 域 の言 語 に 特 定 され な い もの も

含 め,1970年 代 以 降 に も幾 つ か の論 文 があ る。 上 述 のSILに よ る 「ネパ ー ル の言 語

調 査 」 プ ロ ジ ェ ク ト以 降 の薪 発見 の言 語 を 含 あ た分 類 の試 み と して,ネ パ ー ル の チ ベ

ッ ト ・ビル マ語 系 言 語 全 体 を対 象 と したW.W.　 Glover[1970c,1971b,1974],ロ

ロ ・ビルマ 語 系(Lolo-Burmese)【=Burmese-Yipho】 を 除 い た チ ベ ッ ト ・ビル マ語 系

言 語全 体 を対 象 と したThurgood[1985]や 「東 部 開 発 地 域」 の ライ ・リンブ語 系 の

一 部 を 対象 と したW。W三nter[1987]と 全 体 を対 象 と したHansson[1988]等 が あ る

が,系 統 的分 類 は ヒマ ラヤ諸 語 だ け に 関 して も,ま だ 多 くの課 題 を残 して い る。 詳 細

は次 節 【系 統 的分 類 】 を 参 照 され た い。

　 この地 域 の 研究 で 現 在 特 に 関心 を持 たれ て お り,共 時 ・通 時 の 両 分 野 に跨 る テ ーマ

を挙 げ る とす れ ば,代 名 詞 化(pronominalization)や 能格 性(ergativity)と い った

問題 で あ ろ う。 チ ベ ッ ト ・ビル マ諸 語 に関 して は,1970年 代 に これ らの テ ー マ を最 初

に体 系 的 に論 じた の はBauman[1975]で あ るが,そ の 後 ヒマ ラヤ諸語 を 中 心 に,

Caughley[1981,1982,1983],　 Watters　 [1975】,　Weidert[1985]やS.　 DeLancey

[1988等]が この代 名 詞 化 の 類 型 や 代 名 詞化 体 系 の 発 達 を論 じて い る。1970年 代 末 か

らDeLancey[1980等]は,ヒ マ ラヤ諸 語 も例 に 取 り,チ ベ ッ ト ・ビル マ 諸語 全 体 に

か かわ る さ ま ざま な テ ーマ(能 格 性,格 標識,方 向辞,モ ー ド,代 名 詞 化,語 彙 素 の

文 法 化,順 接 形 と離 接形 等)を 取 り上 げ,い わ ば チ ベ ッ ト・ビル マ 諸 語 研究 の活 性 化

に貢 献 して い る。 これ らの テ ーマ の 幾 つ か は後 で 詳 述 す る。

　 な お,1970年 代末 まで の ネパ ール の ヒマ ラヤ諸 語 の 研 究 状況 や その 系 統 的分 類 に つ

いて は,[HALE　 1982】 に 詳 説 され て い る。

　 現 在 ネパ ール を 中心 とす る ヒマ ラヤ諸 語 や ヒマ ラヤ 語 系 諸民 族 ・部 族 に 関 す る論 文

は,特 に次 の3つ の雑 誌 に多 く掲 載 され て い る。
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　 ①Linguistics　 qf　the　Tibeio-Bzarman漁w(略 称:LTB・4)(Berkeley,　 USA)は,

1974年 に 創 刊 され た チ ベ ッ ト ・ビル マ語 派 の言 語 の 専 門雑 誌(春 ・秋 季 刊)で あ るが,

実 際 に は シナ ・チ ベ ッ ト語 族 の 他 の語 派 や ア ウス トロア ジア語 族 の言 語 に 関 す る論 文

も数 多 く掲 載 され て い る。

　 ② 　 Nepalese　Lin.guistics(略 称:NL)(Kathmandu,　 Nepal)は,ネ パ ール 言語 学 会

(1980年 創 設)の 機 関誌(不 定 期 刊)で あ る。

　 ③Contribution∫ 　to　Nepagese　Studies(略 称:CNS)(Tribhuvan　 Univ・,Kathmandu,

Nepal)は,　 Research　 Centre　 for　Nepal　 and　 Asian　 Studies(略 称:CNAS)【 旧 称:

Institute　of　Nepal　 and　Asian　 Studics(略 称:INAS)】 発 行 の学 術 雑誌(季 刊)で あ

る。

　 この外 に,(Series　 A)か ら(Series　 D)ま で に分 か れて,論 文 だ け で な く,単 刊 や

論 文集 も出版 され るPα`哲`茄zg廊`∫05(Canberra,　 The　 Australian　 National　 Univ.),

ヒマ ラヤ研 究 の専 門 誌Kailash　 (Kathmandu,　 Nepal),イ ン ド言 語 学会 の機 関誌Indian

Linguistics(略 称:1L)(Pune,　 India),上 記 研究 者 の所 属 機 関 の紀 要,研 究 報 告 類 や

欧米 の東 洋学 関係 の 専 門誌 等 に掲 載 され る もの もあ る。

　 ま た,こ の分 野 の論 文 が 多 く発 表 され る学 会(い ず れ も年1回 開 催)に は,Inter-

national　 Conference　 on　Sino-Tibetan　 Languages　 and　 Linguistics(略 称:Sino-

Tibetan　 Conference)「 国 際 漢蔵 学会 」(開 催 地 不 定)と ネ パ ール 言 語 学 会 の 定 期 大会

(開催 地:Tribhuvan　 University,　 Kathmandu>が あ る。 後 者 は,常 に多 くの 外 国 人

発 表 者 や講 演 者 の参 加 す る国 際 色 の 強 い学 会 で あ る。

付 記

　 1987年3月 『国立 民 族学 博 物 館研 究 報 告 』11巻4号 に,本 稿 に 関連 の 深 い 「現 代 チ ベ ッ ト語 方

言 の分 類 」 と称 す る小稿 を発 表 した が,そ の 後入 手 した資 料 等 に よ り,若 干 の訂 正 を要 す る部 分

が 明 らか に な った 。 以下 にそ れ らの訂 正 箇所 を 示 す 。

① 　 中 国 国 内の地 名 中の2地 名 が ア リ地 区=ガ リ地 区,ア パ ・チ ベ ッ ト族 自治州 二ガ パ ・チ ベ ッ ト

　 族 自治 州 の よ うに読 み 方 が不 統 一 に な って い る が,い ず れ も前 者 は漢 字 読 みで,後 者 が チ ベ ッ

　 ト語読 みで あ る 。

② 　 P.859,1.9:イ ン ドの地 名Kyelan9!Kyelongは,　 KeylangfKeylongと もKelang/Kelongと

　 も綴 られ る が,通 常 ケ ロ ンと こ の地 方 の人 々は 呼ん で いる よ うで あ る 。

③P.　 859,　fn.(31),1・1:_.一 一トッ トケ(stod-skad)→ トェケ ー(・_..)

④p.862,L9:C3=rllYjtw→G3=r!lljlw

⑤p.　 864,　fn.(33),1.12b:..._で も[刀 →__で も 「」]

⑥P.　 860,1.20:サ ンク ワ シ ャバ(Sankhuwa　 Shabha)→ サ ンク ワサ バ(Sankhuwasabha)

⑦ 　P・886,1.6b:「 髪 」*dbu-skra>u:ta(高 調)→ … …>utra(高 調)
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⑧ 　 p・900の 「チ ベ ッ ト語 方 言 名」の3.18.:キ ロ ン方 言__(チ ベ ッ ト自治 区 山南 地 区)→ … ・一

　 (チ ベ ッ ト自治 区 シガ ツ ェ地 区)

⑨ 　 P.900の5.20:ニ ンテ ィ.._.方 言(同 上 【雲 南省 デ チ ェ ン ・チ ベ ッ ト族 自治 州】)→__

　 (チ ベ ッ ト自治 区 ラサ地 区)
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